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　とある高校の屋上。

　放課後。

　本来ならば立ち入り禁止のその場所で、二人の男子高校生が駄だ弁べっていた。

　やや制服を着崩しているところから、一見するとあまり素そ行こうがよくなさそうに見える。

「はぁ……」

　そのうちの一人である、黒い髪に青い瞳の少年、高たか瀬せ川がわ由ゆ弦づるは大きなため息をついた。

　酷ひどく、気け怠だるそうな表情を浮かべている。

「どうした、由弦。唐突にため息などついて」

「聞いてくれよ」

　由弦は自分の隣の少年、佐さ竹たけ宗そう一いち郎ろうに対して愚ぐ痴ちり始める。

「最近、結婚可能年齢が男女ともに十五歳になっただろ？」

「そうだな。……それがどうしたんだ？」

「そのせいか分からないが……中学卒業してから、うちの爺じいさんと婆ばあさんが結婚しろと……お見合いしろって、うるさいんだよ」

　事あるごとに由弦に対して、「彼女はできたか？」「好きな人はいるか？」と聞き、そして挙句の果てには勝手に縁談を組んだり、お見合いの話を進めたりする。

　もちろん、自分の知らない間に進んだ縁談など、もとより興味などないため、断固拒否はしているが……

「でもお前、まだ十五だろ？　気が早いにもほどがあるなぁ。……どうしてまた、そんな」

「曾ひ孫まごの顔が見たいんだと」

「それは……確かに、早く結婚してもらわないと見られないな」

　ゲラゲラと大笑いをする宗一郎。

　由弦からしてみれば、笑いごとではない。

　由弦は一人暮らしをしているので普段は祖父母と顔を合わせることはないが、実家に帰る時には顔を合わせないわけにはいかないのだ。

　五月頭の連休には必ず言われるだろうし、お見合いをさせられるかもしれない。

「好きな人がいるわけでもないし、恋愛をしたいわけでもないが……これからしたくなった時に婚約者なんて邪魔だし、婚約するつもりが欠片かけらもないのにお見合いをするなんて時間の無駄だし……どうにか回避できないかな？」

「じゃあ……無理難題な条件を出してみるとか？」

「無理難題？」

「俺にお見合いさせたいなら、とびっきりの美少女を連れて来い！　ってさ」

「それは……うん、名案だな。……無理難題って、具体的には何があるかな？」

「うーん、金髪碧へき眼がんとか？　お前の爺さんも、用意できないんじゃね？」

「いや、海外から連れてくるかもしれないだろ。爺さん、海外にも人脈あるし」

　日本で探すよりはずっと難しいかもしれないが、しかし曾孫を見たがっている年寄りを甘く見てはいけないだろう。

「日本語ペラペラって条件つければ？　言語の壁があると面倒だから、日本国籍、せめて日本語が堪能な人にしてくれって。ここまで絞れば、そう簡単には見つからないんじゃないか？」

「確かに……まあ、嫁に迎える以上はある程度身元がしっかりしている人に限られるだろうし。それに加えて、日本語堪能となると、確かに難しいな。……よし、それで行くか」

　と由弦がそう決めたその時。

　都合よく、携帯が鳴った。

「はい、もしもし」

『由弦！　連休中、帰って来た時に……お見合いを受けてはくれんかのぉ？　一生に一度の頼みじゃ。ワシは生きているうちに曾孫が見たくて……』

「いいぞ」

『そこを何とか……ええ!?　いいのか、由弦！』

「ただし、条件がある」

　電話の向こう側で仰天している祖父に対し、由弦は〝無理難題〟をふっかけた。

「金髪碧眼色白美少女が相手なら、お見合いを考える。ああ、もちろん、俺と同年代で日本国籍の子だ。年齢や言語の壁があると面倒だし。それから……」

　由弦は宗一郎に目配せをした。

　すると宗一郎は携帯に何かを打ち込み、由弦の前にかざす。

　そこに書かれた文章を由弦は読み上げた。

「巨乳でお尻が大きい……あー、つまりスタイルがいい子。優しく、おしとやか、大和やまと撫なでし子こ。それから……料理上手で、頭がよくて、運動もできる子だ。……こんなの、いるわけないだろ」

　由弦が呆あきれ顔がおで宗一郎に言うと、宗一郎は肩を竦すくめる。

　そして携帯画面に「いないからいいんだろ？」と打ち込んで見せた。

『そ、それは……い、いくらワシでも、ちょっと厳し……』

「無理なら、無理でいいんだぞ？　俺は困らないし」

『っく……分かった。連休までに探しておくから、覚悟するんじゃぞ！』

「はいはい」

　何をどう覚悟するのかと、由弦は呆れながら電話を切った。

　そして宗一郎に尋ねる。

「そんなに曾孫の顔が見たいもんかね？」

「さあ？　年をとってみないとな……そういえば、さっきの条件に当てはまる子、身近にいるよな？」

「身近？」

「雪ゆき城しろだよ。お前のクラスの雪城愛あ理り沙さ」

　雪城愛理沙。

　校内ではかなり有名な、同級生の女子生徒だ。

　髪はやや色素の薄い茶色（亜あ麻ま色いろ）で、瞳は美しいグリーン。

　肌は白雪のように美しく、陶器のように滑なめらか。

　体は華きや奢しやだが、よく見るとメリハリのある体つきをしている。

　人を寄せつけない雰囲気を身に纏まとっている。

　そんな女の子だ。

　神秘的な、絵に描いたような美少女であるため、男子生徒からは羨望の眼まな差ざしで見られており、しょっちゅう告白されていると聞く。

　そして浮いた話は全くと言っていいほど聞かないので、全て撃沈しているのだろう。

「碧眼じゃなくて翠すい眼がんだけどな。髪も金髪というよりは、色の薄い茶髪って感じだし。料理上手で、大和撫子かは分からないが……」

　あいにく、人となりを知っているほど親しくはない。

　軽く挨拶を交わす程度の関係で、相手も自分をどれほど認識しているか分からない。

「雪城愛理沙が来たら面白いんだがな」

　冗談半分という調子で宗一郎は言った。

　とはいえ微妙な髪や瞳の色の違い、性格、家事の能力は除くとして、由弦の出した条件にもっとも当てはまる人物は彼女だから、あり得なくはない。

「探すって言っても、別に新聞広告に載せて募集するってわけじゃなくて、爺さんの人脈の中から年頃の娘さんを選ぶわけだしなぁ。果たして爺さんの人脈上に雪城がいるかどうか。それに……そもそも、雪城が俺とお見合いをしようと思うか？　あっちの方も少しは乗り気にならないと、お見合いは始まらないぞ」

「まあ……そもそもこの年でお見合いをしようってのが、おかしいしな」

「だろ？」

　大昔の貴族や武士じゃあるまいし。

　そもそも、〝女の子〟が見つかるかどうか怪しいレベルだろうと由弦は思った。

「じゃあ、仮にだ。仮に……雪城愛理沙が来たら、どうする？　受けるの？　あれはとびっきりの美少女だが」

　なるほど、雪城愛理沙に惚ほれている生徒や、とっくに撃沈されている生徒にとっては、雪城愛理沙とお見合いなど、垂すい涎ぜんモノの展開だろう。

　だが由弦にとっては……

「美人だとは思うが、別に好きではないしなぁ。悪い子だとは思わないが、何というか、冷たい感じというか……苦手なタイプだな。少なくとも、結婚相手にはしたくない」

　雪城愛理沙は感情表現が苦手というわけではなく、そして希薄というわけでもなく……、単純に人との関係を拒絶しているように見える。

　クラスの輪から離れない程度の適切な距離さえ保てればいいから、親友や恋人なんてものは作るつもりがない。

　そんなイメージだ。

「あと、あの子……少し、目が死んでないか？　色は綺き麗れいなんだけど、感情がないというか」

　清らか過ぎて魚が一匹も住んでいない湖。

　愛理沙の瞳はそんな色だ。

　由弦の愛理沙に対する感想は宗一郎も同意するところがあったようで、なるほどと頷うなずく。

「言われてみると、そうだな。それに一生を過ごす相手なら……顔より性格で選ぶのが無難だよなぁ。大事なのは中身の相性だな。何だかんだで」

　由弦もまた頷き返す。

「そうそう、一緒にいて楽しいってのが重要よ。雪城愛理沙は……観賞用って、感じだな」

　眺めるだけならば、目の保養にいいだろう。

　実際、たまにバレないように由弦も眺めていたりする。

　あれだけ美人だと、見ているだけでも少し癒いやされるのだ。

「冗談、通じそうにないしな。真顔で冷たい目で見られそう。……いや、それはそれでアリか」

「気持ちわりぃなぁ、おい。……まあ、でもちょっと分かる」

　ゲラゲラと、由弦と宗一郎は大笑いをした。

　……この時の由弦はまだ、分かっていなかった。

　曾孫の顔が見たい、老人の執念を。




　　　　※




　それから、しばらく。

　五月初頭の大型連休──ゴールデンウイーク──の後半。

　都内某所の料亭。

　和服を着た由弦の前に、亜麻色の髪の少女が正座をしていた。

　美しい紫陽花あじさいが描かれた着物を着ている。

　肌は透き通るように白く、目鼻のバランスも非常に整っている。

　まさに絶世の美少女とも言える、その女の子はグリーンの瞳をじっと由弦に向けてから、畳に手をつけて、一礼した。

「雪城愛理沙です。初めまして……では、ありませんでしたね」

　清らかな、しかし生気を感じさせない瞳でじっとこちを見ながら愛理沙はそう言った。

（……どうしてこうなった）

　由弦は内心で頭を抱えた。




　　　　※




　お見合いをしたくなかったから、絶対に満たせないような無理難題を言ってみたら、同級生の美少女がやってきた。

　こんなアホな話があるだろうか？

　と由弦はため息をつく。

（まさか……爺さんの人脈上に雪城愛理沙が存在したとは、思わなかった。……ちょっと、舐なめてたな。爺さんの人脈網を）

　あの爺は日本国内ではもしかして無敵なんじゃないだろうか？

　と、改めて老人の凄すごさ、執念に感心しつつ……愛理沙を正面から見つめる。

　いつ見ても、芸術品のように整った美貌だ。

「こちらこそ、高瀬川由弦です。……お久しぶりですね」

　由弦も正座をして、手をつき、挨拶を返す。

　こうなった以上は失礼にならないように、断るしかない。

　お見合いは由弦と愛理沙はそっちのけで、保護者同士（由弦の場合は祖父と父、愛理沙の場合は養父と養母）で「まさか同級生だったとは、驚いた」「これは運命かもしれませんね」などと勝手に盛り上がり始める。

　由弦と愛理沙は貼りつけたような笑みを浮かべ、「そうだね。驚いたよ」「びっくりしました」などと適当な相あい槌づちを打つ。

　と、ある程度の時間が経過し……

　二人はそれぞれの保護者に、「お若い二人だけで料亭の庭の景色でも眺めながら、親交を深め合ったらどうか？」と提案される。

　まさか嫌ですとは言えない由弦は、愛理沙と共に庭へ出た。

　愛理沙をエスコートしつつ、庭へ出る。

　お見合い会場として使用されるだけあって、非常に美しい庭だ。

（さて……どう断ろうかな）

　普通に「あまり合わないと思った」と言ってお見合いを断ってもいいのだが、それは遠回しに「君は魅力的ではない」と言っているようなもの。

　仮にもお見合いに来た以上は由弦に興味があるわけで……下手な断り方をすると彼女を傷つけてしまう。

　そもそもあまり関わりがないとはいえ、同じクラスなのだ。

　今後のことを考えても、ギスギスしたくない。

「あの、高瀬川さん……」

「雪城？」

　由弦が迷っていると、今まで押し黙っていた愛理沙が声を上げた。

　ギュッと着物の布を握り締め、そして頭を下げた。

「すみません。このお見合い……養父に強引に受けさせられてしまったんです。私は……元々、婚約する気はありませんでした」

　その言葉を聞き、由弦は胸のつっかえが取れたような心地を抱いた。

　だからか、思わずため息と共に安あん堵どの声を漏らした。

「……何だ、君もか」

「……君も？」

「俺も君と同様に、強引に連れて来られたんだ。……無理難題を言えば、引き下がると思ってね。お見合いをさせたかったら、金髪碧眼の女の子を連れて来い！　って……まさか、本当に連れて来るとは思わなかった」

　ため息まじりに由弦がそう言うと、愛理沙はなるほど、と手を打った。

「そういうことですか」

「そういうこと？」

「高瀬川さんの方が私を指名してきたと聞いたので。……納得しました」

「……迷惑をかけてすまない」

「いえ、それはお互い様です。正確には……養父がご迷惑をおかけしました。高瀬川さんから話が来て、一人で舞い上がっちゃったみたいで」

　お互い、婚約を望んでいないことが明らかになり……どこか、二人の距離は縮まった。

　互いに好きではない、ということが共通の話題として機能して、親しみを感じるとは妙な話だと由弦は内心で苦笑する。

「高瀬川さん。……一つ、提案があるのですが」

「提案？」

「嘘うその、偽にせの、偽いつわりの〝婚約〟をしませんか？」

「……なるほど」

　つまり〝婚約〟を偽装して、双方の保護者を騙だまそうという提案だ。

　由弦と愛理沙が〝婚約〟している間、双方に面倒な見合いの話を勧められることはない。

〝婚約〟を盾にして見合いを防ぎ、その陰で双方、自由な恋愛をする。

　そして成人になり、保護者に逆らえるようになったら〝婚約〟を破棄する。

　そういうことだろう。

「うーん……その話、今すぐに『はい』とは頷けないな。大変そうだし」

　しかし〝婚約〟の偽装を長期間隠し通す労力が、お見合いを断り続ける労力と釣り合うかは微妙なところだ。

　演技を続けるのは神経を使う。そう易やす々やすと返事をすることはできない。

「そう、ですか……ではよいお返事を期待しています」

　愛理沙は少し落ち込んだ様子を見せたが、すぐに柔らかい笑みを浮かべた。

　学校では密ひそかに持もて囃はやされ、男子たちを誤解させる、穏やかな表情だ。

　由弦には……作り笑いにしか、見えなかったが。
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　と、その時。

　ニャー、という猫の鳴き声が聞こえた。

「高瀬川さん、高瀬川さん！　あそこ！」

「うん？　あれは……猫だな」

　由弦には猫の年齢など分からないが、おそらくは一歳未満だろう。

　小さな猫が、木の上でニャーニャーと鳴いていた。

「間抜けな奴やつだな。自分で登って、下りられなくなるとは」

「どうして下りられないのに登るんでしょうね。……でも、どうしましょう。あのままでは、落ちてしまうかもしれません」

　ひどく心配そうな声音で言う愛理沙。どうやら彼女は猫派の人間らしい。

　木の枝で猫がうろうろするたびに、愛理沙もおろおろする。

「料亭の従業員を呼ぶか」

「で、でも……その前に落ちてしまわないでしょうか？」

「……まあ、確かに」

　先ほどから猫の動きは非常に危なっかしい。

　別に特に猫が好きというわけではない由弦も、少々、ハラハラしてしまう。

「どうしましょう……私、木登りの経験なんて、ありませんし……その、高瀬川さんは？」

　暗に木に登って猫を助けてくれないか？　と乞われる由弦。

　別に猫を助ける理由も愛理沙の願いを聞く義理もないのだが……

　猫が木から落下して死ぬのは、少し寝覚めが悪い。

「俺は犬派なんだけど……仕方がない」

　由弦はそう呟つぶやくと、帯の紐ひもを解き、服を脱ぎ始める。

　すると愛理沙は乳白色の肌を薔ば薇ら色いろに染め、慌てた様子で目を背けた。

「ちょ、ちょっと！　きゅ、急に服を脱ぎ始めないでください！」

「ああ、悪い。下にＴシャツとズボン、着てたから大丈夫だ」

「そ、それならそうと、言ってください……」

　誰とも交際をしていないという話は本当のようで、男性慣れしていないようだった。

　少し服を脱いだだけで顔を真っ赤にして戸惑うのは、いくら何でも免疫がなさすぎではあるが。

　由弦は脱いだ和服を乱雑に畳むと、愛理沙に手渡した。

「雪城、君……スポーツは得意だよな？」

「え？　あ、はい」

「もし俺が間に合う前に猫が落っこちたら、それをクッション代わりに受け止めろ」

　そう言うと立派な木に手をかける。

　木登りなど久しぶりだが……幸いにも登りやすそうな木（だから猫は登ったのかもしれないが）なので何とかなるだろう。

　由弦はするすると、木の上へと登っていく。

　幸いにも猫は逃げるそぶりを見せない。

「よし……捕まえた」

　難なく猫を捕獲することに成功した。ホッと、一瞬気を緩める。

　……それが悪かった。

「ニャッ!!」

「痛！　お、おい、お前、命の恩人に向かって……こら、暴れるな……あっ……」

　体のバランスが大きく崩れる。みるみるうちに地面へと近づいていく。

　猫を抱えているので、手をついて着地するわけにはいかない。

　由弦は慌てて体勢を整えるが……

「っがぁああ!!」

「あ、高瀬川さん!?」

　盛大に右足首が曲がった。




　　　　※




「何と言われた？　由弦」

「最低でも一週間は松まつ葉ば杖づえを使いなさいと。全治一か月半程度だそうだ」

　あまり心配ではなさそうな祖父に対し、由弦は答えた。

　そして内心で「あの猫め……次に会ったら、覚えていろよ」と愚痴る。

「あ、高瀬川さん！」

　愛理沙と、愛理沙の養父母が血相を変えて由弦に近づいてきた。

　養父母と言っても養子縁組を結んでるわけではないので、彼らと愛理沙では姓が異なる。

　愛理沙が『雪城』なのに対し、彼らは『天あま城ぎ』だ。

　そこそこの家柄だとは聞いているが、近年では資金繰りがよくないという噂うわさも耳にしている。

　そんな天城夫妻は顔を真っ青にしていた。

　一方で愛理沙はどこか怯おびえたような、少なくとも学校では決して見せない、泣きそうな表情を浮かべていた。

　とても憔しよう悴すいしている。

「この子が……妙なことを唆そそのかして、すみません！」

「治療費も慰謝料もお支払いしますので……」

「申し訳ありません……」

　愛理沙の養父母は、愛理沙の頭を押さえつけ、強引に頭を下げさせる。

　その動作は──意識してか、それとも無意識にかは分からないが──やや乱暴で、まるで上から頭を殴りつけているようにも見えた。

　必死に謝る天城夫妻と愛理沙に対し、由弦の祖父と父は淡々と答える。

「いえいえ……木に登って落ちたのは、こやつが間抜けだったからです」

「そもそも、勝手に木に登ったのはこの子ですから」

　治療費も慰謝料もいらないと突っぱねる。

　実際、由弦が勝手に登って勝手に落ちたので、愛理沙に落ち度はない。

「頭を上げてください。悪いのは自分ですから。それに……」

　ふと、由弦は気づいた。

　愛理沙の頬ほおが僅わずかに腫はれていることに。

　……どうやら彼女は養父母とはあまり上手うまく行っていないらしいと由弦は推測する。

「つい、好きな人の前でカッコつけたくなってしまいまして。いやはや、情けない……」

　好きな人。

　と、由弦は明言した。

　これには由弦の祖父も、そして愛理沙の養父母も、愛理沙自身も目を丸くした。

「俺と〝婚約〟してくれないかな？　雪城、いや……愛理沙」

　もちろん、偽装〝婚約〟である。

　ちゃんと、本意は愛理沙に伝わったらしい。

　僅かに頬を赤く染めながら、愛理沙は小さく頷いた。

「喜んで……〝婚約〟しましょう。高瀬川さん……いえ、由弦さん」

　かくしてめでたく婚約となった。
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　そのあと、二人きりで話したいということで由弦は愛理沙を連れ出した。

　すでに日は落ちかけており、空は夕焼け色に染まっている。

　由弦は屋外にあったベンチに座ろうとしたが……松葉杖だと、上手く座れない。

　どうにか愛理沙に手伝ってもらい、腰を下ろす。

「本当に、すみません」

　僅かに涙ぐんだ声で愛理沙は言った。

　夕焼けが亜麻色の髪を照らし、黄金に光って見える。

　しかしそんな美しい姿でありながら……どこか、今にも消えてしまいそうな、儚はかなさを感じさせた。

「どうして謝る」

「……迷惑をかけてしまいました」

「別に木から落ちたのは俺の責任で……」

「そ、そうではなくて……その、〝婚約〟の件です。庇かばってくれたんですよね？　破談になると、私の軽率な行動のせいで、そうなったように見えてしまうから。天城家での、私の立場を考えて、〝婚約〟を引き受けてくださったんですよね？」

　愛理沙が原因で高瀬川家との縁談が破談となった。

　と、もし愛理沙の養父母がそう考えたら、彼女にキツく当たるかもしれないと、由弦は考えたのだ。

「そもそも俺が木から落ちたのが、悪い。話をややこしくさせてしまった。だから君が気に病む必要も、恩に着る必要も……」

「それを抜きにしても、です。本当に……助かりました。あのままでは、私、好きでもないような人と、無む理り矢や理り結婚させられていたかもしれません。……お金と引き換えに、体目当ての人と結婚させられるなんて、本当に、嫌でした」

　体を両手で抱き、体を震わせながら愛理沙は言った。

　それから由弦の方を見上げ、気弱な笑みを浮かべる。

「高瀬川さんは、恩人です。ひとまず、難を逃れられました」

「……人様の家庭事情には、そう首は突っ込めない。けど、まあ同級生としての縁だ。困ったら相談してくれ。できる限り、力になるよ」

　彼女の境遇に同情した由弦は、我ながら頼りない言葉だと思いながらも、そう約束した。

　明確に法律に違反していない限りは、「家庭事情に口を挟むな」と突っぱねられてしまう。

　下手に掻かき回まわせば、余計に愛理沙の立場を悪化させかねない。

　愛理沙も馬鹿ではないから、所しよ詮せんは口約束だと分かっているはずだ。

　しかし……

「そう言っていただけるだけでも、本当に、心強いです」

　翡ひ翠すい色いろの瞳を潤ませ、どこか救われたような、安堵したような、そんな表情でそう言ったのだった。
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　それから三日後のゴールデンウイーク明け。

　由弦は実家から、自宅のマンションへと戻ってきていた。

　両親や祖父母は実家から通うように由弦を引き留めたのだが……実家からでは片道で一時間以上、かかってしまう。

　車で送り迎えをしてもらうにしても時間がかかる。

　少し迷ったが……朝早く起きたくなかった由弦はこれまで通り、マンションから通うことにしたのだ。

（バイトは休むしかないか。しかし……これから不便な生活が始まりそうだな）

　登校日の早朝、頑張って学校に行こうと杖をつきながら、由弦はマンションのドアを開けた。

　するとそこには……

「おはようございます。高瀬川さん」

「……どうして君が？」

　色素の薄い茶髪に、翠眼の美少女。

　雪城愛理沙が立っていた。

　彼女はいつもの平静な表情で、しかしその美しい瞳に強い意思を抱かせて、決意に満ちた声で言った。

「高瀬川さんが治るまで、サポートさせていただきます」

　これは面倒なことになったなと、由弦は頭を掻こうとし……

　手から松葉杖を離してしまい、盛大によろめいた。

「や、やっべ……」

「危ない！」

　盛大によろめいた由弦だが、咄とつ嗟さに動いた愛理沙のおかげで地面とキスをすることだけは回避できた。

「大丈夫ですか？」

「あ、ああ……ありがとう」（い、今……顔に柔らかい物が……）

　起き上がらせてもらいながら、由弦の顔面を受け止めた愛理沙の〝柔らかいクッション〟に思いを巡らせる。

　幸いにも愛理沙は気づいていない、もしくは気にしていない様子ではあった。

（いい匂いしたなぁ……あと、柔らかかった、いろいろと）

　愛理沙から受け取った松葉杖で体を支え直しつつ、由弦は思い返す。

　これはこれで、ちょっと役得ではないか？　と考えるが……

「気持ちはありがたいけど、大丈夫だ。君に迷惑はかけられない」

　女の子に守ってもらうのはダサい。

　というしょうもない由弦のプライドがここで働く。

　それに何より……さすがに学校で噂になるだろう。

　由弦と愛理沙が親密であると知られれば、関係を邪じや推すいし、そして両者がお見合いを通して婚約関係にあることに行きつく生徒もいる。

　あの学校には高瀬川家と親しい家の子も少なくないのだ。

　人の口には戸は立てられない。あっという間に校内で注目の的になってしまう。

「先ほど、転びかけた人がよく言いますね」

「ぐぬぬ……」

　それは否定できない。

　昨日も部屋の中で、一人苦戦していたのだ。

「借りを作りたくないだけです。恩を返させてください」

「しかしだな……君と一緒にいるところを見られたら……」

「ご安心を、高瀬川さん。私も妙な噂を立てられ、囃されるのは嫌です。分かっていますよ。登校時は、マンションを出るまでです。それなら他の生徒に見られないでしょう？」

「それは……うん、そうだね。じゃあ、恩に着るよ」

　無理に断ってもついてくるだろうと考えた由弦は、大人しく助けを借りることにした。

　実際、エレベーターのスイッチを押すだけでも少し大変だったので、マンションを出るまででも手助けしてくれるのはありがたかった。

「では私はお先に行かせてもらいます。……大丈夫、ですよね？」

「ああ、問題ない」

　むしろ早く先に行ってもらいたいくらいだ。

　由弦のマンションから学校まで、徒歩で十分程度。いつ学校の生徒が通りかかってもおかしくない。

「その前に、連絡先を交換しても？」

「そう言えば、してなかったね」

　確かにそれは必要だろうと由弦は頷く。

　とはいえ、松葉杖で両手は塞がっているので、携帯を鞄かばんから取り出すまで含めて愛理沙にやってもらう。

「できました。では、帰る時にご連絡を」

「ああ、分かったよ」

　愛理沙は感情の浮かんでいない表情で一礼すると、やや小走りで学校へと向かった。

　それから由弦はのんびりと、慎重に松葉杖を突きながら登校した。
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　由弦の高校は関東某所にある、私立の学校だ。

　校内には独立した図書館があるなど、設備はそこそこ充実している。

　進学校・伝統校と地域一帯からは認識されており、比較的裕福な家の子が大勢通うとされている。もっとも、実態としてはごく普通の一般庶民の生徒が多数派だが。

　さて、由弦の松葉杖を突いての登校は周囲を驚かせたが……重症なだけの捻ねん挫ざという説明で多くのクラスメイトたちは納得したのか、特に追及してはこなかった。

　昼食。

　由弦は友人を含めた三人で、教室で机を合わせていた。

「ほら、要望通りのパンだ」

「おっと、ありがとう」

　由弦の友人の一人である宗一郎は、席で座って待っていた由弦に購買で勝ち得たパンを投げた。

　それからもう一人の友人が買ってきたお茶を由弦の机に無造作に置く。

　そしてやや乱暴に椅子に座った。

「それで……お前さん。その怪け我が、どうしたんよ」

　そう尋ねたのは由弦の悪友の一人、良りよう善ぜん寺じ聖ひじりである。

　どこかチャラチャラした印象を受ける生徒だ。

　彼もまた由弦と宗一郎のようにやや制服を着崩していたが……加えて、黒色のネックレスを首から下げていた。

　尚なお、この高校の服装規定は「高校生に相応ふさわしい服装と髪型でいること」（最低限の常識を守れば自由）なので、別に校則違反にはならない。

「お前の怪我を思って学食をやめ、パンを買ってきてやったんだぞ。さあ、答えろ」

　宗一郎もまた椅子に座って由弦に問いかけた。

　由弦、宗一郎、聖。

　この三人はそこそこ仲がよく、普段から一緒に行動していた。

　もっとも……実は三人とも、クラスは違う。

　普段は学食で食事をしているが、今日は由弦を気遣い、由弦の教室で食べることになったのだ。

「いや……猫が木の上にいてさ……名誉の負傷だ」

　由弦がそう答えると……

　まず宗一郎が噴き出した。続いて、聖が由弦を指さしながら、大爆笑する。

「木の上の猫を助けようとしたら、木から落ちた!?」

「間抜けにもほどがあるだろ！」

「うるせぇよ……猫が暴れたんだ」

「……よっぽど、お前に助けられるのが嫌だったんだな」

「おま、猫に落とされたのかよ！　面白すぎだぜ」

　ゲラゲラと大爆笑する宗一郎と聖。フンと由弦は鼻を鳴らし、腕を組む。

「まあ、まあ……そう怒るな。悪かった……っく」

「つい、面白すぎたもんでな。……っぷ」

「お前らの人格を疑う」

　類は友を呼ぶという諺ことわざが一瞬脳裏を過よぎったが、由弦はそれをくしゃくしゃに丸め、外へ投げ捨てた。

　しばらく二人は笑い続けたが……飽きたのか、別の話題を振ってきた。

「そういえば、由弦。お見合いはどうなった？」

「ああ、そんな話があったな！　金髪碧眼色白巨乳の美少女で注文出したんだろ？　注文通りの美少女は来たか？」

「おい、お前ら、デカい声で言うなよ……」

　この教室には愛理沙もいて、クラスメイトと食事をしているのだ。

　金髪碧眼色白、まではともかく「巨乳の美少女」の部分は少し聞かれたくない。

　幸いにも、愛理沙には「巨乳の美少女」の部分は聞こえていなかったようで、彼女は何の反応も示さなかった。

　いつも通り、友人と会話をしている。

（相変わらずの……作り笑いというか、何というか）

　ほんの一瞬だけ視線を向けて、由弦は愛理沙の様子を窺うかがった。

　ニコニコと愛想笑いを浮かべて、聞き役に徹している。

　非常に容姿の美しい少女である愛理沙だが、意外なことにこうしてみると目立たない。

　おそらく目立たないように接しているのだろう。

　愛理沙はスポーツ万能・頭脳明めい晰せき・容姿端麗であり、そして一目で〝ミックス〟であることが分かる容姿をしている。

　クラスの女王様、中心人物にでもならない限りは、気配を消して、自分を殺さなければ、いじめの対象となる……とまでは言わずとも、周囲から疎うとまれる危険がある。

　お見合いでの一件から分かったが、どうやら愛理沙はああ見えて気弱な性格のようだ。よってクラスの中心人物にはなれず、取れる手段は目立たないように徹するという選択肢だけ。

　それが雪城愛理沙の社交術の一種なのだろう。

　……あまり浮いた話を聞かないのも、目立たないようにするためだと考えられる。

（賢い生き方だとは思うが……あまり好きにはなれないな）

　別に目立つ必要はないとは思うが、好きでもない人間と面白くもない話を聞いて、金魚のフンのようにくっついて生きるような人生はつまらないだろう。

　キョロキョロと周囲の顔色を窺うように生きるくらいならば、一人の方がマシだろう。

　由弦はそう結論づけてから、気の合う友人に対して返答した。

「結論を言うと、来なかった。……来るわけないだろ、そんなの」

「つまらないな」

「はぁー、そこは嘘でも来たって言えよ」

　由弦の結婚話など、二人にとっては冗談の種、他人事でしかない。

　……まあもちろん、真剣に受け止められても由弦としては困るので、それはそれでいいのだが。

（まさか、雪城愛理沙と偽りとはいえ〝婚約〟したとは、言えないな）

　一応、口は堅いと信じているので言いふらしはしないかもしれないが……

　それでも死ぬほど揶揄からかわれることは目に見えているのだ。

「それより、宗一郎。お前、亜あ夜や香かちゃんと千ち春はるちゃんとはどうなってるんだ？」

「おお、そうだぞ。この人間の屑くず！　はっきりしやがれ！」

「い、いや……待て。急に矛先を向けるな」

　強引に話を逸そらすことで、由弦はこれ以上の追及を回避したのだった。
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　放課後。

　由弦は友人二名に階段を下りるのを手伝ってもらってから、一人マンションへ向かった。

　マンションの前では、愛理沙が待ち構えていた。

「荷物、お持ちします」

「ありがとう」

　愛理沙の親切に素直に甘え、ドアの前まで送ってもらう。

　エレベーターとはいえ、やはり人の補助が少しはあった方が楽だし、何より側に人がいるというのはそれなりに安心感があった。

「じゃあ、雪城。今日はここで……」

「靴を脱ぐところまで、お手伝いしますよ。大変でしょう？」

「鞄のポケットに鍵が入っている」

　ここまで来たら最後まで親切に甘えてしまおうと、由弦はドアの鍵を渡した。

　愛理沙はいつもの平静な表情でドアを開く。

　……そして凍りついた。

　大きく、目を見開いて固まっている。

「どうした、雪城」

「何ですか、この部屋は。……足の踏み場もないじゃないですか」

　ゴミやガラクタ、配布されたプリントなどが散乱した部屋を見て愛理沙は眉を顰ひそめた。

　由弦はあまり片づけや掃除が得意ではないのだ。

「一応、俺なりに整理しているというか、どこに何があるかは把握していて……」

「本当に把握できているかはともかくとして、高瀬川さん。松葉杖がないと歩けない人が、この障害物だらけの部屋で生活するのはあまりにも危険です」

　愛理沙はそう言いながらも、由弦が靴を脱ぐのを手伝ってくれた。

　おかげで苦もなく、玄関から部屋へと上がることができた。

「ちょっと、高瀬川さん」

「ん？」

「その杖の先は汚れています。せめて、拭いてからじゃないと……」

　愛理沙はそう言うと、鞄からウェットティッシュを取り出した。

　そして杖の先を丁寧に拭う。それからため息をつく。

「世話が焼けますね」

「悪い。……でも俺は気にしないぞ？」

「気にしてくださいっ！　……私はもう行きますが、大丈夫ですか？」

　部屋の惨状と由弦の松葉杖へ視線を交互に移しながら、心底心配そうに愛理沙は言った。

　帰るに帰れない。……そんな表情だ。

　由弦は愛理沙を安心させるため、特に支障はないことを示そうと部屋の中を移動してみせる。

「大丈夫だよ。ここは俺の部屋だぞ？　ちゃんと地形は把握して……」

　ズリッと、紙切れを踏みつけた松葉杖が床を滑った。

　由弦の体が大きく傾く。

「……大丈夫じゃないでしょ」

「わ、悪い。本当に、恩に着る」

　幸いにも側にいた愛理沙が、由弦を支えてくれたために転ぶことはなかった。

　今のは本当に焦った。

　由弦は冷や汗が体から噴き出すのを感じた。

「あぁ……もう、放ってはおけません。……掃除します。いいですね？」

　そういう愛理沙にはどこか有無を言わせぬ何かがあった。

　さすがに同級生の女の子にお部屋を掃除してもらうのはあまりにも情けなさすぎるので避けたいが、しかし先ほど転びかけた事実を覆くつがえすことはできない。

「は、はい」

　由弦は素直に頷くしかなかった。
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「いろいろと、すまないな」

　由弦はベッドに腰をかけながら、一通りの掃除を終えた愛理沙に礼を言った。

　松葉杖を突かなければ歩けない由弦は掃除の邪魔にしかならないので、ただ見ているだけしかできなかった。

　それが非常に申し訳ない。

　一方、愛理沙は何でもないという表情だ。

「ひとまず、ゴミを片づけただけですよ。また後日、お掃除をしに来ます」

「そこまでしてくれなくても……」

「中途半端に終わらせるのが嫌なだけです」

　愛理沙はツンとした態度でそう言った。

　それから先ほど掃除したばかりの脱衣室の方を見てから、由弦に尋ねる。

「高瀬川さん、お風呂ってどうしています？　お医者様にはなんと？」

「二日、三日は入るなと言われたから昨日までは体を拭くだけだったかな」

　昨日が三日目だったので、一応今日からは（湯舟に浸つかることはできないが）入ることができる。

　さすがの由弦も三日間、まともに体を洗えていないという状況は精神的に辛つらいものがあったので、今日は入るつもりだった。

「どうやって入るつもりですか？」

「まあ、片足で入るしかないだろう。松葉杖は風呂場の中では使えないし」

　体を洗う分は座ってでもできるので、風呂場まで片足移動をすることができればいい。

　一通りゴミがなくなった今、それはそこまで大変なことではない。

「それは……少し危険ですね。お風呂場のタイルは滑りやすい」

「さすがに大おお袈げ裟さだぞ。……それにもう、結構治ってきてて。頑張れば、松葉杖なくても歩け……」

「そうやって油断すると、またぶり返します。私が補助しますよ」

　補助する、ということは風呂場まで連れて行ってくれるということだろう。

　その気持ちは非常に嬉うれしいが……しかし愛理沙は男性の肌が苦手な様子だった。

「どうやって？　……服を着たまま、体は洗えないぞ」

「分かっています。……今、少し考えています。そうですね。水着とジャージの上はありますか？」

　まず由弦は下に水着を着て、上にジャージを羽織る。

　その状態で愛理沙に支えてもらいながら、風呂場の椅子に座る。

　愛理沙が出て行ってからジャージはタオルバーにかける。

　体を洗い終えたらジャージを羽織って、やはり同様に愛理沙に手伝ってもらって風呂場から出る。




　というのが愛理沙の作戦である。

「いや、何もそこまでしてくれなくても……別に俺は君に恩を着せたくて、婚約の話を受けたわけじゃない。そこまで気負わなくても、全然いいんだぞ？　……嫌だろ、そんなの」

　由弦としては女の子に助けてもらうのは少し恥ずかしい、という気持ちを考慮に入れても、やはり手助けがあるのはありがたい。

　だが愛理沙は……直接肌が触れ合うことはないとはいえ、好きでもない男に長時間、触れるのは嫌だろう。

　確かに由弦は愛理沙を助けたが、それは見返りが欲しくてやったわけではない。

　なんだか無む理り矢や理り、恩を着せて働かせているようで、申し訳ない気持ちになる。

　しかし愛理沙は首を左右に振った。

「大丈夫ですから」

「いや、しかし……」

「高瀬川さんがお風呂場で転んで、余計に悪化したり、別の怪我を作ったりした方が私にとっては迷惑です。その、精神的に。分かるでしょう？」

　そう言われて、由弦は愛理沙の立場になって考えてみる。

　確かに愛理沙が帰った後、もし由弦がまた怪我をしたなどと聞いたら……あの時手伝ってあげていればと、後悔するだろう。

「……分かったよ。でも〝過剰〟な分は、今度、返すから」

　由弦はそう言うと水着とジャージを持って、脱衣室に入った。

　それから愛理沙の補助を借りて、お風呂場に入る。

「では、終わったら扉を叩たたいてください。待ってますから」

「ああ、分かった」

　座って髪や体を洗う。

　三日ぶりのシャワーはやはり心地よく……内心で愛理沙に感謝した。

　無事に体を洗い終えた由弦はまずタオルバーにかけておいたバスタオルを取り、体を軽く拭く。

　それからジャージを羽織った。

（別に愛理沙の助けがなくても、出ようと思えば出られるけどな）

　片足で立ちながら由弦はお風呂場と脱衣室の境目にある段差を見る。

　扉を開け、力強くジャンプをすれば飛び越えられる。

　別に難しいことではない。

（……いや、やっぱり不安は残るな）

　とはいえ、足場は滑りやすい浴室だ。

　そしてもしジャンプに失敗すれば、盛大に転ぶのは間違いない。

「雪城、終わった」

　由弦はそう言いながらガラス扉を叩いた。

　すると愛理沙は恐る恐るという様子で扉を少し開き、ちゃんと由弦がジャージを羽織っていることを確認すると、お風呂場に足を踏み入れた。

　愛理沙は自分の肩に由弦の手を回すようにして、由弦を支えた。

「支えているので、ぴょん！　ってやってください」

「はいよ」

　随分と可か愛わいい表現をするなと思いながら、片足に力を込めて段差を飛び越えた。

　そして脱衣室で腰を下ろす。

「助かった」

「どういたしまして。では着替え終わったら呼んでください」

「ああ、分かった」

　座りながら着替えを終えて、愛理沙に声をかけた。

　愛理沙に支えてもらいながら体を起こし、松葉杖を受け取る。

　脱衣室のドアを開けてもらい、リビングに出た。

　そしてベッドに腰を下ろす。

「ふぅ……風呂に入るだけでも面倒だな」

「面倒だからと言って、松葉杖を外さないでくださいね。最低一週間……お医者様に言われたことは守ってください」

「分かっているよ」

　愛理沙に言われていなければ、とっくに放棄していたが。

　しかし釘くぎを刺されてしまった以上、そういうわけにはいかない。

「ところで、冷蔵庫を見ても？」

「構わないが……何もないぞ？」

「ありがとうございます。見る手間が省けました」

　そうは言いつつも、愛理沙は冷蔵庫を開ける。

　そしてため息をつく。

「本当に何もありませんね。……食事はどうするつもりですか？」

「カップラーメンとレトルトのカレーがあるし。まあ、コンビニ弁当を買ってきてくれるならそれはそれでありがたいけど」

「普段からそれなんですか？」

「野菜はできるだけ取るように心掛けているけど……」

「はぁ……」

　愛理沙はため息をついてから、しばらく考え込んだ。

　彼女は数十秒ほど、何か葛藤すると……玄関まで歩いていく。

「買ってきます。少し待っていてください」

　どうやらコンビニ弁当を買ってきてくれるようだ。

　由弦としてはあまり動きたくないので、買ってきてくれるのは本当にありがたい。

「悪いな」

「仕方がありません。その足では料理も難しいでしょうし。……まあ、大差はなさそうですが」

　少しだけ毒を吐かれた。

　もっとも、足を怪我していようがいまいが、料理できないのは事実なので、反論の余地はないのだが。

　しばらく新聞を読みながら愛理沙を待っていると、愛理沙は何かを大量に買い込んできた。

　それは米を含む、生の食材だった。

　まさかと思い、由弦は尋ねる。

「おい、雪城。君、それは……どう見てもコンビニ弁当じゃないが」

「当たり前でしょう。不摂生な生活をしていたら、治るものも治りませんからね。台所、使わせていただきますよ。三、四十分ほど待っていてください」

　愛理沙は一方的にそう言うと、腕まくりをして、米を研ぎ始めた。

　もうすでに買ってきてしまった食材を無駄にするわけにはいかないので、由弦は黙って料理ができあがるのを待つしかない。

　しばらくすると、とてもいい香りが由弦の鼻孔を擽くすぐった。

「簡単な物しか作れませんでしたが」

「……簡単な物、か」

　白飯。

　根菜の味み噌そ汁しる。

　豚の生しよう姜が焼やき。

　ほうれん草のおひたし。

　サラダ。

　一汁三菜、しっかり揃そろっていた。

「簡単……か？　これは」

「豚肉は焼いただけ、ほうれん草は茹ゆでただけ、サラダは千切っただけです」

「そ、それは……かなり面倒な部類に入らないか？」

「普段から料理はしていますから。それに夕食は四品を欠かしたことがないので、これは手を抜いています。ですからお気遣いなく」

　由弦は「いただきます」と言ってから、味噌汁を口にする。

　鰹かつおの旨味と味噌の風味が口に広がる。

「美味うまいな……今まで、食べた中で一番美味おいしい」

　由弦が素直な感想を口にすると……

　愛理沙はどういうわけか、その翡翠色の瞳を大きく見開いたまま固まってしまった。

「雪城？　大丈夫か？」

「ああ、いえ、すみません。お料理を褒められたのは、初めてだったので。……そんなに美味しいですか？」

「それは、もう……まあ、どう美味しいかと聞かれると説明は難しいが……下手な料亭よりはずっと、美味しいと思う。というか、これ鰹節から取っているだろう？　凄いな。……手間をかけさせて、済まない。本当にありがとう」

「そうですか。……まあ、せっかく作ったのに不味まずいと言われるのは不愉快ですし、素直に受け取っておきましょう」

　愛理沙が動揺を見せたのは一瞬だけ。

　すぐにいつものクールな表情に戻り、自分の荷物を手に持った。

「取り合えず、今日の餌は与え終わりましたから、帰ります」

「え、餌って……」

　酷い言い草に由弦が苦情を口にするよりも先に、愛理沙は平へい坦たんな声で、手短に必要事項だけを言い残す。

「洗い物は水につけておいてください。明日、私が洗います。それとほうれん草のおひたしと、味噌汁がまだ残っています。ついでに、おにぎりも握っておきました。全部、冷蔵庫に入っています。朝、食べてください。確認しますから、いいですね？」

「は、はい」

　有無を言わせぬ態度でそう言われ、由弦は頷くしかなかった。

「また明日」と淡々と挨拶を口にして、逃げるように立ち去る愛理沙を見送ってから由弦は呟いた。
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「もしかして、照れ屋なのか？」

　雪城愛理沙の意外な一面を知った由弦は、少しだけ驚くのだった。




　　　　※




　さて、その日の翌日。

　再び愛理沙は登下校の時に由弦を手助けしてくれた。

「今日は本格的な掃除をします。……事前に不要な物、必要な物、見られたくない物は整理しておいてくれましたか？」

「ああ、それはもちろん」

　明日、お前の部屋を掃除してやるから覚悟しておけ。それと最低限の片づけはしておけよ。

　と、愛理沙からのメールが来たのは昨晩のことであった。

　片足が使えない由弦でも、多少物を整理したり、隠したりする程度のことはできる。

「じゃあ、掃除を始めます。その間、あなたはベッドか椅子にでも腰をかけて、私を監視していてください」

「監視とはまた……」

「物を盗むつもりはありませんが、物をなくした責任を押しつけられたくありませんからね」

　愛理沙からしてみれば当然の懸念だった。

　そもそも掃除をしてもらう立場なので、由弦は素直に頷いた。

「それと高瀬川さん。……脱衣室を借りてもいいですか？」

「うん？　着替えるのか？」

「制服のまま、掃除をしたくないですから。体操服とジャージに着替えます」

「それもそうだな。どうぞ、使ってくれ」

　由弦がそう答えると、愛理沙は鞄から体操服を取り出して脱衣室へと入っていった。

　男の部屋で着替えるというのは不用心ではないか？　とふと由弦は思ったのだが、冷静に考えてみると片足が使えない由弦など、脅威に値しないだろう。

　松葉杖を奪われ、捻挫した足の部分を蹴り上げられて床を転げまわる自分の姿を由弦は幻視した。

　しばらくすると着替えを終えた愛理沙が出てきた。

　下半身にはジャージのズボン、上半身は半袖の体操服を着ている。上半身だけジャージを着ていないのは、さすがに暑いからだろう。

　薄い体操服には僅かにキャミソールが透けて見え、体の凹おう凸とつがくっきりと浮き出ている。

　別に体操服の女子など、男子高校生である由弦からすると特別に珍しい物ではないが……しかし自分の部屋で美少女が体操服の姿でいるという事実は、何となく由弦を倒錯的な気分にさせた。

「では、掃除をしますね」

「ああ……よろしく頼む」

　早速、愛理沙は掃除を始めた。

　普段、家では家事の手伝いをしているのか、手際がいい。

　あっという間に由弦の部屋が片づいていく。

「申し訳ないな」

「そう思うならば、この部屋をしばらくは維持するように心掛けてくださいね。せっかく、掃除をした部屋をすぐに散らかされるのは、とても嫌な気分になりますから」

　そういう愛理沙の表情には、どことなく苦労の色を感じた。

　どうやらせっかく掃除をした部屋をすぐに汚された経験が、幾度もある様子だ。

「ところで、少し話をしてもいいか？」

「掃除をしながらでいいなら、別に構いませんよ」

　愛理沙は掃除をしながら、由弦にそう答えた。

　別に邪魔をするつもりはないので、掃除をしてもらいながらでもいい。……そもそも由弦は掃除をしていただいている立場だ。

「君は意外と、ズバズバと物を言うタイプだったんだね」

「……嫌でしたか？」

「いや、普段、学校では大人しそうに振る舞っているから……その違いに少し驚いてね」

　別に由弦は愛理沙と特別に親しいわけではないが、彼女が嫌いや味みや苦言を呈するところは聞いたことがない。

　もしここが学校ならば愛理沙は先ほどの由弦の「申し訳ないな」という言葉に対して、「いえいえ、困っている時はお互い様です。由弦さんは怪我をしていらっしゃいますし、そもそもその怪我は私が遠因ですから」と答えただろう。

「あえて目立たないようにしているのか？」

「……そうですね。理由は言う必要、ありますか？」

「いや、何となく分かるから大丈夫だよ」

　愛理沙は〝ミックス〟であり、洋風な顔立ちと髪色、瞳の色をしている。

　昨今はグローバル化が進んでいるので外国人や外国人と日本人の〝ミックス〟の子供は決して珍しくはないが、それでも数は少ないし、よくも悪くも目立つ。

　いい方向に目立つならばいいが、悪い方向で目立てばあまりよくないことになるだろう。

　周囲の顔色を窺い、嫌われることがないようにするのは賢い選択だ。

　もっとも由弦はあまりそういうのは好きではないが。

「しかし俺に対しては〝仮面〟を被らなくてもいいのか？」

「あまり必要性を感じませんでしたから。それとも必要ですか？」

　冗談半分、という調子で愛理沙は返してきた。

　答えが分かり切っている質問だ。

「いや、結構だ。ちゃんと自己主張してくれた方が分かりやすくていいしね」

〝偽装婚約〟をする関係に今更〝仮面〟など不要だろう。

　由弦としても、愛理沙が何を考えているのか、しっかりと伝えてくれた方が接しやすい。

　……一番よくないのは、愛理沙が本心では嫌がっていることに気づかず、それを強制してしまうような事態だ。

　本音で語り合った方がお互いにとってはメリットがある。

「ところで、高瀬川さん」

「どうした？」

「すでに言ったかもしれませんし、言うまでもないことかもしれませんが……」

　愛理沙は一度だけ、掃除の手を止めた。

　そして振り返り、由弦の方を見てはっきりと言った。

「私とあなたの婚約については、可能な限り伏せてくださいね。……親しいご友人にも」

「……ああ、もちろん。〝親しいご友人〟にも、言うつもりはないし、言っていないから安心してくれ」

　親しいご友人、というのは宗一郎や聖のことだろうと由弦は察した。

　先日の一部始終を愛理沙は聞いていたようだ。

　……巨乳云うん々ぬんの部分が聞こえていないかどうか、とても気になったが、さすがに聞けなかった。

「そうですか。それは安心しました。私、恋人も好きな人もいないということになっている……というよりは事実としていないのですが、にもかかわらずあなたとお付き合いをしていると思われると、あまりよくありませんから」

「……別に好きな人を隠したり、伏せたりするなんて、おかしなことではないと思うけれどね」

「〝抜け駆け〟をしたと、思う人も中にはいるんです」

　そんなに女子の集団は陰湿なのだろうか？　と由弦は思わず首を傾かしげる。

　由弦にも女の子の友人はいるが、そんなに陰湿なイメージはない。

　もっとも、彼女たちは愛理沙とは異なり、どちらかというと目立ちたがり屋で、クラスの中心人物となるようなタイプだが。

「まるで君の友人の中に、俺の〝隠れファン〟でもいるかのような言い方だね」

「それについてはノーコメントで。ですが、そうでなくても……『本当は彼氏がいるのに、それを隠して私を笑っていた』と受け取る人もいます」

「……そうか」

　女子の全員がそんなに陰湿だとは思わないが、しかし男子の中にもそういう陰湿な者はいる。

　類は友を呼ぶとも言うから、陰湿な人間ばかりが集まるグループもありうるだろう。

　しかし由弦としては……もし愛理沙が所属しているグループがそうだとして、そんなグループに所属して楽しいのかと、思わず首を傾げてしまう。

　もっとも他人の交友関係に口を出すべきではないので、それは口には出さなかった。

「そうか。まあ、安心してくれ……俺も君と同様に、恋人も好きな人もいないということになっているからね。……にもかかわらず、君のような美しい人が恋人だと知られたら、殺害予告をされてしまうよ」

　冗談半分で由弦がそう答えると、愛理沙は「お上手ですね」と言った。

　それから僅かに頬を緩ませて、笑みを浮かべた。

「お互いに利益が一致していると知れて、安心しました」

「それは結構」

　お互いに婚約のことは極力、話さない。

　由弦と愛理沙の間で、そのような合意がなされた。




　　　　※




　十日が経過し、由弦は松葉杖を卒業した。

　当然と言えば、当然のことだが……愛理沙が由弦の家に来ることはそれでなくなった。

　さて、松葉杖を卒業してから一週間。

　激しい運動をしない分は支障がない程度に回復した由弦は悪友たちと共に、食堂で食事をしていた。

　由弦は弁当などあるはずがないので、学食。

　切れ長の目の美男子である佐竹宗一郎は実家から登校しているため、弁当。

　少しチャラチャラした雰囲気を感じさせる男、良善寺聖も実家からの登校だが……彼は由弦と同様に学食だ。




（雪城の料理は美味かったなぁ）

　学食の味噌汁を飲みながら由弦は内心で呟いた。

　普段、食べている日替わりランチは決して不味いわけではない……が愛理沙の作った料理と比較するとやはりどうしても味は落ちる。

「由弦、お前……最近、野菜を食べるようになったな」

　唐突に宗一郎がそう指摘した。

　由弦は決して野菜が嫌いなわけではないが……しかし積極的に食べたいとは思わないタイプだったので、普段はあまり口にしていなかった。

　だが最近は意識的に食べるようにしている。

「まあ、怒られるからな」

「誰にだよ。お前の両親はそういうことに口を出すタイプでもないだろ。彼女でも、できたのか？」

「それはない。残念ながらね」

　揶揄い半分という調子で尋ねてきた聖の言葉を由弦は否定した。

　それから少し考えてから……二人に尋ねる。

「実は最近、少し世話になった女友達がいるんだ。その子にお礼がしたいんだが、どういうのがいいと思う？」

　由弦の口から〝女友達〟という言葉が出てくるとは思わなかったようだ。

　二人は驚いた様子で目を見開いた。

「亜夜香と千春じゃないよな？」

　まず宗一郎が由弦に尋ねる。

　亜夜香と千春は同じ学校に通う女の子たちであり、由弦と宗一郎の幼おさな馴な染じみである。

　由弦にとっての〝女友達〟と言えば、この二人以外にはいない。

「だったら、悩まない。違う子だ」

「何だよ……由弦。仲間だと思っていたのに、もう春が来たのか？　死ねよ」

「来てない。そういうのじゃないんだよ。あと、死ぬ気はない」

〝婚約〟しているのは間違いないので、一見すると春が来たように見えるかもしれないが……

　それは張りぼてで、実際は冬真っ盛りである。

　もっとも、由弦は冬でも全然、構わないと思っているのだが。

「宗一郎。お前、女の扱いには慣れているだろ？」

「別に俺と亜夜香と千春はそんなんじゃないが……」

　名前がすんなりと出てくる辺りで半分肯定しているようなものである。

　もっとも、それを指摘して宗一郎に臍へそを曲げられると困るので、由弦は口には出さなかった。

「言っておくが、俺は亜夜香と千春くらいしか親しい女友達はいない。付き合いで物を贈ったことはあるが、それはお前と似たような物だ。だから俺の女の扱いは参考にならないと思うぞ」

「そうか？」

「最近はティファニーのネックレスを買わされたが。お前はその子にそんな、明らかに〝気があります〟とでもいうようなものを贈るのか？」

「……それはないな」

　間違いなく愛理沙は気持ち悪がるだろうと由弦は思い至った。

　女心には詳しくない由弦だが、それが気持ち悪いことくらいは分かる。

「聞けばいいじゃねぇか。恩返しがしたいんだろ？　驚かせる必要、ないだろ。カチコミに行くわけでもないんだから」

　聖が呆れた表情でそう言った。

　言われてみればその通りである。別に愛理沙をびっくりさせてあげる必要はない。

「確かに。さすがは良善寺の跡取り。お礼の達人なだけはあるな」

「おう、由弦。お前、うちの家について盛大な勘違いをしていないか？」

　聖の声を無視し、今日のうちにでも聞こうと決意した。




　　　　※




　善は急げ。

　由弦はその日のうちに携帯で愛理沙に『以前のお礼をしたいのだが、何かして欲しいこと、欲しい物はあるか？』とメールを送った。

　するとすぐに返信がきた。

『高瀬川さんのお部屋にあったゲーム、少しやらせてもらえませんか？』

　由弦にとっては少し意外な返答だったが、すぐにオーケーを出した。

　話し合いの結果……愛理沙はその週の土曜日に、由弦の家に来ることになった。

　時刻は昼過ぎ。

　インターフォンの呼び出しに応じて、由弦は扉を開けた。

　するとそこには亜麻色の髪に翡翠色の瞳の、色白の美少女が立っていた。

　雪城愛理沙だ。

「本日はどうも、お世話になります」

　白いブラウスにベージュのパンツを身に纏った愛理沙は、丁寧に由弦に頭を下げた。

　彼女の私服姿を見るのは初めてなので、少し新鮮だ。

「まあ、上がってくれ」

　由弦はそう言って愛理沙を家に招き入れる。

　家に上がると、愛理沙は辺りを見渡してから一言。

「ちゃんとお掃除、しているんですね。結構なことです」

「まあ……さすがにね」

　愛理沙に片づけてもらった部屋を汚すのは申し訳なかったため、由弦は毎日、部屋を掃除するようになった。

　今日は愛理沙が来ることも分かっていたため、特に気合を入れて掃除をした。

「台所も綺麗ですね。……お料理はしていませんか」

「それは……うん、まあ、できないし。いや、でも、野菜は摂とるようになった。コンビニのサラダだけど」

「少しは反省しているようで、よかったです」

　生活習慣を改めたことにより、由弦が本気で愛理沙に感謝していることがちゃんと伝わったらしい。

　感心感心、とでも言うように大きく頷いた。

「じゃあ、雪城の要望通りにゲームをやるか。で、何をやる？　見ての通り、いろいろあるぞ。この中にはないけど、パソコンゲームとかもやれる」

「うーん、そうですね」

　愛理沙の翡翠色の瞳が、ゲームソフトのパッケージに吸い寄せられる。

　複数のケースを手に取りながら、熟考し始める。

　その後ろ姿はどこか生き生きと、そわそわしている様子だった。

　どうやら本気で楽しみにしてくれているようなので、由弦は少しだけ安心する。

「じゃあ、これにします」

　愛理沙が選んだのは、いろんなゲームのキャラクターがバトルロイヤルをするという、有名な格闘ゲームだった。

「いいよ。じゃあ、やろうか」

　由弦はソフトを本体に入れて、ゲームを起動させる。

　そしてコントローラーを愛理沙に持たせた。

　すると愛理沙は……

「どうやって操作するんですか？」

　少し困惑しながら尋ねてきた。そもそも持ち方すらも覚おぼ束つかない様子だった。

「あー、やったこと、ないか？」

「小学校の頃、一度だけ……同級生の家でやらせてもらったことはありますが……」

「昔とは少し形が違うもんな」

　由弦は愛理沙の手に触れながら、まず持ち方から教える。

　愛理沙は真剣な表情でそれを聞く。

「と、まあ基礎的な操作方法はこんな感じ。あとはやっているうちに慣れるだろう」

「ありがとうございます」

　早速、キャラクターを選択する画面に移行する。

　すると再び、愛理沙が尋ねてきた。

「あの、高瀬川さん。使っちゃいけないキャラって、あります？」

「何だ、そりゃあ」

「小学校の頃の同級生は、その……そういう意地悪を……」

「小学生あるあるな感じだな。別に俺のモノだからって、そういう気は全然ないから」

「そうですか。……ところで、どれを選べばいいんですかね？　初心者向けとか、あります？」

「初心者向けかぁ……まあ、コイツとか？」

　由弦も実はそんなにゲームをやる人種ではなく、このゲームは初心者だ。

　そのため偉そうに愛理沙に教えられる身分ではない。

「そうだ。高瀬川さん」

「どうした？」

　キャラクターを選択し終え、今にもゲームが始まりそうというその時。

　愛理沙は真剣な表情で由弦に言った。

「手加減はなしですから。接待はしないでください」

「できるほど、俺も上手くないよ」

　由弦は肩を竦めた。




　　　　※




「また私の勝ちです」

　さすがの愛理沙もゲームに勝つのはやはり嬉しいのか。いつものクールな表情は少しだけ緩んでいた。

　口角が僅かに上がり、目尻が少し下がっている。

　そのエメラルドの瞳には……相変わらず、光はなかったが。

　由弦はちょっと悔しい気持ちに駆られたが……愛理沙の可愛らしい表情を見て、負けるのも悪くないなと思った。

　別に好きなわけではないが、やはり美少女の笑顔は目の保養になる。

「私の顔に、何かついています？」

「い、いや……初心者なのに上手だなと思って」

　不思議そうに首を傾げる愛理沙に対し、由弦は慌ててそう言い、誤ご魔ま化かした。

　さすがに「可愛いなぁ」と思ってその表情を眺めてましたとは言えない。

「本当に普段、やらないのか？　家にはゲームないの？」

「やる機会は……あまりないです。養母はゲームには否定的な方ですし、それに……その、私がやると怒られてしまうので。遊ぶ暇があるなら、勉強をしろ、と」




「……なるほどね」

　お見合いの時も感じたが、天城家での愛理沙の立場はあまりよくない様子だ。

　もしかしたら家にもゲームはあるのかもしれないが、少なくとも天城家の子供たちに交ざって、愛理沙がゲームを遊ぶことはあまりない様子だ。

　だからわざわざ、由弦の家にゲームをやりに来たのだろう。

「高瀬川さんは……その御お下手へたですけど」

「わざわざ御はつけなくてもいいぞ」

「凄く下手ですけど」

「一々、頭につけるな。……そういう冗談も言えるんだな」

「あなたは私が冗談一つも言えない人間だと、思っていたんですか？」

　愛理沙は心外だと、そんな表情で由弦を軽く睨にらんだ。

　由弦が肩を竦めると、愛理沙は改めて言い直す。

「あまりお上手ではありませんが、普段はやらないのですか？　このゲームは」

「ん……そもそもゲームをあまりやらないなぁ」

「こんなにたくさん、持っているのに、ですか？」

　愛理沙は由弦が用意したゲームを横目で見ながら言った。

　最新の物も、古い物も含めて、五十はあるのだ。

　傍はた目めにはゲーム好きに見えるだろう。

「俺、飽き性だから……」

「やっぱり、買って満足するタイプですか？」

「やっぱり？」

「台所、無駄に設備は整っていましたから。……鉄鍋とか、圧力鍋とか」

　由弦は料理をあまりやらない男が持つにしては、大仰な調理道具をいくつも持っている。

　愛理沙はそこから、由弦が「買うだけ買って使わない」ような人間だと推測していたのだろう。

　……間違っていないから、否定できない。

「確か居間には筋トレ器具もたくさんありましたよね」

「あぁ……まあ、たまに使っているよ。……筋トレそのものはやっているぞ？　友人と一緒にジムとかには行ったりしている」

「本当ですか？」

「……そんなくだらない嘘はつかないけど。確認するか？」

　信じないようなら証拠でも見せてやるかと由弦がシャツを掴つかみながら言うと、愛理沙は肌を朱色に染めた。

　そして慌てた様子で目を逸らす。

「い、いえ……け、結構です」

　やはりあまり男性に対して免疫がないらしい。

　彼女が可愛いと言われる所以ゆえんはその容姿以外にも、こういう性格や仕草にあるのだろうと由弦は勝手に納得した。

「そうだ、雪城。喉は渇いていないか？」

　可愛いには可愛いが、しかしいつまでも恥ずかしがられていると気まずくなる。

　由弦は話題を転換するためにそう尋ねた。

　時刻は二時半ほど。間食を取るには丁度いい時間だ。

「あ、じゃあ頂きます」

「分かった。……珈コー琲ヒーでいいかな？」

「ミルクと砂糖があるなら」

「あるよ。じゃあ、今、淹いれるから」

　淹れると言っても、お湯を沸かして作るわけではない。

　台所に設置してあるコーヒーメーカーにマグカップを置き、ボタンを押すだけだ。

　二つのマグカップを両手で持ちながらリビングへと戻り、テーブルの上に置く。

　愛理沙は僅かに眉を上げた。

「早いですね」

「コーヒーメーカーを持っているんだ」

「なるほど、あの機械音はそれですか」

「そういうことだ。……ミルクと砂糖を持ってくるよ」

　由弦はそう言うと台所へ、ミルクと砂糖を取りに戻った。

　それからついでに冷蔵庫から、買っておいたケーキの箱を取り出す。

「ただいま」

「おかえりなさい。……高瀬川さん、それって、近所で有名なところですよね？」

　由弦がケーキを持ってきたことに気づいたらしい。

　表情こそ取り繕ってはいるが……チラチラと視線を箱へと向けている。

「ああ、知っているのか。甘い物は食べられるよな？」

「はい。人並みに好きですよ、甘い物」

　それはよかったと、由弦は安心して箱を開いた。

　中にはショートケーキとチョコレートケーキが入っている。

「どっちがいい？」

「え、えっと……待ってください」

　愛理沙は真剣な表情で、うんうんと唸うなりながら、悩み始めた。

　翡翠色の視線が何度も左右に動く。

　散々悩んだ末に彼女はショートケーキを選択した。

　消去法で由弦はチョコレートケーキだ。

　皿の上に乗せて、早速食べ始める。

　そこそこ名の通った店なだけあって、やはり美味しい。

　ケーキの味を確認してから……愛理沙の表情を確認する。

　感想は……聞くまでもなかった。

（喜んでくれてよかった）

　表情を緩ませ、頬を僅かに赤く染めながらケーキを口に運ぶ。

　口に含んだ途端にへにゃりと目を細め、口元が小さな弧を描く。

　目尻は垂れ下がり、どこか夢心地……そんな表情だ。

　それから珈琲を口に含み、途端に顔を顰しかめる。

　どうやらミルクと砂糖の量が足りなかったらしい。

「……何を笑っているんですか」

「いや、すまない。面白かったから」

「失礼な人ですね」

　嫌そうに眉を寄せる。

　そう言いながらもミルクと角砂糖を珈琲へと投入している様は、少し滑稽だった。

「悪い、悪い……いや、でも喜んでくれてよかったよ」

　由弦が少しだけ笑いながらそう言うと、愛理沙は不服そうな表情を浮かべた。

　もっとも、フォークを動かす手は止まらない。

　そしてケーキを口に入れると、すぐに表情が柔らかくなる。

「まあ、許してあげます。しかし……高瀬川さんも、こういうお店を知っているんですね」

「知っているも何も……割とよく行くぞ、友達と」

　由弦がそう言うと、愛理沙は驚きよう愕がくした！　という様子で目を見開いた。

　驚きのあまり、フォークを手に持ったまま固まっている。

「おいおい、いくら何でもそれはないだろ」

「あ、ああ……すみません。友達というのは、えっと、クラスの方ですか？」

「いいや。佐竹宗一郎と良善寺聖だ……分かるか？」

「名前は聞いたことがあります。顔と名前が一致するかと言われると、ちょっと怪しいですけれど」

　まだ入学して二か月も経たっていない。

　同じクラスの人の顔は覚えられても、違うクラスの人の顔は覚えていないのが普通だ。

　むしろ名前を知っていることだけでも、驚きだ。

「何だ、あいつら。有名なのか？」

「クラスの女の子たちの間で……たまに名前が挙がります。えっと、整った顔立ちの方たちだと」

「まあ、あいつら顔はいいからな」

　もっとも、人間として、男性としてできているかと言われると由弦は首を傾げざるを得ないが。

　特に宗一郎は。

「……──も、ですけれど」

　ぽつりと愛理沙は何かを呟いた。

　小さすぎる声だったので聴きとることができなかった。

「何か言ったか？」

「いえ、何も」

　由弦が聞き返すも愛理沙は済ました表情でそう答えた。




　　　　※




「そう言えば、雪城」

「何でしょう？」

　ゲームをしている最中、由弦は愛理沙に話しかけた。

　愛理沙はゲーム画面に視線を向けたまま、返答する。

　数時間前までは操作すら覚束なかったが……今は由弦と話をしながらでもできるほど、上達している。

　もっとも、対戦相手である由弦が下手というのも大きいのだが。

「君の料理、美味しかった。絶品だったよ」

　その瞬間、愛理沙の操作しているキャラクターが奇怪な動きをした。

　どうやらボタン操作を誤ったようだ。

「そうですか」

　平坦な声で返してくる愛理沙。

　……由弦は脳裏に、以前料理を褒めただけで驚いた〝照れ屋〟な愛理沙の姿を思い浮かべる。

（……これは、勝てるんじゃないか？）

　負けが続き、そろそろ勝ちが欲しくなってきた由弦は心理戦を行うことにした。

「肉ジャガは美味かったな。甘さと塩味の加減も丁度よくて、それに旨味とコクもあった。鰹かつお出だ汁しが利いてたのかな？」

「今は新ジャガと玉ねぎが美味しい季節ですからね」

「作ってくれる味噌汁は絶品だった。具と出汁のバランスが丁度よかった。鰹節や昆布から、出汁を取っているところは本当に凄い。最近の顆か粒りゆう出汁はよくできているし、下手な奴が出汁を取ろうとすると却かえって美味しくなかったりするんだが……やっぱり上手な人が出汁をきちんと取ると、全然違うんだなって。あと、これは個人的な好みなんだが……あっ！」

　愛理沙の料理を褒める言葉を考えていたせいで、集中力を欠いていた由弦は、愛理沙のキャラクターの必殺技を食らい、見事に敗北した。

「策士策に溺れるとは、このことですね」

「気づいていたか」

「露骨過ぎるお世辞ですからね。大体、唐突過ぎますよ。あまりにもわざとらしかったです」

　全くもってその通りである。

　が、一部訂正しなければならないことがある。

「過剰に言ったのは本当だし、お世辞気味ではあったかもしれないけど、美味しいのは本当だったよ。味の感想もね」

「そうですか。まあ、料理はそこそこ得意ですからね。不味いはずがありません」

　そう何度も同じ手は通用しないということか。

　由弦の褒め言葉にも、特に動揺した様子は見せず、いつも通りの微笑を浮かべている。

　せっかくなので、由弦は料理を中心に会話を進めることにした。

「料理、好きなのか？」

「……別にそういうわけではないですよ。慣れてはいますけど。普段、家で料理をするのは事実です」

「へぇー、それは凄い。君の料理を食べられる人は、幸せだな」

「……そうでしょうかね？」

　そう言って愛理沙は小さな笑みを浮かべた。

　それは照れ笑いとは少し毛色の違う、自分自身を嘲るような、皮肉気な笑みだった。

「高瀬川さんみたいに、お世辞でも褒めてくれると作り甲が斐いはありますけど」

「別にお世辞じゃない。本当に美味しかった。また食べたいなって、思うくらい」

「……そうですか」

　すると愛理沙は由弦に向き直った。

　正座をして、背筋をピンと伸ばし……改まった表情を浮かべ、長い睫まつ毛げに覆われた翡翠色の瞳を由弦に向ける。

　思わず、由弦も姿勢を正した。

「ど、どうした？」

「じゃあ、今日、食べますか？」

「え？」

「ケーキもご馳ち走そうになりましたし、よかったら……お作りします。嫌なら、いいですけど」

　思ってもいない提案だった。




　五時半頃。

　白飯。

　葱ねぎと豆腐の味噌汁。

　和風ハンバーグ（つけ合わせに大根おろし、焼いた茸きのこ、茹でたブロッコリー）。

　根菜の煮物。

　ほうれん草のおひたし。

　出汁巻き卵。

　冷ひや奴やつこ。

　と、想像以上に豪華な食事が食卓に並んだ。

　以前、愛理沙が由弦に作ってくれた時よりも二品多い。

「そう言えば……普段はおかずを四品以上、作っているって言ってたな」

　ぽつりと由弦は呟いた。

　あの時の言葉は嘘偽りではなく、普段から一汁三菜に＋αを作っているのだろう。

　由弦としては驚くばかりであるが、愛理沙は何でもないという表情だ。

「大したことはありませんよ。冷奴なんて、お豆腐を買って来て、出しただけですし」

　それを抜きにしても、四品もおかずがある。

　普段からこれを作っているとなると……相当な重労働ではないだろうか？

　とはいえ、それについて由弦は口には出さなかった。

「悪いな。こんなに豪華で美味しそうな物を作ってもらって」

「ケーキとゲームのお礼です。材料費は折せつ半ぱんで、私も食べさせてもらいますし……普段から作っていますから、どうということはありません」

「いや……ケーキとゲームは介護してくれたお礼なわけで、返されると困るんだが」

　由弦は苦笑いを浮かべる。

　貸し借りの応酬でいろいろなことがうやむやになっているような気がする。

「ところで、普段は君が家で作っているんだろう？　……その、君のご家族の夕飯は大丈夫なのか？」

　ふと、気になったことを由弦は尋ねた。

　すでに愛理沙は由弦に夕飯を振る舞い、ついでに一緒に食べていくことを養父母に連絡している。

　愛理沙の料理をまた食べたかった由弦はその好意に甘えてしまったが……そんなことをして彼女が養父母に怒られないのか、心配だった。

「高瀬川さんに手料理を振る舞いたいと、そう伝えたら、心と胃袋を掴んで来いと、そう命じられましたよ。そんなに欲しいんですかね？　結納金」

　僅かに口角を上げ、小さく鼻で笑ってからそう言った。

　自嘲するような、そしてどこか小馬鹿にするような、そんな笑みだ。

「心はともかくとして、胃袋の方は掴まれているけどね」

「お上手ですね」

「いや、本当だよ。しばらくの間、雪城禁断症に悩まされたくらいだ」

「下らない冗談です。……早く食べましょうか。冷めてしまいます」

　呆れた表情を浮かべ、冷ややかな声でそう言った。

　料理よりも先に空気の方が冷めた。

　由弦は手を合わせてから、箸を取る。そして味噌汁を一口飲んだ。

「うん、今回も美味しいな」

「そうですか。まあ、作り方は変えてませんから。同じ味なのは当然ですが」

「安定した味が出せるってのは、やっぱり料理上手な証拠なんじゃないかな？」

「お世辞が過ぎます。分量を覚えていれば、どうということはありませんよ」

　愛理沙は淡々とそう答えた。

　あまり言葉を重ねても薄っぺらくなるだけだと判断した由弦は、愛理沙の料理の味に関して細かい感想を口にするのは止めた。

　口には出さずとも、美味しいなと思いながら、由弦は箸を動かす。

　すると……

「……そんなに美味しかった、ですか？」

　半分ほど食べ終わってから、愛理沙がそう尋ねてきた。

　今更どうしてそんなことを聞くのかと、由弦は疑問を抱く。

「それはさっき、伝えたはずだけど？」

「いえ……本当に美味しそうに食べていただいたので」

　愛理沙はそう言ってから、料理の殆ほとんどが消えている由弦の皿へと視線を向けた。

　そしていつも通りの冷静な声で尋ねた。

「お代わり、いりますか？　ハンバーグと煮物とお味噌汁が、まだありますけど」

「ぜひ、頂きたい」

「そうですか」

　愛理沙は由弦から空になった皿を受け取ると、立ち上がった。

　そして由弦に背を向けて、台所へと向かってしまう。

　その表情は確認できなかったが……

　一応、お世辞ではないことは伝わっていると、由弦は確信できた。
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　食後、由弦は愛理沙を家まで送ることにした。

　愛理沙は駅まででいいと主張したのだが……最近は明るくなってきたとはいえ、女の子に夜道を歩かせるのは気が引けた。

　そもそも愛理沙の帰りが遅くなったのは、由弦に夕食を振る舞ったからである。

「高瀬川さんって、意外に紳士的なところもあるんですね」

　唐突に愛理沙は感心したようにそんなことを言いだした。

　別に由弦は紳士を自称していないのだが、しかし〝意外〟は少々遺憾である。

「意外にとは、何だ。意外にとは」

「ご不快に思われたなら、すみません。でも……さり気なく、自分が車道側を歩くようにするところを見て、そういうところもあるんだなと」

　女の子と並んで歩く際には歩道側を歩かせなさいというのが、両親祖父母の教えである。

　男は女を守らなければならない……とはこのご時世では少々守旧的な考え方ではあるが、高瀬川家はまさにそういう家だ。

「親の躾しつけというやつだ。言っちゃなんだが、うちは古臭い価値観や封建的な風土の残る家なんでね。男なら女を守りなさい、と。まあ……松葉杖の時は実践できなかったけど」

　由弦がそう言うと、愛理沙は押し黙ってしまった。

　僅かに顔を俯うつむかせている。

　街頭に照らされた整った容貌は……僅かに沈んでいた。

「もしかして、ご迷惑をおかけしてしまいましたか？」

「うん？　……どうして？」

「私のせいで……高瀬川さんがご両親から怒られてしまったんじゃないかと……」

　つまり女である愛理沙に男である由弦が守られるのは、家の教えに反しているので、そのせいで由弦が両親からお𠮟りを受けたのではないか……

　と、そういう懸念を抱いているようだった。

「まさか！　いくら何でも、そんな化石みたいな価値観はないよ。そもそも、うちの親は放任主義だからさ。気にし過ぎだ」

「……そうですか。それならば、いいのですが」

　ホッと息をつく愛理沙。

　しかしその表情には憂いの色が僅かに残っていた。

　自分の行動のせいで由弦が両親から𠮟られることを、まだ心配しているようだった。

「雪城は、あの後、大丈夫だったか？」

「……あの後、ですか？」

「お見合いの後、家に帰ってから……何か言われなかったか？」

　由弦の問いかけに対し、愛理沙は答えなかった。

　だがその曇った表情と無言が、由弦の懸念が真実であることを雄弁に物語っていた。

「𠮟られたか？」

「……悪いのは私ですから。お気になさらず」

　拒絶するような声で愛理沙は言った。

　どこか突き放したような、自分と由弦との間に壁を作るような、そんな態度だ。

　だが……同時に酷く悲しそうで、辛そうだった。




　無理に踏み込んでも拒まれるだけだ、彼女を傷つけるだけだと、由弦は判断する。

　が、しかし無視するのも最適解ではない気がする。

「君がそう言うなら、俺は君の事情には踏み込まない」

「そうしていただけると、助かります。高瀬川さんにはこれ以上、迷惑を……」

「俺は迷惑だとは、思っていないけどね」

　由弦はそう言って、愛理沙の声を遮った。

　それから由弦は愛理沙の方を見ず、正面を向いたまま……独り言のように話す。

「婚約者となったからには、君の家庭事情に関して、俺は決して他人というわけではない」

　決してできることが何一つ、ないわけではない。

　由弦は愛理沙にそう伝え、その上で改めて言う。

「ただ、俺は君の本当の婚約者というわけではない。だから、君の意思を尊重する。お節介だったら、お節介。迷惑だったら、迷惑。嫌だったら、嫌だ。嫌いだったら、嫌い。はっきりと気持ちを口にしてくれると嬉しい」

　しばらくの沈黙の後、愛理沙ははっきりとした声で由弦に答えた。

「今のところ、高瀬川さんに助けを求めるつもりはありません。少々大袈裟ですし……お節介です」

「そうか。まあ、そうだな」

　仮に由弦が愛理沙の両親に釘を刺しに行ったとして、ちゃんと彼らが由弦の意図した通りの行動を取るか分からない。

　よほど愚かではない限り、ということは、愚かだったら、酷いことになるかもしれない。

　そんなリスクを愛理沙は取れないだろうし、由弦も責任は持てない。

「でも、高瀬川さん」

「うん」

「私の意思を尊重してくれて、ありがとうございます。そこは純粋に嬉しいです」

　そういう愛理沙の声はいつもより、ずっと柔らかかった。

　しばらくして、愛理沙の自宅が見える位置まで到着した。

　愛理沙はここまででいいと、そう言うように由弦の方へ向き直り、一礼した。

「今日はありがとうございました。楽しかったです」

　そう言う愛理沙の表情はいつもと同じ、取り澄ましたような顔だった。

　しかしその言葉には嘘はないような気がした。

「俺も楽しかったよ。料理も美味しかった」

「その感想は素直に受け取っておきましょう。……たくさん、食べてもらいましたし」

　愛理沙は由弦の賛辞に対し、小さく頷いた。

　それから少し考え込んだ様子を見せてから……口を開いた。

「高瀬川さん。……来週もゲームをやりに行っていいですか？　代わりにお料理、お作りしますので」

「来週？　ああ、いいよ。まだ手をつけてない物もあるしね。……だけど、別に〝代わり〟なんていらないぞ？　たかがゲームだし。勿もち論ろん、作ってくれるなら喜んで食べるけど」

　由弦としては愛理沙に料理を作ることを強制したくはなかった。

　ゲームをやらせてあげて、ちょっとケーキをご馳走する程度の対価として……料理を作ってもらうのは由弦の価値観では少し過剰だ。

「そうじゃないです。……言い方を変えましょう。作らせてください。その方が楽なんですよ」

「ああ……そういうことか」

　由弦に料理を振る舞わないということは、早く帰って天城家で料理を作るということだ。

　天城家の詳しい家族構成を由弦は知らないが……由弦と愛理沙の二人分の方が労力的には簡単なのだろう。

　つまり、彼女はサボりたいのだ。

「喜んで協力しよう。……毎日、作りに来てくれてもいいぞ？」

　由弦が冗談半分にそう言うと……

「ふふ……考えておきます」

　愛理沙は冗談なのか、本気なのか、どちらか分からない笑みを浮かべた。
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　毎週、土曜日には愛理沙は由弦の家に行き、ゲームをやり、夕食を作って帰る。

　そんな関係が一か月ほど続いた。

　六月の中頃。

「はい、もしもし。何の用だよ、爺じいさん」

『孫に電話をするのに用が必要かのぉ？』

「用もないのに電話してきたことなんてないだろ？　早くしてくれ」

　由弦がそう答えると、確かにそうだけど、やら、別にそんなに冷たくしなくても、とブツブツと文句を言う。

　焦じれてきた由弦が再度急せかそうとすると……

『一週間後、何の日か分かっておるか？』

「知らんらんらん」

『ふざけておる場合じゃないぞ？　重要な日じゃ』

　重要な日と言われても、知らないものは知らないのだ。

　はて、何の日だろうかと首を傾げていると……

『誕生日。天城の娘さんの誕生日じゃよ』

「あー、そう言えば……そうだったかな？」

　お見合いの前、資料を見せてもらった時に彼女の生年月日も書かれていたはずだ。

　ああ見えて（いや見ての通りかもしれないが）由弦よりも誕生日が早いのだ。

『全く……本当に婚約者のつもりか？』

「う、うん……」

　誕生日は完全に盲点だった。

　仲なか睦むつまじい恋人同士ならば、互いの誕生日は把握していて然しかるべきである。

「恩に着るよ、爺さん。うん、プレゼントを用意しておく」

『うむ。……早く曾孫を見せておくれ』

「なら、あと六年は長生きするんだな。俺は大学を卒業するまでは、結婚するつもりはない」

　由弦はそう言って電話を切った。

「さぁーて、どうするか」

　由弦はため息をついた。
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　大事なのは相手への気持ちなので、サプライズなどは考えず、素直に聞け。

　というのが由弦の悪友にして女の敵、佐竹宗一郎のアドバイスだった。

　が、しかし。

　それはあくまで日頃の感謝を込めたお礼の品である。

　誕生日プレゼントとは、やはり少し違う。

　誕生日プレゼントというのは、「一体、何をくれるのかなぁー」という期待感もやはり重要なのではないだろうか？

　というのが由弦の価値観である。

　さて、前回は宗一郎に聞いたわけだが……意外に彼は役に立たないことが判明している。

　聖は……彼の家の商売を考えると、女の子を落とす（騙すとも言う）方法は知っていそうではあるが、別に由弦は愛理沙を落としたいわけではない。

　やはりこういうのは女の子に直接、聞いた方が早い。

　由弦はそう判断すると、幼馴染みにメールを送った。
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　翌日。

　放課後、由弦はその幼馴染みのクラスへと赴いた。

「ごめんなさい、ゆづるん。私には宗一郎君という、将来を決めた人がいて。あなたの愛は受け取れないというか……」

　黒絹の髪に、赤みの強い琥こ珀はく色いろの瞳。

　白い肌に、ややエキゾチックな雰囲気の容貌。

　顔はもちろんのこと、モデルのように均整の取れた体つきの女の子。

　宗一郎と共通の幼馴染みの一人。

　橘たちばな亜夜香は由弦に対して、そう言った。

「誰がいつ、君に愛を向けた？」

　由弦は呆れ顔で、そう返した。

　もっとも彼女のノリはいつものことなので、気にしても仕方がない。

　これでも乳児の頃からの付き合いである。

「事情は話した通り、女の子の友人がいて、その子に誕生日プレゼントを贈りたいんだ」

「んー、まずゆづるんはさ、その子のこと、好きなの？」

「好きじゃないな」

「なら、アクセサリーとかはやめた方がいいね」

「だろうね」

　そもそも愛理沙の趣味など分からないから、贈りようがない。

　ティファニーなど買ったとしても、ネット通販行きだろう。

　……愛理沙は人からもらった物を売るような子ではないとは思うが。

「どういう間柄なの？」

「複雑な間柄だな」

　まさか偽りの婚約関係にあるのだと、そう伝えるわけにはいかないし、それを匂わせるわけにはいかない。

　橘家の情報網は馬鹿にできない上に、亜夜香はこう見えて頭がよく、察しがいいのだ。

　下手なことを言えばあっという間に由弦と愛理沙の関係を調べ上げてくるだろう。

　……もしかしたら、もう情報を掴んでいる可能性すらある。

「女友達だ。だけど、君ほどは……気心が知れた仲というわけではない。でも、決して親しくないわけではなく……つまり親しいには親しいが、一定の距離感を適切に守っている関係だ。そして俺はその子とは今後とも、仲よくやっていきたいと思っている」

「ふーん。つまり恋人とか思い人とかではない友人同士だけど、普通の友人同士とは別に、何らかの深い繋つながりがあって、何かしらの利益を共有する……仲間みたいな？」

「……………………まあ、そうだな」

　こいつ、何でこんなに察しがいいのだろうか？

　と由弦は内心で冷や汗を掻いた。

「ゆづるん、毎年、私にお菓子の詰め合わせくれるじゃん？　ああいうのは、ダメ？」

　由弦と亜夜香は乳児からの付き合いがある。

　当然、誕生日には義理としてプレゼントを贈る。

　毎年由弦が彼女に贈っているのは、日持ちするクッキーのようなお菓子の詰め合わせだ。

「いや……まあ、それは考えたんだが。あれは……義理感あるだろ？」

「まあ、お歳暮とかお中元でも問題なさそうなものだからねぇー」

　由弦と愛理沙の関係は、一応婚約者であり、恋人同士。

　その相手に幼馴染みの女友達と同じ物を贈るのは……間違いなく、後から祖父母に何かを言われるだろう。

　それにお菓子なら、ケーキを用意すればいい。

　プレゼントと被ってしまうので、あまりよくない。

　そんな感じで二人で悩んでいると……

「あらあら、由弦さんに亜夜香さん。何を話してらっしゃいますか？」

　ひょっこりと、廊下の方からもう一人の女の子が現れた。

　明るい茶髪に、ヘーゼル色の瞳。

　整った和風な顔立ち。

　少し背は低いが、それゆえに胸部の膨らみが目立つ。

　幼馴染みの一人。

　上うえ西にし千春だ。

　雪城愛理沙、橘亜夜香、上西千春、これにもう一人、凪なぎ梨り天てん香かという少女を加えた四人は、校内でも非常に容姿が美しいと評判だ。

　ちなみに由弦は凪梨天香とは直接の面識はないが、彼女と同じクラスの聖曰いわく「あれは悪魔のような女だ」らしい。

「ゆづるんがさ、女の子にプレゼントを贈りたいんだって」

「へぇー、由弦さんにも春ですか？　私に相談してくれないなんて、水臭いですねぇー」

「亜夜香ちゃんの後、君に相談するつもりだった。あと、別に春ではない」

　そう断ってから、この二人が揃うとうるさいんだよなと、内心で呟く。
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　別に嫌いではないし、親しい友人ではあるが、テンションの高い性格のこの二人が揃うと歯止めが利かなくなる。

　とはいえ、それを言うと増々うるさくなるので、由弦は手早く用件を済ませてしまうことにした。

「そういうわけで、千春ちゃん。君はどういう物をもらったら嬉しい？」

「お菓子以外ですよね？　そうですねー、化粧品関係とかどうですか？」

「化粧品？　……俺はそういうの、全く分からないけど」

　化粧道具なんて贈られても迷惑なのではないだろうか？

　と由弦は首を傾げてしまう。

「本格的なモノは、まあ好みがありますけど？　化粧水とか、リップクリームとか、石せつ鹸けんとかならまあ……よほど変な物でもなければもらったら使いますし」

「確かに、そういうのなら便利だね。恋愛感情を感じないギリギリの範囲だし」

　千春の意見に亜夜香が同意した。

　そういう物なら、亜夜香や千春に贈っている物と区別がついて、いいかもしれない。

「なるほどねぇー、うん、ありがとう。あとは自分で調べてみるよ」

「実ったら教えてねー」

「男は度胸ですよ！」

「恋愛じゃないって言ってるだろう」

　由弦はため息をついてから、その場を離れた。
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　さて、約一週間が経過した、土曜日。

　六月の二十五日。

　その日は丁度、誕生日……の前日だった。さすがに都合よく、誕生日の日は被らない。

　いつも通り、由弦は愛理沙と共に軽くゲームで遊んだ。

　それから小休憩を挟み、いつも通りケーキを食べる。

「なんだか、いつもケーキをご馳走してもらって、すみません」

「それを言えば俺は君に食事を作ってもらっているからね」

　そこはお互い様だ。

　と、由弦がそう言ってから……ふと思い出したかのように、やや強引に。

「ケーキと言えば」

「どうしましたか？」

「誕生日、おめでとう。明日だろう？」

「…………あぁ、そう言えば、そうでしたね」

　一瞬の間を置いてから、愛理沙は思い出したかのように反応した。

　まさか高瀬川さんから誕生日を祝っていただくなんて！

　というような驚き方ではない。

「……もしかして、自分の誕生日、忘れてたということはないよな？」

「まあ……日付は覚えていますよ。普段は意識したりしませんけど」

　愛理沙は少し目を逸らしてそう答えた。

　どうやら本気で誕生日が近いことに気づいていなかったようだ。

　……家庭事情的に祝われたことが、もしかしたらないんだろうか？

　と、由弦は非常に不ふ憫びんに思った。

「というか、高瀬川さんはどうして私のお誕生日を？」

「お見合いの時の資料に書いてあったのと……あと、最近、祖父から連絡を受けて」

「なるほど。……そうですね。婚約者なら、互いの誕生日は把握していないとダメですよね。完全に盲点でした」

「まあ、幸いにも俺の祖父は、俺が君の誕生日を把握していなかったことを、特に疑問には感じていないようだったから、安心してくれ。呆れられたが」

　由弦がそう答えると、愛理沙は申し訳なさそうに軽く頭を下げた。

「……お伝えしていなくて、すみません」

「その辺はお互い様だから。ちなみに俺の誕生日は……十月の十六日だから。よろしく」

　由弦がそう言うと彼女は携帯にその情報を記録した。

　これで愛理沙が由弦の誕生日をすっぽかすことはなくなった。

「それと、雪城」

「はい？」

「勿論、誕生日プレゼントを用意した」

　物陰に隠しておいた、可愛らしい紙袋を取り出して由弦がそう言うと……

　今度こそ、愛理沙は驚きで固まった。




　　　　※




「これは、また……何と言いますか。ありがとう、ございます」

　困惑した様子で愛理沙は紙袋を受け取った。

　普段は平静を保っている彼女にしては珍しいくらい、動揺している。

　もしかしたら彼女がここまで動揺したのは……初めて料理を褒めた時以来かもしれなかった。

「たとえ〝演技〟のためだとしても、嬉しいです」

　愛理沙は僅かに目を細めた。

　それは普段、彼女が学校で浮かべている芸術品のような笑みではなく、自然な微笑だった。

　少しだけ、一瞬だけ……由弦の心臓が跳ねた。

（……目にはいいが、心臓には悪いな）

　愛理沙の死んだような目や、芸術品のような、人工的で不自然な笑みは好きではない。

　だが彼女の自然な笑みは本当に綺麗で、美しく、素敵だと思う。

「演技……というわけでも、ないけどね。婚約者という関係がなくても、親しい間柄なんだから、プレゼントを用意したよ」

「……そういうものですか？」

「友人同士だから。……もしかして友人だと思っていたのは、俺だけだったかな？」

　由弦は思わず頬を掻いた。

　もし由弦の片思い（もちろん恋心ではなく友情だが）だったら、かなり恥ずかしい。

　すると愛理沙は慌てた様子で首を左右に振った。

「い、いえ……すみません。そういうの分からないので。友達かと聞かれると……」

「……友人がいないってことは、ないだろう？」

「そうですね。……お昼にお弁当を一緒に食べて、相槌を打つ程度の関係が友人なら、たくさんいますよ」

　どこか冷め切った口調で愛理沙は言った。

　そのグリーンの瞳は暗く、淀よどんでいた。

「同級生のお家に遊びに行くことが、今までなかったとは言いません。ただ……ここまで親しくしていただいたのは、高瀬川さんが初めてです」

　愛理沙は常にクラスメイトと分け隔てなく接している。

　だから特別に仲の悪い人はいないが、しかし同時に特別に仲のいい人もいない。

　他者同士の間に分け隔てはない。

　だが自分と他者との間には、透明で強固な壁を作る。

　それが雪城愛理沙の人付き合いのやり方なのだろう。

　誕生日に興味がないのも納得だ。

　それを祝ってくれるような間柄の人間は一人もいないのだから。

「初めてか……それは、名誉なことかな？」

　深刻に捉えるのも雰囲気的によくないと考えた由弦は茶ちや化かすように言った。

　愛理沙としてもそちらの方が気楽のようで、明るい声で返してきた。

「そうですね。とても名誉なことです。光栄に思ってください」

　それから愛理沙は由弦が渡した紙袋を愛いとおしそうに撫なでた。

　そして由弦を見上げる。

　普段の凍りついた湖のような冷たく無機質な瞳が、少しだけ温かくなった……そんな気がした。

「十月、私の方からも何かしらの用意をさせていただきます」

「期待して待っているよ」

　由弦はそう答えた。

　愛理沙は小さく頷いてから、一度紙袋を床に置いた。

　が、すぐにそわそわとし始め……再び手に持ち、膝の上に乗せた。

　それから由弦に尋ねる。

「中を見てもいいでしょうか？」

「どうぞ、どうぞ。むしろ感想を聞かせてくれ。今後の参考のためにも」

　大学卒業までは〝婚約〟の関係を続けることを考えると、愛理沙の趣味を今ここで知っておくのはとても重要なことだった。

「では、遠慮なく感想を言わせてもらいます。……これは、石鹸ですか？」

　由弦が愛理沙に贈ったのは、石鹸の詰め合わせだ。

　いい香りがする固形石鹸、シャンプー、リンス、そしてハンドタオルがセットになっている。

　化粧水やハンドクリーム、リップクリームなんかと悩んだのだが……

　これから夏に入っていく季節を考えて、石鹸類の方を選択した。

「これ、有名なブランドですよね？　そこそこ高いのじゃないですか？」

　そういう愛理沙の声には喜びと困惑が含まれているように感じられた。

　ちょっといい物をもらって嬉しいという気持ちと、こんな高そうな物を買ってもらって申し訳ない……そんな声だ。

「それでどうかな？　感想の方は。厳しめに評価してくれて、構わない」

「せっかく頂いたのに、評価だなんて、そんな上から目線のことはできません。……でも、そうですね。

　期待していたよりも、ずっといい物をもらってしまったなと。そんな気持ちです。こんなに素晴らしい物を頂けるとは、思ってもいませんでした」

　そういう愛理沙の声は少し弾んでいた。

　表情こそは平静なままだが、頬は僅かに赤らんでいる。

「私、こういうのはもらったことも買ったことも、使わせてもらったこともなくて。だから本当の、本当に……嬉しいです」

　愛理沙はそう言ってから、小さくため息をつく。

　翠玉の瞳が少しずつ光を失い、曇り始める。

「私だけ、なんですよ。みんな、義理の妹はもちろん、同級生とかも、持ってるんです」

　少しずつ愛理沙の瞳が潤み始める。

　声も上擦り、体も僅かに震えている。サッと、愛理沙は顔を俯かせた。

　亜麻色の髪で表情が隠れる。

「興味ないふりをしていたんですけど、本当は欲しかったんです。みんなが羨ましくて、でも買ってなんて言えるはずもなくて……すみません。ちょっと、感情的になってしまいましたね」

　愛理沙はそう言うと、由弦に背中を向けた。

　小さく肩を震わせている。

　しばらくして、大きく息を吸い、吐く音がした。

　再び愛理沙が振り向いたころには……彼女はいつも通りの平静さを取り戻していた。

　その瞳は……僅かに赤らんでいたが。

「今のは聞かなかったことにしてください」

「そうか。なら、そうしよう」

　愚痴くらいなら、いつでも聞く。

　そう言おうとした由弦だが、愛理沙の意を汲くんで何も言わないことにした。

　すでに愛理沙に対しては、助けを求めるならばいつでも応じると、そう伝えてある。

　そして愛理沙の意思を尊重するとも、伝えた。

　その上で彼女は聞かなかったことにしろと言うのだ。

　ならば何も言うまい。

「とりあえず、来年も同じような物でいいということかな？」

「はい。……お願いします」

　だが……

　何かと理由をつけて、彼女の希望を叶かなえてやる程度ならば、逃げ場を提供してあげる程度ならば、許されるだろう。

　由弦はそう思った。




　　　　※




　さて、その日の夜。

　いつものように由弦は愛理沙を家まで送っていた。

「高瀬川さん、前々から思っていたのですが……」

「どうした？」

「私と部屋にいる時はＴシャツなのに、外に出る時はジャケットを羽織るんですね。……この季節、部屋よりも外の方が暑いと思いますが」

　そういう愛理沙の声には若じやつ干かんの棘とげがあった。

　由弦としては、外に出て愛理沙と並んで歩く以上はちゃんとした服装をしなければならないと考えている。

　だからこそジャケットを羽織って、お洒落しやれをする。

　しかし愛理沙はどうやら、そういう由弦の態度が少し気に食わないようだ。

　勿論、自分の隣をみすぼらしい姿で歩いて欲しい人がいるはずがないので……

「つまり、君と二人っきりの時もちゃんとお洒落をして欲しいと。そういうことか？」

「そうですね。人の目は気にするのに、私の目は気にしないというのは、軽んじられている気がします」

　彼女が言わんとしていることは由弦も理解できた。

　要するに女扱いされていないのが腹立たしいということだ。

「しかし、よく分からないな。別に君は俺のことが好きというわけではないだろう？　……にもかかわらず、俺に気にして欲しいのか？」

「逆に聞くんですけど、高瀬川さん。あなたは私がボサボサの寝ぐせ頭に上下ジャージ姿で来たら、どう思いますか？」

「いや、それはさすがに嫌だけど。いや、でもそこまでではなくないか？　普通の恰かつ好こうをしているつもりだし……ジャケットを羽織るだけで、それなりの恰好になるんだぞ？　……もしかして、これ、ダサい？　上下ジャージ並み？」

　由弦は自分のファッションセンスが特別にいいとは思っていないが、かといって悪くはないだろうとも思っている。

　しかしそういう言い方をされると、途端に不安になる。

「その点はご安心を。いい方だと思います」

「じゃあ……」

「全力で上下ジャージなら、一周回って許せます。私が問題視しているのは、ファッションセンスではなく、高瀬川さんの態度です。つまりですね……外に出る時だけ髪を整えて、ジャケットを羽織るでしょう？　私の前では実力の六割で、外に出る時は八割出すみたいな、それがちょっと……腹立たしいんです」

　言われてみると、確かに由弦のそういう態度はよくなかったのかもしれない。

　嫌なものは嫌、不快なものは不快と言ってくれと最初に頼んだのは由弦だ。

　うちに溜ため込こまれるくらいならば、はっきりと口に出してくれる方が楽なので、むしろ助かる。

　これは反省しなければと由弦が考えていると……今度は先ほどまでの強い口調とは一転、愛理沙は弱気な声を上げた。

「すみません、今のは言い過ぎました。その……分かるんですよ。そもそもあそこは高瀬川さんのお部屋なわけで、そこでくつろぐのは高瀬川さんの権利だと思います。私の方がお邪魔させていただいているんですから。ただ……その、ですね。私は高瀬川さんのことを、それなりに意識してはいるんです」

「……俺のことを意識しているのか？」

　愛理沙にとって由弦なんてただの路ろ傍ぼうの石ころ……とまでは言わないが、単なるビジネスパートナーくらいの存在で、男としては眼中にないとばかり思っていた。

　だから今の愛理沙の言葉は由弦にとっては少しだけ、驚きだった。

「勘違いしないでください。……恋愛対象では勿論、ありません。ただ……男性であると、認識しています。……もしかして、違ったりします？」

「いや、れっきとした男だ。……君もそういう冗談を言うんだな」

「茶化さないでください。……真面目な話ですよ。私があなたを男性として扱っているのに、あなたが私を女性として扱わないのは、少し、不平等ではありませんか」

　口を尖とがらせながら愛理沙はそう言う。

　その頬は夕焼けに照らされて、僅かに紅あかく染まっていた。

　由弦は大きく頷いた。

「君の言い分はもっともだ。すまなかった。君の親切さに甘えて、無神経になっていた。今度から気をつけるよ」

「そうしていただけると、助かります」

　その日、愛理沙との距離がグッと縮まった。

　由弦はそんな気がした。




　　　　※




　翌日の日曜日。

　その日は愛理沙の誕生日だった。

　しかし……雪城愛理沙にとって、誕生日というのはただの文字通りの〝誕生日〟でしかなく、特に祝うようなモノでもなかった。

　そしてその日の夜はいつものように、愛理沙は家族全員の夕食を作った。

　養父と養母、そして義理の妹。

　義理の兄は大学生で一人暮らしをしているため、上記の三名に自分を含めた、四人分の夕食を毎晩作るのが愛理沙の日課だ。

「ごちそうさま」

「ごちそうさまでした」

「……」

　養父と義理の妹は、いつも通りの挨拶をした。

　養母が何も言わないのも、いつものことだ。

　そして三人とも、それから何も言わずに各々の部屋やリビングへと向かってしまう。

（……まあ、私が覚えていないのに、覚えているはずがないか）

　愛理沙自身、自分の誕生日を忘れてしまうほどなのだ。

　家族が覚えているはずもなく、「おめでとう」の言葉を期待するのも間違っている。

　それに……昔、愛理沙は養父母に対して「自分の誕生日会やプレゼントは不要」と伝えたことがある。

　養子であるが故の、遠慮と謙虚の気持ちからだった。

　本心ではないにしても、自分からいらないと言った物を期待して、それが得られないことに不満を覚えるのはおかしな話だろう。

　愛理沙は自分の誕生日については、すぐに忘れ去ることにした。

「……はぁ」

　全員が台所から離れた隙を狙い、愛理沙はため息をついた。

　正直なところ、愛理沙は料理を作るのが好きというわけではない。

　ただ……愛理沙が料理を作るのがこの家庭では当たり前なため、〝当たり前〟なことと割り切って料理をしているだけだ。

　そして料理というのは、作るよりも片づけの方が面倒なものだ。

　愛理沙は憂ゆう鬱うつな気分で家族が食べた食器をまとめ、片づける。

（……高瀬川さんは自分のお皿は自分で洗ってくれるのに）

　別に皿を洗えとは言わないが、食器をまとめるくらいはしてくれたらどうなんだ。

　と、いつも思っていることではあるが、愛理沙にはそれを口に出す勇気はなかった。

　それから一人で皿を洗う。

　皿を洗いながら、ふと思う。

（……高瀬川さんは美味しいって言ってくれるのに）

　美味しい、美味しいと。

　そう言いながらお代わりをしてくれた偽の婚約者のことを思い出し、愛理沙は僅かに頬を緩ませた。

　料理を作るのは決して好きではない。

　だが……「美味しい」と言ってくれるならば、吝やぶさかではないという気持ちになる。

　最近は土曜日が楽しみになってきた。

　家族に作る代わりに由弦と作るようになっただけではあるが……二人分を作るのと四人分を作るのとでは、やはり労力が異なる。

　それに由弦は最低限、できることは手伝ってくれる。

　そして何よりも、味の感想を言ってくれるのだ。

　それだけでもモチベーションが大きく異なる。

　それに……

（高瀬川さんのお家の方が、くつろいで食事ができる気がする……）

　義理の妹とは比較的、仲がいいが……養父や養母と愛理沙の関係はお世辞にもいいとは言えない。

　そんな二人と一緒に食事をするのは、愛理沙にとっては苦痛だった。

　それに比べて由弦に対しては、気を遣う必要がない。

　そのためか同じように自分で作った食事にもかかわらず、由弦の家で食べた方が美味しく感じた。

（あの時は、言い過ぎちゃったかな……）

　昨日の夜、由弦に〝説教〟をしたことを思い出して、愛理沙は少しだけ自己嫌悪した。

　愛理沙は由弦の家で、くつろがせてもらっているのだ。

　にもかかわらず、その家の主人である由弦に対して、自分を意識して欲しいなどと言うのはあまりにも傲ごう慢まんだった。

（……変な気分）

　愛理沙自身、どうしてか分からないが……由弦に軽く見られるのは、嫌だった。

　ただの〝偽の婚約者〟にどう思われようと、どうだっていいにもかかわらず。

　由弦が愛理沙に対して、気を遣っていると、由弦も愛理沙を意識しているという証拠が欲しかったのだ。

（もしかして……）

　まさか、自分は高瀬川由弦に対して恋をしているのではないか？

　と一瞬だけそんな考えが頭を過った。

　だが……別に由弦のことを思い出してもドキドキするわけでもなく、顔が熱くなったりするようなこともなかった。

　勘違いだろうと、愛理沙はなぜかホッとした。

（高瀬川さんも、いずれ言わなくなるのかな……「美味しい」って）

　愛理沙が由弦の家で、夕食を作るのが〝当たり前〟になったその時。

　きっと彼は愛理沙に対して、感謝の言葉や、料理の味の感想を言わなくなるだろう。

　そう思うと……少しだけ愛理沙は寂しさと切なさを感じた。
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　七月初旬の金曜日。

　放課後、由弦が帰宅しようとしたその時だった。

「ゆづるん。明日、暇？」

　教室に入って来たのは橘たちばな亜あ夜や香かだった。

　その背後には上うえ西にし千ち春はるもいる。

　面倒な組み合わせが来たなと、由弦は内心で眉を顰ひそめた。

「何の用だ？」

「明日、みんなで勉強会をやろうと思っていて。ゆづるん、明日は暇かな？」

　勉強会。

　要するに期末試験の二週間前だから、みんなで楽しく勉強をしようという提案だ。




「ちなみにみんなというのは、私と亜夜香さんと宗そう一いち郎ろうさん、由弦さんです」

　メンバーの中に良りよう善ぜん寺じ聖ひじりがいないのは、彼が亜夜香や千春とそれほど親しいわけではないからだ。

　そもそも、高校入学前までは聖と交流があったのは由弦だけだ。

　由弦と宗一郎、由弦と聖は友人同士で、交流があったが……

　聖と宗一郎の間にはそういう関係はなかった。

　二人が仲よくなったのは、双方由弦の友人という縁があったからなのだ。

「悪い、パスだ」

「えー、どうして？」

「君たちの逢おう瀬せを邪魔しては悪いという心遣いだよ」

「別に気になりませんよ？　私たちは」

「気にしろよ。俺が気になるんだよ」

　宗一郎、亜夜香、千春の三人だけで一つの世界を作られると由弦は少し微妙な気持ちになるのだ。

「でも、ゆづるんも私たちを無視して宗一郎君とイチャイチャするじゃん」

「男同士、女同士で棲すみ分わけましょうよ」

「誤解を招くようなことを、人のクラスで、大きな声で言わないでくれないかね、君たち」

　もっとも、わざとそういう表現を口にしているような人間が、言って聞くとは思えないが。

　由弦は内心でため息をついてから、別の理由を口にする。

「というか、先約がいるんだ」

「えー、誰？　良善寺君？」

「宗一郎さんはハブって、二人で逢あい引びきですか？」

「違う。それと誤解を招くようなことを……はぁ。無駄か」

　由弦は大きなため息をついてから……

　一瞬だけ、教室の扉の方へ視線を向ける。

　丁度、教室から出ていこうとする愛理沙と目が合った。

　すると愛理沙は……小さく由弦に笑いかけた。

「えー、じゃあ誰なの？　私たちという者がありながら！」

「そうですよぉー。男ですか？　女ですか？」

　少し、ドキッとしてしまったのは秘密だ。




　　　　※




　翌日。

　いつもは昼からだが……その日は早朝にインターフォンが鳴った。

「おはよう、雪城」

「おはようございます、高瀬川さん」

　由弦は愛理沙を自分の部屋の中へと招き入れた。

　まず愛理沙は部屋の中を確認し、満足そうに頷うなずいてから由弦の方へと視線を向ける。

「君の言う通り、最初から八割だ」

「そのようですね。気を遣ってくれて、ありがとうございます。それと、とてもお似合いです」

　愛理沙はそう言って由弦の服装に賛辞を贈った。

　褒められたからには由弦も黙っているわけにはいかないと、彼女の服装に視線を向ける。

　今日は夏らしいベージュのワンピースを着て、ケープのようなものを羽織っている。

　腰の部分には黒いベルトを巻いていた。

　ワンピースなのにベルトが必要なものなのか、女物のファッションについては詳しくない由弦には少し分からなかったが……

　そのベルトによって愛理沙の細いウェストと、メリハリのある体つきが強調されているようなので、おそらくはそういうお洒落しやれなのだろうと結論づける。

「君もよく似合っているよ。というか、何というか……」

「どうしましたか？」

「俺の気のせいかもしれないけど、何というか、前よりもお洒落になった？　いや、以前もお洒落だったとは思うけど」

　言っては何だが、服の平均価格が上昇しているような気がした。

　これは完全に由弦の勘だったのだが……正解だったようだ。

　愛理沙は僅わずかに口角を上げ、目を細めた。

「御明察です。昔は……まあ、高瀬川さんにどう思われようと、どうだってよかったのですが。……最近は、そうですね。恋愛感情は一切ありませんが、どうでもいい相手というわけではないので」

「ん……それは、まあ、なんだ。ありがとう、と言えばいいのかな？」

「いえ、本当は私の方がお礼を言わなくてはいけません。……実は高瀬川さんのおかげで、お小遣いが増えました」

　なるほど、服の平均価格が上昇しているような気がしたのは、そのせいなのだろう。

　天あま城ぎ家けとしては、愛理沙には由弦を落としてもらいたいのだ。

　何とも現金な話だなと、由弦は苦笑した。




　さて、普段ならば今からゲームを始めようとなるのだが……

　その日、二人が広げたのは勉強道具だった。

　つまり勉強会だ。

　亜夜香に語った先約とは、愛理沙のことだったのだ。

　揃そろって勉強を始めた二人だったが……

　二時間ほどで由弦の集中力が切れ始めた。

（いやぁ……真面目だなぁ）

　ぼんやりと由弦は愛理沙の顔を眺める。

　愛理沙は真剣な表情で参考書を解いていて、由弦の視線には気づかない。

　前回の中間試験では学年でトップだったと、噂うわさに聞いている。

　日頃から真面目に勉強をしているのだろう。

（あいつらに爪の垢あかでも煎せんじて飲ませたいところだ）

　もし宗一郎たちと勉強をしていたら、まず勉強は進まなかっただろう。

　……もっともその辺りは由弦も人のことを言えないのだが。

（しかし……やはり、見れば見るほど美人で、可か愛わいいなぁ）

　以前、由弦は「金髪碧へき眼がん巨乳色白美少女」という注文をつけたが、愛理沙はそれを殆ほとんど満たしている。

　髪色は金髪ではないものの、それに近い、色素の薄い茶髪、美しい亜あ麻ま色いろだ。

　ぜひ、撫なでてみたい。

　瞳の色は碧眼、つまり青ではなく……美しいグリーン。翡ひ翠すい色いろ、翠眼だ。

　もっとも……少し、光は死んでいるが。

　肌は乳白色で、白はく磁じのように滑なめらかだ。

　ちょっと触れてみたい衝動に駆られる。

　胸は……やはり大きい。

　由弦の周辺には亜夜香、千春と胸の大きい女性が多いのだが、その二人と比べても決して劣らない。

　亜夜香以上、千春未満というところか。

（でも、お尻の方は負けてな……）

「高瀬川さん。何ですか？」

「へ？」

「私の顔をジッと見て……何というか、下げ劣れつな視線を感じたのですが」

　僅かに由弦から距離を取り、こちらをジト目で見る。

　その瞳は冬の湖面のように凍りついていた。

　不愉快そうに眉を寄せ、表情を歪ゆがめている。

「いや、別に……何でもないさ」

　由弦はそう言いながら珈コー琲ヒーを口に持っていった。

　その時だった。

「金髪碧眼色白巨乳美少女」

「げほっ！」

　思わず由弦は咳せき込こんだ。

　こちらに冷ややかな目を、有り体に言えばゴミを見るような視線を向けてきている愛理沙に尋ねる。

「あ、えっと……雪城さん？　それは、どこで……」

「以前、大きな声で話してらしたのを聞きました。お見合い相手にそういう条件をつけたと」

　以前、というのはおそらく宗一郎や聖と昼食を食べていた時だろう。

　大きな声でそれを言ったのは果たしてどちらだったか、覚えていないが……

　二人ともセットで呪ってやろうと密ひそかに決意した。

「私のこと、そういう目で見てたんですね」

「い、いや、落ち着け！　そもそも、俺は君が来るだなんて思っていなかった。それに君を選んだのは、俺じゃない。俺の祖父母と君の養父母だろう!?」

　由弦が慌てて弁解すると……

　愛理沙は僅かに口角を上げた。

　そして小さく鼻で笑う。

「冗談です。分かっていますから、ご安心を。生物である以上、そういう邪念を抱いてしまうのは致し方がないでしょう」

「そ、そうか？」

「はい。というか……まあ、全くそういう雑念を抱かないというのは、私を女性として認識していないということで……それはそれで腹が立ちますから。それに高瀬川さんの体が心配です」

　由弦は愛理沙が異性として、全く意識されないのは腹が立つと言っていたことを思い出した。

　本当にどうでもいい相手ならばともかくとして、多少親しい関係の男性から、全く異性として扱われないのは釈然としないということか。

「あ、でも露骨な視線は気持ちが悪いので、やめていただけるとありがたいです」

「あ、はい」

「あと、触ってこようとしたら潰します。物理的に」

「お、おう……安心しろ。そういう手間を取らせることは、絶対にないからな、うん」

　由弦が引ひき攣つった表情でそう言うと、愛理沙は頷いた。

「はい、知っています。そこは信じていますから。……信じていなければ、こんなところにはいませんので」

　そう言うと愛理沙はそれを証明するように、距離を取っていた体を元に戻した。

　気恥ずかしさと、罪悪感を抱いた由弦はその気持ちを誤ご魔ま化かすように頬ほおを掻かく。

　それから気まずさから、話題を変える。

「昼はどうする？」

「お昼、ですか？　今日も作るつもりでしたけど。何か希望が？」

「いや……ほら、試験前だし。少しでも勉強に時間を費やしたいだろう？　たまにはどこかに食べに行くのもいいんじゃないかなと」

　さすがに試験前の貴重な時間を餌作りに使わせるのは申し訳がなかった。

　それに……日頃、作ってもらっているのだ。

「今日くらいは俺が奢おごるよ。いつものお礼だ」

「……そうですか。では、お言葉に甘えます」

　てっきり最初は断ってくるかと思ったが、案外素直に受け入れてくれた。

　距離が縮まって、遠慮がなくなったからかもしれない。

　由弦としては、そちらの方が楽でいい。

「で、どこに行くか。まあ……近所がいいよな。この辺りだと、喫茶店、ファミレス、蕎そ麦ば屋や、ラーメン、カレー屋……この辺りなら知っている。あと、出前でピザを頼むというのもアリだ。君が選んでくれていいよ」

「……少し考えさせてください」

　うんうんと考え始める愛理沙。

　由弦は「夏だし、俺は蕎麦がいいなぁ」と内心で思うのだった。




　　　　※




　由弦と愛理沙の気持ちは同じだったらしい。

　二人は近所の蕎麦屋を訪れた。

　蕎麦なら出前でもよかったが……出前だと料金が嵩かさむ。

　徒歩で十分圏内にあるのだから、直接行く方が合理的だ。

「私、お蕎麦屋さんって初めてなんです」

「なるほど。だから蕎麦にしたのか」

　年頃の女子高生にしては蕎麦屋という選択肢は少々、渋い。

　女性なら汁が飛ぶのを気にしたりするのかもしれない。

　喫茶店やファミレスを選ぶのではと思っていた由弦にとって、愛理沙の選択は意外だったが、合点がいった。

　……かに思えたのだが。

「あ、いえ。そういうわけではないです」

「え、違うの？」

「そもそも外食に連れて行ってもらったことがあまりなくて……お蕎麦にしたのは、夏だからいいかなと」

「それは……うん、奇遇だね。俺も夏だから、涼しいものがいいかと思っていたよ」

　一瞬、愛理沙の不ふ憫びんな家庭事情が垣かい間ま見みえた気がしたが、由弦は気がつかないふりをすることにした。

　さて、案内された席に座り、軽くお品書きを眺める。

「俺は……鴨かもせいろの中盛かなぁ。雪城は？」

「私は……天ぷらのお蕎麦にします。サイズは普通で」

　注文を終えてしばらくすると、まずは愛理沙の前に蕎麦と天ぷらが置かれた。

　天ぷらは海え老びが二本、野菜が五品という、少し多いが……値段を考えると納得のできる量と種類だ。

　ただし、蕎麦の方は……

「えっと……これ、量、間違えてません？　中盛は高瀬川さんの方ですよね」

　山になる程度に盛られた蕎麦を見て、愛理沙は困惑の表情を浮かべた。

「ああ、ここ、ちょっと多いから。それが普通だ」

「え？　いや、でも……」

　と、そこで由弦の前に置かれた蕎麦を見て愛理沙は無言になった。

　そして自分の物と見比べる。

　あれが中盛なら、確かにこれは並だなと……そんなことが顔に書かれていた。

「悪い、悪い。説明し忘れてた……あー、手伝うか？」

「お願いします」

　結局のところ、およそ半分の量を由弦がもらい受ける形になった。

「こんなにもらってもいいのか？」

「そんなに大食いではありませんので」

　愛理沙はそう言ってから、天ぷらの乗った皿を指さす。

「天ぷら、どうですか？　海老一本と……野菜を一品」

「じゃあ、もらおうかな」

　由弦は愛理沙の皿から天ぷらをもらう。

　それから自分のそばつゆに浮かんでいる、鴨肉を箸で摘つまんだ。

「これ、どうだ？　食べる？」

「……そうですね。頂きます」

　と、そんな具合に双方の副菜を交換し終えてから、二人は蕎麦を食べ始めた。

　この店は量が多いが、その分質は劣るのかというとそういうわけではなく、普通に香りもよく、こしがあって美味おいしい。

　鴨の出だ汁しが利いたつゆも味が濃厚で、天ぷらもサクサクとしていて美味しい。

「高瀬川さん、山葵わさび、食べられるんですね」

　唐突に愛理沙がそんなことを言いだした。

　確かに由弦は山葵は問題なく食べられるし、今も蕎麦に塗りつけるようにして食べていた。

「雪城は……苦手なのか？」

「……小さい時に食べて。それ以来です。ツンとしたのが、トラウマで」

　そういう愛理沙の皿に盛られている山葵は、減っていなかった。

　使わないなら自分がもらおうかと思った由弦だが……

「今、試してみれば？　意外にイケるかもしれないぞ」

「……そうですね。私も大人になりましたし。ところで、溶かさずに塗るのが正しいんですか？」

「さあ？　好み次第としか。ただ、君の場合は……溶かしたら食べられなくなるし、塗った方がいいんじゃないか？」

「それもそうですね」

　こくり、と愛理沙は頷いて少しだけ山葵を蕎麦に乗せた。

　そしてつゆにつけて、小さな口で上品に食べる。

「どう？」

「香りがよくて、美味しい……っく!!」

　愛理沙は鼻を押さえた。

　一瞬で目が真っ赤になり、潤み始める。

　慌ててお茶を飲みほした。

「くぅ……私には早かったようです。……笑わないでください」

「いや、悪い悪い。面白かったから」

「……酷ひどい人です」

　愛理沙は涙目で頬を膨らませ、そっぽを向いた。

　その仕草は……頭を撫でてあげたいと、そう思ってしまうほど可愛らしかった。

　そうこうしているうちに、二人は蕎麦を食べ終えた。

　蕎麦湯を味わっている最中、愛理沙が由弦に尋ねた。

「そう言えば、高瀬川さん。橘さんと、上西さんと……お知り合いなんですね」

　確かに昨日、あの場に愛理沙もいたなと思い出した。

　由弦と、亜夜香と千春が話していたのを見聞きしていたのだろう。

「まあね。……あの二人のこと、知っているのか？　違うクラスだけど」

　こんなやり取り、少し前もやったなと由弦は思い出した。

　そして由弦の疑問に対する愛理沙の回答は、以前とは少し異なるものだった。

「養父から……もし同じクラスになったら、仲よくしておけと。入学前にそう言われていました。いい家柄の人だから、と」

　愛理沙は嫌そうに眉を寄せた。

　人間関係にあれこれ指図されるのは、誰だって嫌だろう。

　由弦と彼女たちが幼おさな馴な染じみなのは家同士の関係で、親同士が仲よくさせようと引き合わせたのはもちろんだが、露骨に「仲よくしろ」と命じられたことはない。

「無理に仲よくする必要はないけど、二人ともいい奴やつらだよ」

「そうですね。明るくて、社交的で、美人で……」

　そう言う愛理沙はどこか、羨望するようだった。

　愛理沙は美人ではあるが、明るくて社交的かと言われると、確かに少しだけ疑問が残る。

　彼女は多くの人と平等に接するが、同時に仲のいい人を作らない。

　常に透明で薄く、しかし強固な壁を人との間に張っている。

「あの、高瀬川さん」

「うん？　どうした」

「……あのお二人とは、どういうご関係なんですか？」

「幼馴染みだよ。乳児からの付き合いだ。それで、友人同士。まあそれ以上でもそれ以下でもないかな」

　橘亜夜香の方とは親戚関係もあるのだが、遠縁なので、それについてはさほど意識したことはない。

「それだけ、ですか？」

「そうだよ。……なんだ、恋人同士にでも見えたのか？」

　確かに由弦と、亜夜香と千春の二人とは距離が近い。

　一見すると恋人同士……に見えるかどうかはともかく、普通の友人関係よりは仲がよさそうに見えるかもしれないし、実際仲がいいのは事実だ。

「いえ……その、そうは見えませんけど。でも、そういう思いが双方にあったりするのかな、と。勘かん繰ぐりました」

「二人とも美人なのは認めるけどね。恋愛感情はないよ。好みのタイプじゃないし」

　ああいう賑にぎやかなタイプの人間とは、友人になる分は楽しくていいが、夫婦になりたいかと言われると……

　家で落ち着くことができないなと、思ってしまう。

「あいつらも俺のことは好きじゃない。別に思い人がいるんだ」

「あ、そうなんですか。……そうですよね。あんな美人な人、周りが放っておくはずありませんし」

「そういうことだ」

　まあ、あいつらの場合はその思い人が共通しているという点で、恐ろしいのだが。

　由弦は今頃、あの二人に挟まれているであろう友人の顔を思い浮かべた。

　そんな由弦に対し、愛理沙はいつもの無表情で尋ねる。

「よかったんですか？　お勉強会、断ってしまって」

　どうやら由弦と彼女たちの会話も、聞いていたようだ。

　あれだけ大きな声で騒げば、聞こえるのも当然だが。

「君との約束があったからね」

　先に約束したのは愛理沙なのだ。

　ならば愛理沙の方を優先するのが筋というものだ。

「……私なんかのために、よかったんですか？」

「俺にとっては、なんか、じゃなかったということだよ。あいつらとは、別に埋め合わせをすればいい。君とは土曜日にしか会えないんだから、こちらを優先するのは当然だろう？　それに……」

「それに？」

「君と一緒にいるのは、楽しい。それじゃあダメかな？」

　愛理沙は一瞬、面食らったような表情を浮かべた。

　それから首を左右に振った。

「いえ、そんなことはありません。それに私も……楽しいです」

　そう言って愛理沙は目を細めた。

　触れれば散ってしまいそうな、儚はかなげで、しかしとても美しく、愛いとおしく思ってしまう……そんな笑みだった。

　抱きしめたい、摘み取ってしまいたい……そんな衝動に駆られる。

「あの、一つ、いいですか？」

「あ、あぁ……どうした？」

　愛理沙の笑みに見み惚とれていた由弦は、我に返った。

　彼女の表情はいつもの無表情へと戻っていた。

「土曜日以外も……たまに、お邪魔しても？」

「暇な時なら、いつでも。歓迎するよ」

「ありがとうございます」

　そういう愛理沙はやはり相変わらずの無表情だった。

　が、その瞳はいつもより、柔らかい光を湛たたえていた。




　　　　※




　さて、蕎麦屋から帰宅して由弦と愛理沙は再び勉強を始めた。

　そんな時だった。

　突如、由弦の携帯から着信音が響いた。

　確認すると……祖父からのメールだった。

『愛理沙さんとは上手うまくやれているか？』

　由弦はすぐに返信した。

『今、一緒に勉強中だ。邪魔をしないでくれないか？』

　するとすぐに返信が来た。

『そうか、ならば邪魔はしない。ただ……不安だから、二人の写真を送ってはくれないか？』

　どうやら由弦の祖父は、由弦と愛理沙の関係を少しだけ疑っているらしい。

　と言っても、偽装婚約だと疑っているというよりは……ちゃんと二人が上手くやれているのか疑っているというのが正解だろう。

　お見合いの場を用意したのは祖父なのだから、その経過が気になるのは当然のことだ。

　……もっとも由弦は面倒くさかったので、祖父からの質問についてはかなり適当にはぐらかしていたのだが。

　今回はそれが裏目に出た形になる。

「どうしましたか？」

　そわそわし始めた由弦に気づいた様子で、愛理沙が首を傾かしげながら尋ねてきた。

　由弦は頭を掻きながら、愛理沙に携帯を見せて、相談する。

「爺じいさんから……写真を寄よ越こせと言われてね」

「なるほど。……断るわけには、いきませんね」

　一応、由弦と愛理沙は仲なか睦むつまじいカップルであり、婚約者ということになっている。

　まさか写真の一枚も撮らないというわけにはいかない。

「写真というのは、まさか、私が一人でピースをして微笑ほほえんでいる写真……では、ありませんよね？」

「まあ……ツーショット写真のことだろうな」

　由弦と愛理沙は押し黙った。

　少しだけ気き不味まずい時間が流れる。

「俺、あまり写真が好きじゃないんだよね……なんか、ちょっと顔が違うじゃん？　鏡で見るのとは」

　鏡は逆さまに映るので、写真に写るのが本来の自分の顔だ。

　と言っても、鏡の方が見慣れているのだから、受うけ入いれ難がたい。

　そう言う由弦に対し、愛理沙は頷いて同意を示した。

「分かります。同感です」

　これには由弦は少しだけ驚く。

「……君も好きじゃないのか？」

　愛理沙ほどの美少女ならば、写真写りが悪い、写真に写った自分が不細工というような悩みもないだろう。

　むしろ可愛らしい、美人な自分を永久保存したくなってもおかしくない。

「……そんなに意外ですか？」

「いや、女子は自撮りが好きなものじゃないかなと……」

「高瀬川さんは自撮りをしている私が想像できますか？」

　由弦は自分の部屋で自撮りをしている愛理沙の姿を思い浮かべてみた。

　光源や角度などを気にしながら、カメラとの距離感を測り、できるだけ小顔に、色白に見えるように工夫する愛理沙。

　時には加工を施す愛理沙。

　それをＳＮＳなどに投稿して、喜ぶ愛理沙。

「……キャラではないな」

「でしょう？　自分の顔なんて、撮っても面白くないですよ。……猫さんは別ですが」

　きっと愛理沙の携帯の画像は、ネットで収集した猫の画像で溢あふれているんだろうなと。

　由弦は思った。

「じゃあ、適当にあしらうか？」

「……いえ、それは申し訳ないです。高瀬川さんのお爺さんも心配で、ご親切心できっと、おっしゃっていると思いますし。……写真、撮りましょう」

「まあ……そうだな」

　一枚くらいなら、爺さん孝行の一環として撮ってもいいだろう。

　写真はあまり好きではないが……別に撮られたからといって、魂を取られると思うほど嫌っているわけではない。

　善は急げ。

　由弦は愛理沙の隣に移動し、携帯のカメラ機能をオンにした。

　そして二人の顔が写るように翳かざす。

「これでいいんだよな？」

「はい、いいと思います」

　パシャリ、とそんな音がした。

　由弦と愛理沙のツーショット写真が完成する。

「どんな感じですか？」

「こんな感じだ」

　由弦は愛理沙と共に、できあがった写真を確認する。

　それは……

「……何というか、義務感で撮りました、みたいな感じですね」

「あまり楽しそうではないな」

　写真に写る由弦も愛理沙も無表情だった。

　如い何かにも「言われたから嫌々撮りましたよ」というような写真だ。

　これでは安心するどころか、余計に不安になるだろう。

「もう一度、撮り直すか」

「それがいいと思います」

　由弦はもう一度、携帯を掲げる。

　そして今度は楽しそうに、笑みを浮かべてみせた。

「高瀬川さん、引き攣っていますよ」

「そういう君こそ……目が死んでるぞ」

「それは元からです」

　そんなやり取りをしながら、二枚目の写真を撮った。

　できあがったのは……

「……これはダメですね」

「見るからに作り笑いって感じだな」

　これならまだ、先ほどの写真を送った方がマシだろう。

　由弦は撮った写真を消去する。

「そもそも、一般的なカップルはどんな感じの写真を撮るのですか？」

「言われてみれば、そうだな。……それを知らないようでは、写真も撮れない」

　由弦と愛理沙は三枚目を撮る前に、カップルのツーショット写真を調べてみることにした。

　こういうのはネットで調べれば、すぐに分かる。

「な、なるほど……肩を寄せ合うのか……」

「こ、こんなにくっつくんですか？」

　由弦と愛理沙は思わず、戸惑いの声を上げた。

　写真にも依よるのだが、大抵の場合は男性側が女性の肩を抱き寄せて、それに対して女性側が寄りかかるように、顔を男性の肩に寄せる……というものだった。

　恋愛初心者の由弦と愛理沙には、少し難易度が高いように見える。

　さすがにこれはちょっと……

　と二人が思ったその時だった。

　再び由弦の携帯が着信音を鳴らした。

　送り主は由弦の祖父であり、内容は……写真の催促だった。

「……どうする？」

「撮るしかないじゃないですか……」

　致し方がない。

　由弦と愛理沙は腹をくくった。

　とはいえ、さすがに肩を抱いたり、顔を肩に乗せたりというのはともに男女経験の浅い由弦と愛理沙には厳しかった。

　そこで互いに肩がくっつく程度の距離まで詰め、顔を寄せあうという方向性で写真を撮ることにした。

　由弦は携帯の画面を掲げ、二人の顔が写るようにする。

　そして愛理沙との間に空あいていた拳一つ分程度の距離を、ピッタリと肩と肩を触れる距離まで詰める。

　一方の愛理沙は由弦の肩に顔を寄せる……というほどではないが、僅かに首を傾けて、由弦と自分の顔の距離を縮めた。

　サラサラとした美しい亜麻色の髪が、由弦の肩を擽くすぐる。

　シャンプーのいい香りがした。

「ど、どうかな？　雪城」

「そ、そうですね……いいと思います」

「……じゃあ撮るぞ」

「は、はい……」

　パシャリ、と音が鳴った。

　できあがった三枚目の写真を、由弦と愛理沙は確認する。

　写真には……

　照れ臭そうにしながらも互いに寄り添う、少年と少女が写っていた。

　初々しい、付き合って数か月しか経たっていないカップルが初めて撮ったツーショット写真……というようなできあがりだった。

「……」

「……」

　思わず由弦と愛理沙は無言になった。

　先ほどの自分たちの行動が、演技をしている偽にせの婚約者同士というよりは、付き合い始めたばかりのカップルそのものであったと、ようやく自覚したのだ。
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「……まあ、これなら爺さんも納得するだろう」

「そ、そうですね。説得力はありそうですし」

　とりあえず、写真に関しては問題ない。

　由弦はツーショット写真を祖父に送ることにした。

　画像を添付して送ると……すぐに既読がつき、返信が来た。

　返信の内容は、あまり羽目を外し過ぎるな、とそんな忠告だった。

「……あんたが撮らせたんだろうが」

「完全にバカップルだと、思われましたね……」

　別に仲のいい恋人同士だと思われるのは問題ない。むしろ好都合だ。

　しかし……羽目を外し過ぎている、バカップルだと思われるのは由弦と愛理沙にとって、少し心外だった。

「ところで、雪城」

「えっと……何でしょうか？」

「この写真、どうする？」

　削除した方がいいだろうか？

　と由弦はそういう意味で、愛理沙にそう尋ねた。

　すると愛理沙はしばらく考えてから……答えた。

「……一応、もらいます」

　最初、由弦は愛理沙が何を言っているのか分からなかった。

　が、すぐに合点がいった。

「どうする？」の意味を「欲しいか？」と捉えたのだ。

「あぁ……そうか、うん、そうだな。送るよ」

　由弦は画像ファイルを愛理沙にも送った。

　愛理沙は画像を受け取ると、それをダウンロードして携帯に保存した。

　それから僅かに赤らんだ顔で、言い訳をするように早口で言った。

「いえ、まあ……一応、私の写真でもありますし。これもまた……思い出だと思いますから」

「……そうだね。十年後くらいには、笑い話になっているかもしれないね」

　二人は気恥ずかしさを誤魔化すように笑うのだった。




　　　　※




　由弦と愛理沙が初めてのツーショット写真を撮った日から、週が明けた月曜日の放課後。

　気晴らしも兼ねて図書館で試験勉強しようと、図書館へと向かう途中のこと……

「えぇ!?　どうしてだよ」

　そんな軽薄そうな声が聞こえてきた。

　それは冗談めかしたような雰囲気ではあるが、どこか怒気が含まれているように聞こえた。

「なあ、少しだけ……お試しだと思って。一か月……いや、一週間、いや、三日！　友達から……」

　どうやら、色恋沙汰で揉もめているようだった。

　もっとも由弦はよそ様の色恋沙汰に首を突っ込む趣味はないので、そのまま無視して通り過ぎようとし……

「あなたのことが好きではないからです」

　聞き覚えのある声に、足を止めた。

　凜りんとした美しい、しかしどこか無機質で凍えるように冷たい声。

　由弦のよく知っている、少女の声だった。

　知り合いとなると、放ってはおけない。

　由弦は声のする方へと向かう。場所は人気のない、木陰だった。

　こっそりと、由弦は様子を窺うかがう。

　やはり聞き覚えのある声の方は、由弦の〝婚約者〟である雪城愛理沙だった。

　そしてその〝婚約者〟にしつこく縋すがっているのは……

　一つ、上の先輩だ。

　由弦の記憶が正しければ……サッカー部のエースだ。

　朝礼か何かで、表彰されていたのを見た記憶があった。

　それに最近、宗一郎や聖との間で名前が挙がる人物でもある。

　名前は海うみ原はらだ。

「えー！　どの辺？　俺、そんなに悪くないと思ってるけど……」

「全体的に、全てが」

　バッサリと、愛理沙は切り捨てた。

　少し苛いら立だっている様子だ。

　そして海原の方も……少し苛立っているように見える。

「まあ、そんなに固いこと言わずにさぁ……きっと、俺、君の役に立てるから」

「あなたの手助けなど、必要としていませんが」

「君のお父さんの会社、今、経営が苦しいんでしょ？」

　愛理沙の表情が凍りついた。

　元々の無表情が、さらに能面のような表情へと変わっていく。

「俺の父さん、市議会議員だからさ。きっと、役に……」

「結構です！」

　愛理沙は吐き捨てるようにそう言うと、踵きびすを返して立ち去ろうとする。

　が、その腕を先輩が掴つかんだ。

「放してください。……先生に言いつけますよ」

「待って、待ってよ。もうちょっと話を……」

　これ以上、放っておくわけにはいかなかった。

「彼女、嫌がってますよ」

　由弦は姿を現すと、強い口調で海原を咎とがめた。

　じっと、海原の目を見つめながら由弦は近づく。

「あぁ？　誰だよ、お前。……関係ないだろ」

　バツが悪そうに彼は表情を歪めた。

　一応、無む理り強じいをしているという自覚はあるようだ。

「クラスメイトとして、放っておくわけにはいきませんから。……手を離してあげたら、どうですか？」

　由弦がそう言って迫ると……海原は僅かに目を逸そらした。

　こういう輩やからは案外、気が弱かったりするのだ。

「一年のくせに、調子に乗んなよ」

　そう言って海原は由弦の体を押すように、手を伸ばしてきた。

　殴るほどの勇気はない。だが近づかれると怖い。そういう心理からの行動だろう。

　そして由弦はその手を強く、掴んだ。

　それから軽く、捻ひねり上あげる。

「いっ……」

　海原は痛みで眉を顰めた。

　その拍子に、愛理沙を掴んでいた手を離す。

　愛理沙は由弦の背に隠れる。

　由弦は海原の手を離した。

「お前……名前は？」

　苛立った様子で海原は由弦にそう尋ねた。

　別に臆する理由も怯おびえる理由も隠す理由もないので、由弦は素直に答える。

「高瀬川由弦です」

「……高瀬川、ね。よーく、覚えておこう」

　そう吐き捨てて、逃げるように海原は去っていく。

　由弦は肩を竦すくめた。

「……あの、高瀬川さん」

　愛理沙が遠慮がちに、おどおどした表情で由弦に声をかけてきた。

　そしてペコリと、頭を下げる。

「……ご迷惑をおかけしました」

「いや、気にするな。それよりも……お節介、だったかな？」

　愛理沙は自分の事情に介入されるのを、嫌っているように見える。

　だから由弦としては、できれば様子を見るだけに留とどめたかった。

　もっとも、さすがにあれは見ていられなかったので、介入することになったが。

「いえ……あれは本当に困っていたので、助かりました」

「そうか。なら……まあ、よかったとは、言えないか。災難だったね」

「……私は大丈夫です。でも、その……高瀬川さんは、大丈夫でしょうか？」

　愛理沙は心配そうに由弦にそう言った。

　はて、どういうことかと由弦は首を傾げるが……

　すぐに合点がいった。

　おそらくは、海原に目をつけられたことだろう。

「あぁ、大丈夫、大丈夫。あれには大したことはできないよ。案外、気が弱いタイプみたいだし……精々、親に言いつけるか、もしくは群れて絡んでくるかだね」

「それは……大変ではありませんか？　あの人、お父さんは……その筋では有力な方なんですよね？　それに確か……サッカー部のエースの方でしたよね？」

「まあ、有名人ではあるな」

　もっとも……

「あの人、元々評判悪いから」

「……そうなんですか？」

「サッカー部員からもあまり慕われてはいないようだね」

　クラスメイトが悪口を言っているところを聞いたことがある。

　まあ、由弦としては人の悪口などあまり聞きたくはないのだが……

　しかし人望があまりないのは事実のようだ。

「それに、告り魔でも有名だ。告り魔の失恋騒ぎのために、わざわざ一肌脱いでやろうなんて奴はいないよ」

「告り魔？」

「最近、俺の女友達も絡まれたようでね。迷惑してたよ」

　女友達というのは、橘亜夜香と上西千春のことだ。

　彼としては可愛い一年生、それもちょっといいところのお嬢さんを恋人にして、自身の地位を向上させたいと思っていたのかもしれないが……

「強引に迫られたらしくてね」

「……その方たちは、大丈夫だったんですか？」

「あぁ、友人が割って入った。その時にひと悶もん着ちやく、まあ、今ほどではないにせよ、やり取りがあったらしいね。それで気が立ってたんだろう」

　友人とは佐さ竹たけ宗一郎のことだ。

　かの橘と上西の子女に強引に交際を迫り、佐竹に喧けん嘩かを売るなど、随分と肝が据わっていると由弦はその時思ったのだが……

　どうやら、ただ世間知らずのドラ息子なだけだったようだ。

　家柄云うん々ぬんを語るならば、自分の〝家〟だけでなく他者の〝家〟までは最低限、覚えておくべきだろう。

「本当に大丈夫ですか？」

「放っておけばいいよ。……でも、もし何かされたら、俺に言ってくれ」

「……はい」

　愛理沙はどこか、不安そうな表情で頷いた。




　　　　※




　さて、それから三日後のこと。

　昼休み。

「おい、高瀬川。……海原先輩がお前を訪ねて来てるぞ。あと、雪城も」

　同じクラスのサッカー部員に声をかけられた。

　何の用件だろうかと、由弦は首を傾げる。

　もっとも、先日の件に関係するのは間違いないが。




「大丈夫か？　高瀬川。……あの人、大分、苛立ってたけど」

　心配そうにクラスメイトが尋ねてきた。

　由弦は手をひらひらさせ、明るく言った。

「そいつは悪い。多分、苛立たせたのは俺だ。……迷惑をかけたな」

「いや、俺たちはいいんだが」

　心配するな、と由弦はサッカー部員に言った。

　それから愛理沙の方へと、視線を向ける。

　彼女の方にも連絡が行ったようだ。

　いつもの無表情ではあるものの、少し不安そうに瞳を揺らしている……ように思えた。

　それから由弦は教室のドアの方へと、視線を向けた。

　仁王立ちし、苛立った表情で、腕を組んでいる海原の姿が見える。

　できるだけ穏便に、かつ、愛理沙に迷惑がかからないように事を収めようと由弦は決めた。




　　　　※




「何の御用でしょうか？　先輩」

「……何でしょうか？」

　由弦は穏やかに、愛理沙はやや冷たい程度で。

　海原に対たい峙じした。

　周囲は弁当を広げたり、談笑したりしながら……

　少しだけこちらを気にかけている様子だ。

「……先日は」

　海原はそう言った。

　それから悔しそうに、屈辱に表情を歪ませた。

「高瀬川さんと、雪城さんには、大変ご迷惑をおかけしました。……謝罪します」

　そう言って頭を下げた。

　これには周囲も驚いたようだ。

　興味なさそうにしていた生徒たちも、興味津々という様子でこちらに視線を向ける。

　……これでは公開処刑だ。

　まあ、勿もち論ろん……海原の気持ちはどうでもいい。

　だがこれがキッカケで逆恨みされても困るし、それに悪目立ちしたくなかった。

「頭を上げてください、先輩。俺は気にしていませんから」

　そして愛理沙に目配せする。

　彼女は……呆あつ気けに取られた表情を浮かべていた。

　だが由弦と周囲の視線で、ようやく我に返った。

「私も気にしていません」

　愛理沙は淡々と、そう返した。

「……」

　一方、海原はあまり納得していない様子だった。

　一年生に頭を下げるという行為は、彼のプライドを傷つけたようだ。

　そのためか、最後に負け惜しみのように……

「……少し家が金持ちだからって、調子に乗るなよ」

　由弦に対してそう吐き捨て、去っていった。

　見事なまでのブーメランだ。

　これでは謝罪が台無しだろう。

「なあ、雪城。君、父親に彼のことを報告したのか？」

「まさか！　……もう二度と、関わり合いにもなりたくないですし。高瀬川さんは？」

「この程度のこと、親を頼るまでもないからね。言ってないよ」

　由弦も愛理沙も、親にこのことを報告したわけではない。

　では、どうして急に謝る気になったのだろうか？

　と由弦は内心で首を傾げた。




　　　　※




　その後。

　昼食中、由弦が先ほど起こった出来事について宗一郎と聖に話すと……

「へぇー、あの人、お前のところにも謝りに来たのか」

　宗一郎は驚いたように言った。

　どうやら海原は宗一郎のもとにも、謝罪へ赴いたようだ。

「君は親に報告したのか？」

「まさか。ただ……亜夜香と千春は相当、ご立腹だったようだ。あの二人、盛りに盛って、告げ口したようだな。それで海原は親父おやじさんから、しこたま怒られたらしい」

　宗一郎がそう言うと、聖はおどけた調子で怯えてみせた。

「おぉ……女は容赦ねぇなぁ。男だったら、親に頼るなんて情けなく思うものだが」

「その理論だと、あの人は男ではないということになるな。まあ……男とか、それ以前の問題として、何かあるたびに父親を持ち出すのは、情けないにも程があるが」

　海原を酷評する宗一郎。

　宗一郎からすると海原は大切な幼馴染みを傷つけようとした男なので、その評価も当然ではあるが。

「うーん、亜夜香ちゃんと千春ちゃんが、俺たちの話をしたのかな？」

「一応聞いてはみるが……それはないだろう。あの二人はその辺の分別はついている」

　亜夜香と千春が海原から受けた被害と、由弦と愛理沙が受けた被害は、別の話だ。

　由弦と愛理沙の話も含めて、亜夜香と千春が両親に報告するのは道理に適かなっていない。

「海原がパパに泣きついたんじゃねぇか？　『高瀬川』って奴に虐いじめられた！　ってさ。それで逆に𠮟られたってオチだろ」

「もしくは、海原の親父さんが問い詰めたのかもな。海原はアレだが、海原議員は良識的な人物と聞く。他にも女の子に強引に迫ったんじゃないかと、そう問い詰められて……お前の名前が出てきたとか」

　何にせよ、海原が自分の意思で謝ったはずはない。

　何らかの理由により愛理沙を傷つけようとし、そしてその過程で由弦と揉めたことが海原の父親に伝わったことは間違いない。

「まあ……過ぎたことだ。もう、やめにしよう」

　海原のことを考えるだけでも不愉快なので、由弦はそう提案した。

　宗一郎と聖は同意するように頷く。

「そうだな。……これで反省しただろうし」

「どうかねぇー、この程度で反省するようなやつは告り魔にはならんと思うが。まあ、俺には関係ないけど」

　こうして〝告り魔〟を巡る問題は一応の解決を見せた。




　　　　※




　さて、次の土曜日。

　試験も一週間後に迫っていることもあり、その日も由弦と愛理沙は勉強に精を出していた。

　そしてその日の夕食中、何気なく、由弦は愛理沙に尋ねた。

「俺ってさ、いけ好かないところ、あるかな？」

「……はい？　急にどうしましたか？」

　呆気に取られた表情で、不思議そうに愛理沙は尋ねた。

　愛理沙にこういう話をするのはよくないと思いながらも……由弦はどうしても気になっていた。

「いや……前、海原ってのがいただろ？」

「あぁ……あの、変な人ですね。まさか、何かされたんですか？」

「いや、あの後、関わりはない。ただ……言われただろ？　金持ちだから、云々と」

　そもそも、自分の父親の職業を持ち出すような人間に、それを言われる筋合いはない。

　だがどうしても気になるものは気になる。

「……気にされていたんですか」

　愛理沙はそのグリーンの瞳をパチパチとさせ、少し驚いた様子で言った。

　由弦は思わず、髪を掻く。

「いや、まあ……海原に言われたからというよりは、普段から気にはしているんだけどね」

　高瀬川家は普通の家ではない。

　名門と言っても、差し支えないだろう。

　相当額の政治献金も行っているので、海原が由弦に謝罪したのはそういう背景がある。

「そうですね。まあ、金銭感覚は緩そうだなという印象はありますが」

「……そうかな？」

「やりもしないゲームを積み上げたり、使いもしないキッチン用品を買ったり」

「……ま、まあ、そうだな」

「でも、一般家庭でもそういう方は大勢、いらっしゃいますから。高瀬川さんがお金持ちだから、というわけではないと思います。もっと、根本的な問題ですね」

「……」

　果たしてそれは慰めているのか。それとも説教しているのか。

　由弦は少し複雑な心境になった。

「でも、鼻につく感じはないです。今のところは。……というか、私、そもそも高瀬川さんがそんなに凄すごいお家の方だとは知りませんでしたし」

「……そうかな？」

「そうです。気にし過ぎですよ。あれはただの負け惜しみです。要するに自分の家柄や財力、父親の職業でマウントを取ろうとしたら、間抜けなことに失敗したから、悔し紛れにああ言っただけです。あんな人のあんな言葉を気にしたら、ダメですよ」

　勿論、その辺りは由弦も分かっている。

　実際のところ、海原にどう思われようとも由弦は気にならない。

　だが……由弦にとって、〝高瀬川〟の家名はとても重い物なのだ。

「というか、意外ですね」

「意外？」

「高瀬川さんはもっと、こう……強い人なのかと思ってました」

　意外、という愛理沙の言葉そのものが由弦にとっては意外だ。

　別に由弦は自分のことを強いと思ったことは一度もない。

「……どうして？」

「いえ、だって……あの人に威圧されても、高瀬川さんは全然、動じていなかったじゃないですか。……私はちょっと、怖いなと思っていたので」

「まあ……怯えるほどのことではないからね」

　世の中にはもっと、怖い人間がいることを由弦は知っていた。

　高瀬川の次期当主として、そういう人間は間近で見てきている。

　だからただの高校二年生の子供に過ぎない海原など、怖くもなんともない。

　ただ……

「あれは海原には、うちに手を出すことはできないと……高をくくってたところもあるからね」

　だから海原が〝家〟を持ち出してきても、怖くはなかった。

　いや、だからこそ怖くなかったと言えるかもしれない。

〝高瀬川〟という家名は一般人よりも、海原のような人間に対して相性がいいのだから。

　由弦は思わずため息をつく。

「俺が高瀬川ではなかったら、彼はきっと俺に謝罪をしてくることはなかったね。つまり、俺が強いのではなく、高瀬川が強いというか……」

　家に頼ったつもりはない。

　だが高瀬川由弦にとって、〝高瀬川〟という家名は不可分のものであり、どうしてもその言動の背後には家名がチラつく。

　ある意味、同類である宗一郎たちには言えないことを由弦が吐き出していると……

「高瀬川さんは、ご実家が嫌いなんですか？」

　愛理沙がそんなことを尋ねてきた。

　由弦は首を傾げる。

「まさか。……自慢をするつもりはない。だが誇りに思っている」

「なら、いいじゃないですか」

　それから愛理沙は美しい眉を寄せた。

　そして言葉を選んでいく。

「何と、言えばいいんですかね……結局のところ、名前も、容姿も、才能も、教育も、大抵の人はご両親からもらった物なわけじゃないですか。だから……高瀬川さんの力で、いいと思います。大事なのは使い方と言いますか……」

　そして愛理沙は「とにかく」と、強い言葉でまとめる。

「私は高瀬川さんに助けていただきました。これは高瀬川さんの、高瀬川由弦さんのおかげです」

　由弦は胸がすくような気持ちになった。

　長年、喉に刺さっていた小骨が取れたような……そんな気分だ。

「雪城」

「はい」

「ありがとう」

「力になれて、幸いです」

　そう言って愛理沙は微笑んだ。

　それはとても美しく……極めて自然な笑顔だった。

　不思議と由弦の胸が高鳴った。




　　　　※




　愛理沙は自主勉強の息抜きに、携帯の中に保存した画像を眺めていた。

　その殆どは猫の画像だ。

　ネットで集めたものや、野良猫を撮影したものまで様々な種類の猫の画像を愛理沙は保有していた。

「やっぱり猫さんは可愛いですね……」

　ふにゃり、と頬を緩ませながら愛理沙は画面をスライドさせる。

　すると、画面には猫ではない画像が映った。

　殆どは猫の画像ではあるが、別に猫の画像しか持っていないわけではないので、猫以外の画像が出てくることはおかしなことではない。

「……この前の写真ですね」

　それは由弦と愛理沙のツーショット写真だった。

　由弦の祖父に送るために撮影し、そしてせっかくだからと由弦からもらったものである。

（は、恥ずかしい……）

　写真の中には由弦と体が触れ合うほどに距離を詰め、恥ずかしそうに頬を赤らめている愛理沙の姿が写っている。

　この時は写真撮影と、そして由弦との距離を詰めたことに恥ずかしさを感じていたが、今の愛理沙はどちらかといえば、恥ずかしがっている自分に恥ずかしさを感じていた。

（も、もう少し平静に……落ち着いて撮れなかったんですかね……）

　愛理沙は内心で過去の自分自身を責めた。

　由弦とツーショットを撮ることに恥ずかしさを感じている過去の自分は、まるで由弦を異性として強く意識しているようだった。

　勿論、愛理沙が由弦を異性として意識しているのは事実だ。

　が、それは〝男性と認識している〟という意味であり、恋愛感情として好きというような意識ではない。

　だがこの写真の自分は……由弦に対して恋愛感情を持っているように見えた。

「まあ、素敵な人ではありますが……」

　いろいろと欠点や短所の多い人ではあるが、しかしそれは十分に目を瞑つぶれる範囲内だ。

　そもそも欠点や短所がない人はいない。

　それに彼自身、その欠点や短所を改善しようという意識が感じられるのは愛理沙としては好印象だ。

（……客観的に見て、良縁ですよね。この婚約は）

　由弦の実家は、高瀬川家は非常に〝力〟のある家らしい。

　それに対して愛理沙の家──正確には愛理沙の養父の家だが──は会社が経営難であることから分かる通り、傾きかけている。

　おそらく愛理沙と由弦の結婚は、いわゆる〝玉たまの輿こし〟に当たるだろう。

　よほどのことがない限りは、何一つ不自由ない生活が保障される。

　もちろん、お金はあるに越したことはないとは思うが、お金の有無だけで結婚相手や恋愛対象を決めるような真似まねをするほど、現金ではない。

　それよりも愛理沙が気になるのは……

（私のことを、守ってくれたりとか……するのかな……あんな風に……）

　愛理沙は先輩に絡まれたことを思い出した。

　あの時、由弦は愛理沙のことを助けてくれたのだ。

（とても冷静で、堂々としてましたね……高瀬川さんは）

　普通ならば年上の先輩に対しては、どうしても萎い縮しゆくしてしまうだろう。

　だが由弦は全く動じず、堂々としていて、そして冷静だった。

　その感情を全く荒立てない、淡々とした態度にはとても頼りがいを感じた。

　まるで激しい嵐の中、折れることなく立っている大木のようだった。

　高瀬川という家の〝力〟や〝名前〟に対してではなく、高瀬川由弦という一人の人間の能力とその精神性にある種の力強さと安あん堵どを覚えたのだ。

（って、何を考えているの……私）

　愛理沙は自分の顔が熱くなっていることに気づき、慌てて頭を左右に振った。

　いつの間にか心臓がドクドクと鼓動を鳴らしていた。

（そもそも恋人とか、想像もできないし……）

　由弦が異性として魅力的なのは事実だ。

　だが愛理沙には由弦の横を歩く自分の姿が想像できなかった。

「はぁ……勉強に戻りましょうか」

　愛理沙がため息をついて、携帯を仕し舞まい、勉強に集中し始めようとした時。

　家の中が少し慌ただしくなったように感じた。

　愛理沙は自室から出て、玄関まで向かう。

　そこには愛理沙の養母と義妹に出迎えられた、養父が立っていた。

「……おかえりなさい」

　愛理沙は養母や義妹と共に、軽く頭を下げた。

　養父は仕事が忙しいらしく、滅めつ多たに家に帰って来ない。

　今日は非常に珍しい日と言える。

「……あぁ、ただいま」

　養父は非常に冷淡に、何の感情も浮かんでいない──愛理沙には彼が何を考えているのか分からなかった──表情と声音でそう答えると、雑にネクタイを緩めた。

　とりあえず、出迎えの挨拶は終えたので自室に戻って勉強を再会しようと愛理沙は踵を返そうとして……

「……そう言えば、愛理沙」

「はい」

　呼び止められた。

　思わず背筋を伸ばす。……愛理沙は養父が苦手なのだ。

「……勉強の調子はどうだ？」

　しばらくの沈黙の後、養父はそう尋ねた。愛理沙は淡々と答える。

「順調です」

「……そうか」

　再び、養父は沈黙する。

　もしかして、何か怒っているのではないか？　と愛理沙が小さくなっていると……

「由弦君とはどうなっている？」

「あ、はい……えっと……順調、だと……思います」

　それは愛理沙にとっては少し予想外の質問だった。

　愛理沙の回答に対し、養父はなるほどと小さく頷き、そして質問を重ねる。

「どこか、デートには行ったか？」

「デート、ですか？　……いえ、それは、まだ……」

　家でゲームはさせてもらっているが、それはデートとは言わないだろう。

　少なくとも養父はそういう意味で聞いているわけではないはずだ。

「……そうか」

　養父が何を考えてそのような質問をしたのかは分からなかったが、その「そうか」という言葉からは、あまり好意的な感情は感じられなかった。

「すみません……」

　反射的に愛理沙は謝ってしまった。

　きっと由弦と愛理沙の関係があまり進展していないことに、養父は機嫌を損ねたのだろうと、愛理沙は少しだけ恐怖した。

「……この婚約はお前の人生にとって、とても重要なものだ。頑張りなさい」

　頭を下げる愛理沙に対して、養父は淡々とそう言って、リビングへと立ち去ってしまった。

　一人残された愛理沙は玄関で立ち尽くした。

　思わず、両手で服の胸元を掴む。

「高瀬川さん……」

　愛理沙は小さな声で呟つぶやいた。
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　さて、期末試験の前日。

　由ゆ弦づるが最後の追い込みをしていると……

「はい、もしもし」

『おお、由弦か。……勉強の調子はどうじゃ？』

　電話の主は高たか瀬せ川がわ家け先代当主にして、由弦の祖父だった。

　その声音は非常に厳しい……先代当主としての、次期当主への言葉だった。

「前回よりはちゃんと勉強をしているから、いい結果が期待できると思うよ」

『ほう……佐さ竹たけや上うえ西にし、良りよう善ぜん寺じには勝てるか？』

「それはまあ……大きなミスをしなければ、勝てると思う。……前も勝ったしね」

『では、橘たちばなには？』

「亜あ夜や香かちゃんには……うん、どうだろうね……」

　橘亜夜香はああ見えても頭がいい。

　彼女に勝つ自信は由弦にはなかった。

『しょせんは試験結果、常に勝てとは言わん。だが……高瀬川として、一度は橘を負かせ』

「……はい、肝に銘じておきます」

　橘と高瀬川はライバル関係にある。

　高瀬川家の後継者である由弦が、ただの試験とはいえ、橘家の後継者である亜夜香に負けっぱなしというのはよくないのだ。

『もっとも、試験などは単なる学業の指標に過ぎん。重要なのは……政治力と経済力、すべてを合わせた〝権力〟だ。それで橘に優まさっていればいい。……どのような手段を用いようと、な』

「はい、分かっていますとも」

　それは政略結婚も含まれるのか？

　という疑問が一瞬だけ脳裏を過よぎったが、その答えは分かり切っていることであるため、あえて聞くことはしなかった。

『さて、お説教はおいて……孫はできそうかのぉ？』

　冗談半分、という調子で祖父は尋ねてきた。

　由弦は肩に入っていた力を抜き、苦笑する。

「……高校生の身で、同級生を妊娠させたら、高瀬川家の名誉は失しつ墜ついするんじゃないか？」

『屁へ理り屈くつを言うな。ワシが聞きたいのは要するに……愛あ理り沙ささんとはどうなっているのか、ということじゃよ』

「写真は送ったはずだけど？　見ての通り、上手うまくいっているよ」

　由弦は少し前に送った〝バカップル写真〟を思い出した。

　思わず顔が少し熱くなり、声が上擦る。

『それから進展はあったのか？　という話じゃよ。どこか、デートには行ったか？』

「デートは……毎週、家でしているけど……」

『阿あ呆ほか。それはデートとは言わん！　大体、健全な男女が家でゲーム三昧とは、何を考えているんじゃ！』

　言われてみると、恋人なのに家でゲームをする以外の交流がないというのは不自然ではある。

　が、由弦にも言い分がある。

「でも雪ゆき城しろはゲームを楽しんでくれているし。お互い、楽しいならいいかなと……」

『そんなもん、お前を気遣っているからに決まっているだろう！　仮に楽しいのだとしても……不健全じゃ。少しは野外でデートをしなさい。それとも……何か、できない理由でもあるのかのぉ？』

　できない理由は……特にない。

　強しいて言えば由弦が少し、照れくさく感じてしまう程度だろう。

「……分かったよ。今度、雪城をデートに誘う。それでいいだろう？」

『いいぞ。それと……ちゃんと写真を、撮ってくるように』

「……はいはい」

　由弦は思わずため息をついたのだった。




　　　　※




「ふう……悪くないな」

　自己採点を終えた由弦は安あん堵どの声を上げた。

　返ってくるまではまだ分からないが、少なくとも中間試験と同等かそれ以上の点数を取れたはずだ。

　おそらくは愛理沙との勉強会のおかげだろう。

　……中間試験の時は宗そう一いち郎ろうたちとふざけながら勉強をやったので、実はあまり捗はかどらなかった。

「それで君はどんな調子だ？」

「……いい感じです。努力分の成果は出たかな、と」

「それはよかった」

　期末試験最終日。

　土曜日ではなく金曜日ではあるが、愛理沙は由弦のマンションにやってきていた。

　二人で自己採点をして、試験の振り返りをすることになったからだ。

「しかし新鮮だな、自己採点というのは」

「……したこと、ないんですか？」

「まあ、俺は基本的に過去は振り返らないから……それに過去は振り返らない奴やつばかり、友人だからな」

　具体的には宗一郎、亜夜香、千ち春はる、聖ひじりである。

　悪い奴らばかりだなと、由弦は自分の交友関係の偏かたよりに憂いを感じた。

　類は友を呼ぶというやつだろう。

「振り返り過ぎはよくないかもしれませんが、復習くらいはするべきかと」

　なぜか開き直っている由弦に対し、愛理沙は冷たい目と口調で言った。

　由弦はそれに対し、肩を竦すくめる。

「ふくしゅうは何も生まない、って言うだろう？」

「それは〝ふくしゅう〟違いです。……夏季休暇中の校外模試に備えて、頑張らないと」

「校外模試ね。……そっちは本腰入れないとな」

　中間・期末試験と校外模試。

　重要なのは圧倒的に後者である。

　推薦を狙わない限り、内申点は悪くても問題はない。

　中間・期末試験の問題は受験に対応しているとはとても言えないような内容なので、受験時に役に立つかと言われると疑問が残る。

「どちらも本腰を入れるべきだと思いますが。……推薦という選択肢はそもそも、ないんですか？」

「三年間も品行方正に過ごす自信がない。雪城は推薦を狙うつもりなのか？」

「まだ決めていません。ただ、選択肢は多い方がいいでしょう？」

　実に優等生らしい回答だ。

　宗一郎たちに爪の垢あかを煎せんじて飲ませてあげたいと、由弦は自分のことを棚に上げた。

「まあ、しかし受験は今からずっと先の話。そして期末試験はもう過ぎた話。もっと近い未来の話をしよう」

「全く考えないのはどうかと思いますが……もっと、近い未来というのは？」

「明日、どうする？　いつも通り、ゲームでもする？」

　明日は土曜日。

　愛理沙が由弦の家に来る日だ。

　この二週間ほどはゲームではなく勉強をしていたので、もしゲームをするならば久しぶりになる。

「それについてなのですが、ご相談があります」

　愛理沙は改まった口調で由弦にそう言った。

「どうした？」

「……毎週、ケーキを用意してくださるじゃないですか」

「ああ、そうだね。まあ、先週はシュークリームだったけど」

　由弦が贔ひい屓きにしている有名な洋菓子店。

　ケーキだけでもいろいろな種類があるが、勿もち論ろんプリンなどもある。

　その全てがとても美味おいしい。

　由弦は愛理沙のために、毎週異なる種類の物を購入していた。

「あれはとても美味しかったです。って、そうじゃなくて」

「そうじゃなくて？」

「明日は……お菓子はやめていただけると助かります」

　由弦は思わず首を傾かしげた。

　毎週、ケーキの箱を取り出すと愛理沙は目を輝かせてくれたし、その食べる姿はとても幸せそうだった。

　そしてたった今、シュークリームを美味しいと言ったばかりだ。

「どうして？　美味しかったんだろ？」

「美味しいです。美味しいですけど……それが問題なんです。……察してください」

　察しろ。

　そう言われた由弦は少し考え……その答えに行きついた。

　なるほど、女性としてはそれは気になるところだろう。

　だが……

「どちらかと言うと、君が珈コー琲ヒーに入れている砂糖の量の方が主要因の可能性が……」

「余計なお世話です。それと、まだ、増えてません。懸念の段階です」

　愛理沙はそう言って由弦を睨にらみつけた。

　頬ほおを赤らめ、眉を寄せ、目を吊つり上あげている。

　少々、無神経だったようだ。

「まあ……でも、俺も増えたかもな。運動量は意識的に増やしてはいるけど」

「……男性は代謝がいいんじゃないですか？」

「ケーキよりも、君の料理の方が罪深いな。つい、食べ過ぎてしまう」

「それはまた……ありがとうございますと言えばいいのか、すみませんと謝るべきか」

　愛理沙は困惑した様子でそう言った。

　とはいえ……どちらかと言うと、彼女の気持ちは〝ありがとう〟に寄っているようだ。

　その証拠に僅わずかに口元が緩んでいる。

「……実は最近、爺じいさん、つまり祖父から説教されてな」

「説教、ですか？」

「自宅でゲームばかりやるのは、お前は面白いかもしれないが、年頃の女の子はつまらないだろうと。まあ、そういう説教だ」

　愛理沙が由弦の家にやって来るのは彼女がゲームをしたいというのもあるが……仲なか睦むつまじい婚約者を演じるためでもある。

　要するに名目上は〝おうちデート〟なのだ。

　だが……〝おうちデート〟ばかりするカップルがこの世のどこにいるだろうか？

「私は楽しいですけどね。……しかし、そうですね。私の養父にも……まあ、野外へ……その、デートにはいかないのかと、今日の朝、聞かれました」

　デート、という言葉を出すのに少しだけ口くち籠ごもる愛理沙。

　愛理沙にとっては異性の友人同士で遊んでいるだけという認識ではあるが、傍はた目めには恋人同士であり、そして保護者から見れば婚約者同士だ。

　そう見えるように演じているのだから当たり前であるが、自分で口に出すには気恥ずかしいものがある。

　……そういう態度は初々しい恋人同士感があり、それはそれで問題はないのだが。

「君も同じか。……そこで、物は相談なんだが、その、アレだ。明日はデートにでも、出掛けないか？」

　最近、勉強続きで体を動かせていない。

　だから野外で少し体を動かしたい。その方が健康にもいいだろう。

　それにせっかく、期末試験が終わったのだ。

　いつもとは少し違う場所で楽しく遊びたい。

　と、由弦はそう提案した。

「そうですね、いいと思います。恋人同士であることに信しん憑ぴよう性せいを持たせるためにも、少し野外で遊んだ方がいいでしょうし」

「じゃあ、追って連絡しよう」

　かくして二人は〝デート〟に挑むことになった。




　　　　※




　当日。

　軽い運動をするということで、動きやすい服装に着替えた二人が訪れた場所は……

「何ができるんですか？　ここ」

「カラオケ、ダーツ、ビリヤード、ボウリング、卓球、テニス……この辺りはやったことがある」

　所謂いわゆる、総合娯楽施設という場所である。

　せっかくなので健康的な場所へ、というチョイスだ。

「来たことあるんですか？」

「まあ、友達と何度か。勿論、その友達ってのは佐竹宗一郎と良善寺聖だが」

　さすがに一度も行ったことがないような場所に愛理沙を案内する勇気は、由弦にはなかった。

　まあ、何でもできるので、全て外れということはないだろうという判断である。

　由弦は会員証を持っていたが、愛理沙は持っていなかったので、入場時に作ってもらった。

　会員証を財布にしまった愛理沙は由弦に尋ねる。

「それで……どうしましょう？」

「雪城は何か、興味があるのはないのか？」

　ここは初心者の愛理沙を優先しようと、由弦はカウンターでもらったパンフレットを開きながら言った。

　愛理沙は熟考の末に、施設の一つを指さした。

「テニスとか。授業でやった経験があります。試合……となると自信はありませんが、ラリーをするくらいなら。いい運動になって、楽しいかなって」

「テニスか、うん、いいね。そうしようか」

　男女でテニスをやる。とても恋人らしいイベントではないか。

　何かとうるさい祖父も「テニスをやった」と言えば、納得するに違いない。

　早速、ラケットとボールを借りてテニスコートへ向かう。

「じゃあ、俺から打つけどいいかな？」

「はい。どうぞ」

　由弦はあまり勢いをつけすぎないように、ボールを愛理沙に向けて打った。

　すると愛理沙は上手にそれを打ち返してくる。

　狙いは正確で、真まっ直すぐ由弦へとボールが向かってきた。

　それを由弦が再び打ち返す。

「……上手じゃないか、雪城」

「高瀬川さんも……お上手ですね」

　思っていたよりも、長くラリーが続く。

　ボールが何度も二人のコートを行き来する。

　そして……それはやがて終わりを迎えた。

「あっ……」

「おっと……」

　愛理沙が打ち返したボールは、由弦の方向……よりもやや外れた位置へと飛んで行った。

　由弦はそれを何とか打ち返すが、しかしそれは見当違いの方向へ飛んでしまう。

　さすがの愛理沙もそれを打ち返すことは敵かなわなかった。

「すまない、雪城」

「いえ……先にミスしたのは私ですから」

　お互いに軽く謝罪をし、再びラリーをする。

「よしっ！」

「えいっ！」

　ただボールを打ち返し合うだけだが、それだけでも十分に楽しい。

　次第に二人の表情には笑みが浮かんでいた。

「あのさ、雪城」

　何度目かのラリーを終わらせた由弦は、ネット越しに愛理沙へと話しかける。

「何でしょうか？」

「お互い、そこそこできるみたいだしさ……試合、やらないか？」

　試合は自信がない。

　と、そう言った愛理沙だが、由弦の目から見ても十分に試合ができそうだった。

　ラリーだけでも十分に楽しいが、できるならば試合をした方が楽しいだろう。

「そうですね。やりましょうか」

　愛理沙の方もラリーを続けたことで、乗り気になっていたらしい。

　迷いなく頷うなずいた。

「じゃあ、とりあえずワンセットやろうか」

「はい。……あ、一つだけ、いいですか。高瀬川さん」

「どうした？」

　ハンデでもつけて欲しいのだろうか？　と由弦はそう思ったのだが……

　愛理沙は真剣な表情で言った。

「手加減はなしで、お願いします」

「……分かったよ。手加減はなし、ね」

　相変わらず負けず嫌いだなと、由弦は思わず苦笑した。

　……とはいえ、内心では少しだけ焦っていた。

（手加減なしで負けたら……男としての沽こ券けんに関わるな）

　テレビゲームとは異なり、テニスならば男である由弦の方が、身体能力的には有利だ。

　にもかかわらず敗北するのは……由弦としては、相当悔しい気持ちになるだろう。

「行くぞ」

「はい」

　由弦は愛理沙へ一声かけると、真剣な表情でサーブを打ち込んだ。

　さて、しばらくして試合が終わった。

「うぅ……悔しいです」

　由弦に負けた愛理沙は悔しそうに言った。

　ムスッとした表情で、地じ団だん駄だを踏んでいる。

「いや、しかし……雪城は強いな」

　一方の由弦は息を少し荒らげながら、ため息交じりに言った。

　確かに勝ったのは由弦だが、勝敗はかなり怪しいところだった。

　正直に言えば、男女の身体能力的な優位で、筋力でごり押しして何とか勝てた節がある。

「もう一戦、お願いできますか？」

「別に構わないけれど……その前に少し、休憩しよう。熱中症になるとよくないしね」

　テニスコートは総合娯楽施設の建物内にあり、冷房が効いている。

　とはいえ、今の季節は夏。こまめに水分を取った方がいい。

「それもそうですね」

　愛理沙の同意を得て、二人は近くにあったベンチに腰を下ろした。

　持ってきていたタオルで汗を拭う。

　ふと、由弦は隣に座っている愛理沙へと視線を向けた。

（……やっぱり綺き麗れいだな）

　僅かに汗に濡ぬれた亜あ麻ま色いろの髪と、白い肌はとても艶っぽい。

　半袖の動きやすい、薄い生地の服が汗を吸収し、僅かに愛理沙の肌に張りついている。

　そのため愛理沙の体の凹おう凸とつがくっきりと浮かび上がっていた。

　ふんわりと清涼剤と汗が混ざった、いい香りが漂ってくる。

「私の顔に何か、ついていますか？」

「え？　あ、いや……」

　視線に気づいた愛理沙が由弦にそう尋ねた。

　由弦は脳のう味み噌そをフル回転させて、言い訳を探す。

「実は写真を撮って欲しくてさ……」

「あぁ……なるほど」

　愛理沙は僅かに頬を赤らめて、納得の色を浮かべた。

　咄とつ嗟さの言い訳として使った〝写真〟ではあるが、これは祖父からの指令でもあった。

「……一応お聞きしますが、私たちが、その、口裏を合わせていることは知られてはいませんよね？」

　やや不安そうに愛理沙は由弦にそう尋ねた。

　普通、祖父が孫の恋愛事情に口を挟むだろうか？　もしかして由弦と愛理沙の関係を疑っているのではないか……

　そんな懸念を抱いている様子だ。

「どうかな？　そういう素振りは見られなかったけど……」

　確かに由弦と愛理沙の間にはまだまだ距離があるが、家の都合で数か月前に婚約を交わした男女の関係など、この程度だろう。

　むしろ比較的、良好な関係と言える。

　そもそも由弦と愛理沙の関係を疑うことができるほど、二人は祖父の前で恋人としての姿を見せていない。

　祖父は由弦からの連絡以外で二人の関係を知ることはできないのだ。

「恋人として距離が少しあることは、察せられているかもしれない。が、だからこそ口出ししてくるという感じじゃないか？」

「……なるほど。ひとまず、安心しました」

　愛理沙はそう言って頷いた。

　それから由弦に尋ねる。

「それでどういう写真を？　前回と同様に〝自撮り〟ですか？」

「いや……今回はちゃんと背景が分かるように、とのことだ。要するに俺たちが外にデートに行ったことが分かればいい」

「なるほど。じゃあ……従業員の人に撮影してもらいますか」

「そうだな。適当に一枚、撮ってもらおうか」

　幸いにも今日は人が少なく、従業員はそれほど忙しそうにしているわけではない。

　少し暇そうにしている、大学生のアルバイトと思われる女性従業員に声をかける。

「……というわけなので、一枚お願いできますか？」

「ええ、いいですよ。任せてください」

　彼女はあっさりと快諾し、由弦の携帯を受け取った。

「はい、じゃあ笑って……三、二、一！」

　シャッター音がして、写真が一枚撮れた。

　由弦と愛理沙は女性従業員のところへ駆け寄り、写真を確認する。

　僅かな笑みを浮かべた男女が綺麗に映っていた。

　今回はちゃんと外へ出かけたのが分かることが重要なので、これで問題ない。

　とりあえず今日の目的は果たしたと、由弦と愛理沙は肩の荷が下りる……だが。

「……ダメですね。失敗です」

「……はい？」

「え？」

　由弦と愛理沙が困惑していると、女性従業員は再び携帯を構える。

「ダメですよ！　もっと楽しそうにしないと!!」

「いや、別に……」

「今の写真で特に問題は……その、お忙しいでしょうし……」

「私は暇ですから！　もっといいのを撮りましょう!!」

　ノリノリで女性従業員はそう言った。

　由弦と愛理沙は人選を間違えたと後悔したが、もう遅い。

　押し切られる形で二枚目を撮影することになってしまった。

「もっとくっついて！　彼氏さんは彼女さんの肩を抱いてください！　彼女さんも彼氏さんに身を預けるように、そうですね……顔を胸元に寄せる感じで!!」

　なぜかやたらと煽あおりを入れてくる女性従業員。

　由弦と愛理沙は顔を見合わせる。

「（ど、どうする？　……断りを入れるか？）」

「（い、いや……でも、そもそも頼んだのは私たちですし……）」

　何だかとても楽しそうにしているので、今更やめてくださいとは言えない。

「さっと撮って、さっと終わらせよう」

「……そうですね。それがいいと思います」

　ここは素直に言う通りにするのが最善だろう。

　由弦と愛理沙はそう考え、女性従業員の指示に従うことにした。

　とはいえ、お互いの体に触れ合うような真似まねは少し抵抗がある。

　そのため由弦と愛理沙は体がギリギリ触れ合わない距離まで近づいた。

　しかし……

「さあ、早く！」

　由弦と愛理沙は急せかされる形で、距離を詰めた。

　半袖から伸びる互いの肌が触れ合う。

　由弦は恐る恐るという調子でゆっくりと、愛理沙の肩へと手を伸ばし、触れた。

（前よりも……いろいろと、きついな）

　愛理沙の肩は汗でしっとりと濡れていた。

　そして互いに距離を縮めたことで、愛理沙の匂いもより強まっている。

　そして愛理沙の汗や体臭を由弦が強く感じているということは、逆も然しかり。

　愛理沙も由弦の汗や体臭を強く感じ取っているということでもある。

　もちろん、由弦は愛理沙の汗や体臭を不快には思わない──むしろ変な気分になってしまうくらいだ──が、愛理沙が由弦のそれを不快に思っていないだろうかと、危惧した。

「……」

　遠慮しないで。早く終わらせましょう。

　そう言うように愛理沙の方も由弦の方へと体を寄せた。

　そんな愛理沙の思いに応えるように、由弦の方も肩へと力を籠こめて、愛理沙を自分の方へと引き寄せる。

「あぁ……いいですね！　いい身長差です!!　彼氏さんはもっと顎を引いてもらえませんか？　そうです、そう……そんな頼りがいのある感じで。彼女さんはもっと彼氏さんにくっついてください。少し腰が引けてますよ。あと、表情も、もっと可か愛わいらしく……上目遣いな感じで。あ、そうです。いいですね、とても可愛らしいですよぉー」

「……」

「……」

　何者なんだ、この人は。

　と由弦と愛理沙は思ったが、早くことを済ませたかったので指示に従うことにした。

　お互いにさらに距離を詰め、ピッタリと体を寄せる。

　すると必然的に由弦の腕が、愛理沙の柔らかい脂肪を蓄えた胸部と触れあった。

　そのことにはお互いにすぐに気づき、体を震わせたが……互いに指摘するのは恥ずかしく、赤面したまま黙るしかない。

　そして互いに知らないふりをし、そして半ばやけくそな気分になり……さらに体を密着させ、押しつけるように寄り添う。

　由弦は薄い半袖の運動着越しに愛理沙の柔らかい肢体を感じた。

「いいですね。そのままですよ……三、二、一！」

　女性従業員は大喜びでシャッターを切り、数枚の写真を撮影した。

　そして顔を赤くし、距離を取りながら気まずい思いをしている由弦と愛理沙に写真を見せる。

「どうですか？」

「ま、まあ……いいんじゃないでしょうか」

「あ、ありがとう、ございます」

　下手に文句をつけて再び写真を撮らされたくない。

　そう思った由弦と愛理沙はうんうんと頷くことにした。

　女性従業員は上機嫌な様子で仕事へと戻っていった。

　彼女が立ち去った後、気恥ずかしさのせいか、しばらく沈黙がその場を支配した。

　そしてその沈黙を最初に破ったのは愛理沙だった。

「……高瀬川さんのお爺じいさんが相手とはいえ、恥ずかしいですね。あの写真が、その、データとして残るのは」

「ま、まあ……そうだな。でも、安心してくれ。爺さんは写真を悪用したりはしないから」

　普段はおちゃらけてはいるが、彼は高瀬川家先代当主であり、ご隠居だ。

　由弦と愛理沙の名誉が失墜するようなことはしない。

　もっとも……あのバカップル写真で何の名誉が失墜するのかと言われると、少し判断に迷うが。

「気になるなら、消しておいてくれって言うか？」

「……いえ、大丈夫です。そんなに大した写真ではありませんし。……それと、もらえますか？　さっきの写真」

「あぁ……分かったよ」

　由弦は愛理沙に写真を送った。

　これもまた思い出の一つ……

（になったら、いいんだけどね）

　由弦は内心でため息をついた。

「じゃあ、再戦するか」

「はい。……次は勝ちますから」

「次も勝たせてもらうよ」

　由弦と愛理沙は笑い合いながら、それぞれコートで向かい合った。




　さて、それから二セットほど試合を行った。

　総合的な試合結果は……二対一で由弦の勝ち越しだ。

「そろそろ、別のゲームに移らないか？」

「……勝ち越したままにするつもりですか？」

　ムスッとした声で愛理沙は言った。

　由弦は思わず苦笑する。……そういう目もく論ろ見みがあるのも事実だからだ。

「記録を取っておくよ。今度、また決着をつけよう」

「……そうですね。それならいいです」

　由弦にとっては半分冗談だったのだが、愛理沙は本気で受け取ったようだ。

　そんな負けず嫌いなところは……少し可愛いなと、不覚にもそう思った。

　由弦と愛理沙は荷物をまとめると、ラケットとボールを返しに受付へ向かう。

　その途中……

「……聖か」

「……奇遇だな、由弦」

　ばったりと、鉢合わせをしてしまった。

　気まずそうな聖の隣には美しい黒髪の女の子がいた。

　ほっそりとした手足にスレンダーな体型、長身の女の子。

　凪なぎ梨り天てん香か。

　由弦の高校では、愛理沙、亜夜香、千春に並んで可愛い女の子と評判になっている少女だ。

　由弦とはそう親しいわけではなく、廊下ですれ違えば挨拶をする程度だ。

　しかし千春と天香の二人は顔見知りらしく、そして聖と天香もまた多少の繋つながりがあるらしい。

　と、そんな感じで間接的に関係がないわけではないが、ほぼ他人。

　それが由弦にとっての、凪梨天香である。

　彼女は聖と同じクラスだとは聞いていたが、まさかこんなところで〝デート〟するほど親密な関係だったとは思いも寄らなかった。

　あー、見つかっちゃった。

　どう言い訳しようかなぁ……

　と、そんな表情を聖は浮かべていた。

　そして由弦もそんな表情を浮かべた。




　　　　※




　由弦と聖はまず相手の連れである女の子へと、視線を向けた。

　聖は愛理沙へ、由弦は天香へ。

　それから自分の連れである女の子へと、視線を向けた。

　由弦は愛理沙へ、聖は天香へ。

　愛理沙はとても困った表情を浮かべる。

　それからじっと、由弦の方を見つめ、小さく頷いた。

　上手うまく誤ご魔ま化かしてください。

　そんな声が聞こえた気がした。

「改めて、奇遇だな。聖、それと凪梨さん」

「そうだな」

「そうね、高瀬川君」

　二人とも最初の動揺はどこへやら、落ち着いた表情でそう言った。

　そのあたりはさすが、良善寺と凪梨の人間だ。

　二人は由弦の隣に立っている愛理沙へと、視線を向ける。

「高瀬川さんと同じクラスの、雪城愛理沙です。初めまして」

　愛理沙もまた、学校で普段浮かべている人工的な笑みを浮かべて小さく会釈した。

　品行方正な優等生にしか見えない。

「こちらこそ。由弦の友人の良善寺聖です」

「良善寺君のクラスメイトの、凪梨天香です」

　互いに挨拶を交わしたところで、本題に入る。

　先に仕掛けてきたのは聖の方だった。

「……それで、由弦。お前は雪城さんと、何をしているんだ？」

「彼女とは……たまたま、ここで鉢合わせしたんだ。そうだよな？　雪城」

「はい。高瀬川さんとは本当にたまたまで……それで、せっかくですから一緒にテニスをしていたんです」

　何の打ち合わせもなしのアドリブではあったが、愛理沙は合わせて来てくれた。

　バッティングマシーンのような、一人で遊べる設備もあるので全くおかしなことではない。

　もっとも、クラスメイトとたまたま鉢合わせをすることがあるのかと言われると少し怪しいが。

「……仲いいのか？」

「たまたま鉢合わせして、一緒にテニスをやろうかなと思うくらいには、な？」

「同じクラスですからね」

　全く答えにはなっていないが、そもそも答えるつもりもないのでこれでいい。

　聖の方も、由弦が答えたくないと察したのだろう。

　特に何も言わなかった。

　さて、今度は由弦が尋ねる番だ。

「聖と凪梨さんは？」

「俺たちもたまたま、ここで会ったんだ。そうだよな、凪梨」

「それで一緒にテニスをしようかな、と思いまして」

　聖と天香は、由弦と愛理沙の嘘うそに乗っかる形でそう言った。

　あー、これは嘘だなと。

　間違いなくデートだなと由弦は察したが、深くは突っ込まなかった。

　……大事なのは互いに、このことを隠したいという意思を、確認できた点である。

「そうか。……このことは他言無用で頼むよ。騒がれるのは苦手で」

「ああ、分かっているぜ。……こっちの方も、よろしく頼む」

　由弦と聖は互いにこのことを隠しておこうと、約束し合った。

　それから由弦と愛理沙は互いに視線を送り合う。

「……雪城。そろそろテニスコートの貸出時間が終わるけど、どうする？　もう一戦するなら、延長できるけど」

「……別のゲームもしてみたいので。場所を変えましょう」

　由弦と愛理沙は少しわざとらしいやり取りをしてから、聖たち二人に愛想笑いを浮かべた。

「じゃあ、俺たちはこの辺りで」

「さようなら」

「あぁ……じゃあな」

「ええ……さようなら」

　別れの挨拶を交わして……その場から離れた。

　しばらく距離を取ってから、愛理沙は整った眉を寄せ、由弦に尋ねる。

「大丈夫ですか？」

「あいつは口は堅い方だから、大丈夫だろう。……もしあいつが何かしゃべったら、凪梨と良善寺がデキていると広めてやればいい。まあ、それはあっちも嫌だろうから、多分俺たちのことは話さないでくれるとは思うけど」

「だといいのですが」

　愛理沙が心配するのも無理はない。

　彼女は聖の人柄を知らない。チャラチャラした人、くらいの印象しかないだろう。

　また由弦は（愛理沙もだが）天香の人柄が分からない。

　外見と態度からの印象はお淑しとやかな大和やまと撫なでし子こだが……中身はどうなのか。

　聖曰いわく、「悪魔のような女」らしいが。

（しかし悪魔とデートをするのだろうか？）

　あまり考えたくはないが、小学二年生が好きな女の子のことを悪く言うような感覚で、悪魔などと言ったのかもしれない。

　だとしたら最高に面白いので、いつか揶揄からかってやろうと由弦は思った。

「あのお二人、お付き合いをしているんですかね？」

「さあ……でも恋人同士じゃないにしろ、双方に多少の気はあるんじゃないか？　そうでもなければ、こんなところに二人っきりで来ないだろうし」

　と、そう言ってから由弦は気づく。

　それは自分たちにも大きなブーメランだったと。

「あの、高瀬川さん。それは突っ込み待ちですか？」

　案の定、気づいた愛理沙がやや呆あきれた声で言った。

　少し冷たい目で由弦を見る。

「……俺たちは少し、事情が異なるだろ。恋人同士、という設定で演じないといけないし」

　頬を掻かきながら、言い訳をするように言った。

　恋人同士、婚約者同士だからちゃんとデートをしてきたと双方の保護者に報告するためなのだから当たり前と言えば当たり前なのだが、普通は相応に気持ちがない限りはデートなどしないのだ。

「次、行きましょうか」

「そうだな」

　微妙な気まずさを感じた二人は早急にその話題を切り上げ、何のゲームをするかを話し合った。




　　　　※




「トラブルはあったが楽しかったな」

　帰り道。

　愛理沙を家まで送り届ける途中、由弦はそう呟つぶやいた。

　愛理沙もそれに同意するように頷く。

「はい。それにしても高瀬川さんも、運動神経がいいですね」

「君もね。体育で齧かじった程度、と言う割には上手だったじゃないか」

　テニスを終えた後も、二人はいろいろなゲームをした。

　もっとも、様々な種類があったので時間的にも体力的にもすべてを遊びつくすことはできなかったが。

「カラオケとか、ボウリングもできるんですよね？」

「ああ、できるよ。今度、機会があったらまた来ようか」

　自然と次に遊ぶ約束をしてしまった。

　由弦は自分の隣を歩く愛理沙の横顔を見る。

　夕日は彼女の亜麻色の髪を黄金に輝かせ、そしてその美しい容貌を明るく照らしていた。

　その美術品のような顔は、僅かに綻ほころんでいる。

　学校で見せるような人工的で無機質な表情とは異なる、自然で柔らかさを感じる、由弦の前でしか見せない表情だ。

「どうしましたか？」

「君とこういう関係になれてよかったなと、思ってね。……お見合いは面倒だったが、君と出会えたことは本当によかったと思っているよ」

　しみじみと由弦がそう言うと、愛理沙も小さく頷いた。

「そうですね。私も高瀬川さんと仲よくなれて、本当によかったです。一人ではああいう場所にも行きませんから」

　そう言って僅かな微笑を浮かべた。

　一瞬だけ由弦の心臓が音を立てる。

　恋をしてしまったんじゃないかと、好きになってしまったのではないかと、錯覚しそうになる。

（……まあ、気のせいか）

　しかし改めて愛理沙の顔を見ると、別にそんな気持ちは浮かび上がって来ない。

　ただ美しいなと、芸術品や花を見たような感想が浮かぶだけ。

　そのことに少しだけ由弦は安堵する。

　そんなやり取りをしているうちに、彼女の家の近くにまで辿たどり着ついた。

　少しだけ名残惜しい気持ちを抱きつつ、愛理沙に別れを告げようとする。

　が、その時。

「雪城さん！

　……ひ、久しぶり」

　自分と同じくらいの年齢に見える少年がこちらに近づいてきた。

　由弦は脳内の人物図鑑に彼と顔が一致する人物を探すが……見つからない。

　おそらくは違う高校の生徒だろうと結論づける。

「小こ林ばやしさんですか。お久しぶりです」

「知り合いか？」

「中学の頃の同級生です」

　そういう愛理沙の表情は……学校で見せるような、いつもの能面のような表情になっていた。

　もっとも、元々彼女は表情の変化が分かりにくいので、由弦のようにある程度親しくない限りは見分けもつかないのだが。

「こんなところで会うなんて、奇遇だね。……高校はどう？」

「楽しいですよ。小林さんはどうですか？」

　そう言って愛理沙はにっこりと微笑ほほえむ。

　いつもの作り笑いだ。

　能面からの唐突な笑顔が、数々の男を勘違いさせているんだなと、由弦は再認識した。

「オレはまあ、普通だよ。えっと、そこの人は？」

　小林は由弦の方へ視線を向けた。

　何となく、彼の視線から嫉妬や敵意のようなものを由弦は感じた。

「雪城のクラスメイトの、高瀬川です。初めまして、小林君」

　由弦は一歩前へと足を踏み出し、それから社交用の笑みを浮かべて、小林にそう返した。

　すると彼は少しだけ、たじろいだ様子を見せた。

「あ、あぁ……初めまして」

　そして彼は押し黙ってしまった。

　小林と知り合いの愛理沙の方も、「どうします？」とでも言いたそうにこちらを見てくる。

　もっとも、由弦と小林には何の接点もないわけで、愛理沙と小林が黙ってしまった以上、会話はこれで終わりだ。

　そしてこの気まずい沈黙に耐えきれなくなったのか、小林は唐突に口を開いた。

「そうだ、オレはもう、行くから。また今度、雪城さん」

　そう言って夕日の中、走り去っていく。

　由弦は彼の後ろ姿を指さし、愛理沙に尋ねた。

「あれ、君のことが好きなんじゃ……」

「言われずとも分かります」

　そして愛理沙は深いため息をついた。

　とても疲れ切った表情を浮かべている。

「告白してくれれば、好きじゃないと、はっきりと伝えられて楽なんですけどね」

「まあ……何も言われていないのに、唐突にあなたのことは好きじゃないからとは言えないな」

　好きでもない男から好意を匂わせられ続けるとは。

　美少女も大変なんだなと、由弦は少しだけ同情した。

　ついでにすでに失恋が確定している小林君にも、憐れん憫びんの意を送った。




　　　　※




　夏季休暇が始まる前日、通知表と共に学年順位の書かれた紙が生徒に配布された。

「五位か。前よりも上がったな」

　校内模試の結果を見て、由弦は満足気に頷いた。

　由弦の通っている高校の学年人数はおよそ三百人。

　一応〝進学校〟に分類される程度の高校なので、そこの五位は十分に誇れる順位だった。

（雪城は無事に一位だろうか？）

　学年順位は原則として本人にしか知らされない。

　が、十位以内の生徒は職員室の前に張り出されるので、それを見に行けば分かる。

　普段は他人の順位なんてものはどうでもいいと思っている由弦だが、今回くらいはちょっと見に行ってみるかと、そんな気分になった。

　というわけで、由弦は順位表を見に行った。

　張り出された直後ということもあり、少し混んでいた。

「雪城は……今回も一位か」

　ちゃんと努力の成果が出たようだ。

　自分のことでもないにもかかわらず、少し嬉うれしくなる。

「へぇー、雪城さん、今回も一位なんだ」

「みたいだな……って、亜夜香ちゃん!?」

「やあ、ゆづるん」

　いつの間にか、橘亜夜香が由弦のすぐ側にいた。

　なぜか、ニヤニヤと笑っている。

　由弦は何となく、嫌な予感がした。

「ねぇ、ゆづるん。どうして雪城愛理沙さんの順位なんて、気になったの？」

「同じクラスなんだから、別におかしくはないだろう？」

「えー、そうかなぁ？

　ゆづるん、親しい人の成績でもない限り、興味ないじゃん」

　相変わらず、察しのいい女だと由弦はため息をつく。

　そしてチラリと順位表に視線を送り……

「そうだ、亜夜香ちゃん。三位、おめでとう」

「うん。前回と同じだね。ちなみに宗一郎君は八位、凪梨さんは十位だね」

「凪梨天香ね……頭いいんだな」

　外見からの印象はとても真面目そうだったので、彼女の頭がいいことはそれほど意外なことではない。

「で、ゆづるん。凪梨さんはどうでもいいとして、どうして雪城さんの順位が気になったの？

　うわぁー、露骨に嫌そうな顔をした。詮索されたくないんだ。ということは、何か関係があるんだね？」

「嫌そうな顔をしたのは、たまたま目についたことを口に出しただけなのに、あれこれと聞いてくる幼馴染みがウザいなと思っただけだ。クラスメイトなんだから、多少は気にかけてもおかしくはないだろう」

　もし由弦と愛理沙が全く違うクラスであればそれを気にかけるのは少し違和感があるかもしれないが、同じクラスなのだ。

　クラスメイトの成績がどれほどか、気にかけるのはおかしなことではない。

　由弦がそう答えると……亜夜香は顎に手を当てて、考え込み始める。

「そうなんだよねぇー。うん、冷静に考えてみると、私の勘かん繰ぐり過ぎなんだよ。

　でもなぁ……何か、引っかかってるんだよなぁ。ゆづるんを疑う理由が、何か……思い出した！」

　亜夜香はポンと手を打った。

　そしてニヤリと、意地悪い笑みを浮かべる。

「誕生日プレゼントを贈った相手って、雪城さん？」

「さあ、どうだかなぁー」

　由弦の心臓が痛いほど鳴る。

　が、これでも由弦は高瀬川家の次期当主である。

　感情を顔に出さないこと、白を切ること、嘘をつくことくらいはできる。

　事実、勘のいい亜夜香でも由弦の表情から真偽を読み解くことはできなかったようだ。

「うーん、私の考え過ぎ？」

「君は俺の恋愛事情よりも、宗一郎との恋愛事情を進展させた方がいいんじゃないかな？」

「ゆづるんに心配されずとも、私と宗一郎はいちゃらぶだよ」

　だといいのだが。

　由弦はもう一人の女の子の幼馴染みの顔を思い出しながら、ため息をついた。




　　　　※




　夏季休暇には一度帰って来い。

　これは由弦が一人暮らしをするための条件の一つだった。

　もっともバイトがあるので、実家に長居するつもりはなかった。

　実家で過ごすのは、精々二週間ほどだ。

　そういうわけでキャリーバッグに荷物を詰め、実家へ帰るために由弦は電車に乗り込んだ。

　すると……

「あれ？　雪城」

「あら、高瀬川さん。奇遇ですね」

　偶然にも、座席にかけていた愛理沙と鉢合わせした。

　愛理沙は由弦が持っているキャリーバッグに視線を向ける。

「そう言えばご実家に帰るとおっしゃっていましたね」

「ああ、そうだ。……雪城は何を？」

「夏物の服を買いに行こうかと思いまして」

　どうやら本当に偶然に居合わせただけのようだ。

　とはいえ、ここで出会えたことは少し運がいい。

「改めて……二週間後、また会おう」

　最後に顔を合わせた土曜日にもそう言って別れたのだが、その後に学校があったので厳密には本当の〝最後〟ではなかった。

　そして学校では愛理沙と挨拶を交わすことはできなかったので、これはいい機会だった。

「そうですね。二週間後に会えるのを、楽しみにしています」

　愛理沙は淡々と、そう返した。

　別に今生の別れというわけでもなく、たった二週間後に会える上に、メールや電話をすれば連絡が取れることを考えると、そこまで悲しむことではない。




　もっとも……意外と二人は早く再会することになるのだが。




　　　　※




　夏季休暇が始まって、三日目のこと。

　愛理沙は早めに夏季休暇の課題を終わらせようと、机に向かっていた。

　丁度、切りのいいところまで課題が進んだので、息抜きのためにシャープペンシルを置いた。

　そして特に意味もなく、ため息をついてみせる。

　何気なく、カレンダーへと視線を向けた。

「次の土曜日は……」

　高瀬川由弦にどんな料理を作ってあげようか。

　とそんなことを考えてから、今は夏季休暇中で、彼が実家に帰省していることを思い出した。

（意外に寂しいなぁ……）

　たった一か月程度、どうということはない。

　とそう思っていたのだが、思っていたよりも由弦の存在は愛理沙の生活に入り込んでいた。

　土曜日に由弦の家に行き、一緒に遊び、料理を作る。

　愛理沙は気づかないうちに、それをとても楽しみに思うようになっていたのだ。

「早く、会いたいな……」

　思わずそう呟いて、愛理沙は頬を赤らめた。

　これではまるで、恋する乙女ではないか。

（高瀬川さんと私は、そんなんじゃない……少なくとも私は高瀬川さんには釣り合わない）

　周囲の人々は愛理沙を〝いい子〟だと思っているし、愛理沙自身もそう振る舞ってきた。

　しかしそれはそうせざるを得ないからであり……昔の愛理沙は、今の愛理沙にとって目を覆いたくなるほどわがままな子供だった。

　……そして人の本質はそう変わらない。

　愛理沙は今でも自分がわがままでどうしようもない人間だと思っていた。

（私は、高瀬川さんに……嘘をついてしまっているし）

　愛理沙は一つ。

　由弦に対して大きな嘘をついていた。

　愛理沙自身を一方的な被害者のように見せかけて、由弦の庇ひ護ご欲よくを駆り立てるような、そんな嘘だ。

　由弦を騙だまして、その親切心につけ込んで、愛理沙の一方的な都合で振り回しているのだ。

　何て最低な人間なのだろうか、と愛理沙は思わずため息をつく。

　昔、愛理沙は養母から「ウソつき女」と罵倒されたことがあるが、まさにその通りだ。

　きっと、このような人格だからこそ嫌われているのだろうと愛理沙は思った。

（きっと、怒るだろうな……幻滅するだろうし……）

　愛理沙は自嘲気味に笑った。

　愛理沙の本性を知ったら、由弦はきっと愛理沙に失望するだろうし、今の関係は、〝偽装婚約〟はなくなるだろう。

　それは嫌だった。

〝偽装婚約〟という盾がなくなれば愛理沙はまた元の不安定な立場に追い込まれるし、何よりも由弦に嫌われて二度と彼と一緒にいられなくなるのが、嫌だった。

（どうしよう……）

　早く言わなければいけないことは分かっていた。

　だがどうしても怖くて言い出せなかった。




　そんな風に愛理沙が思い悩んでいると……携帯が鳴った。

　確認すると、それは由弦からの電話だった。

　愛理沙の心臓が大きく跳ねる。

　もしかして……嘘がバレてしまったのではないか。

　震える手で携帯を取り、愛理沙はできるだけ平静を装いながら応答した。

「はい、もしもし」

『……雪城か』

「私の携帯ですからね」

『それもそうだな』

　そういう由弦の声は少し、緊張していた。

　もしかして本当に嘘がバレてしまったのだろうか？　と愛理沙は強い不安に駆られた。

　緊急の用件でもない限りは、メールでもすればいいのだから。

「どうしたんですか？」

『いや、少し君に頼みたいことがあって……今、いいかな？』

「大丈夫ですよ」

　愛理沙はほっと息をついた。

　どうやら愛理沙の大嘘がバレたわけではないようだ。

　愛理沙は安心するのと同時に、強い罪悪感を覚えた。

『その、別に無理強いするつもりは全然ないからさ。断ってくれてもいいんだ』

「はぁ……？」

『こんなお願いをするのは、本当に申し訳ないと思っている』

「それで、何でしょうか？　……あまり焦じらされると、私も緊張します」

　そんなに重大な相談事なのだろうか？

　少しだけ心臓の鼓動が速くなるのを愛理沙は感じた。

『……一緒にデートをしてもらいたいんだ』

「デート、ですか？　前の総合娯楽施設ですか？」

　あそこは楽しかったなと愛理沙は思い出す。

　が、しかし由弦はすぐさまそれを否定した。

『いや、違う。……爺じいさんがさ、二人分のチケットをもう用意しちゃってて』

「なるほど。……それはまた、お節介ですね」

『まあ、本人曰くもらったらしいんだが……本当か嘘かは分からん。断ろうとしたんだけど……夏季休暇中に一度も遊びに行かないカップルがどこにいる！　と言われたら、全く反論ができなくてね』

「それは……正論ですね。いいですよ、付き合います」

　そもそも愛理沙の方が由弦にこの〝偽装婚約〟を持ちかけたのだ。

　由弦は愛理沙のためにいろいろと付き合ってくれているのだ。

　愛理沙にそれを断る権利など、あるはずがない。

　……そもそも愛理沙の方がいろいろと気を回すべきであり、むしろ愛理沙が謝らないといけない立場だ。

『うん、そう言ってくれると嬉しいんだけど……』

「それで、どこですか？　場所は」

　チケット、というからには遊園地や映画館のような場所なのだろうか？

　と愛理沙は思いながら由弦に尋ねる。

『……だ』

「すみません、もう一度お願いします」

　一瞬、ノイズが走り彼の声は聞こえなかった。

　もう一度、言ってもらうように頼む。




『プールだ。……その、一緒にプールに行ってくれないかなぁって』
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『ぷ、プールですか!?』

　電話の向こう側から、愛あ理り沙さの動揺した声が聞こえてきた。

　やっぱりダメかと、由ゆ弦づるは内心でため息をつく。

　事の起こりは一時間ほど前。

　由弦の祖父が唐突に「株主優待でもらったんじゃ。雪ゆき城しろさんと行ってきなさい」とそんなことを言って、有名な遊泳娯楽施設のチケットを二枚、由弦に寄よ越こしてきたのだ。

　そう、プールだ。

　プールに行くということは、水着になるということだ。

　水着になるということは、肌を晒さらすということになる。

　愛理沙は男性慣れしていないようで、男性の肌を見るのが苦手だ。

　そして自分自身の肌を晒すのも嫌だろう。

　由弦も愛理沙の水着姿は……まあ見たくないというのは嘘うそになるが、おそらくそれを目の前にすると緊張してしまう。

　緊張と恥ずかしさから、まともに遊べなくなるのは目に見えていた。

　由弦としては断りたかった。

　だが「普通の恋人同士は、夏はプールや海で遊ぶものじゃろう」などと言われてしまえば、反論できない。

「うん、まあ……そうだ」

『プール……ですか。ということは、水着になるということですか』

　最初は動揺していた様子だが、すぐに愛理沙の声は落ち着きを取り戻していた。

　電話越しなので、彼女の感情が伝わりにくい。

　が、しかしおそらく愛理沙は嫌がっている。

　由弦の知っている、雪城愛理沙ならば、好きでもない男性とプールに行くのは嫌なはずだ。

「やっぱり、嫌だよね。うん、爺さんには俺から上手うまく言っておくよ」

『……大丈夫なんですか？』

「俺はともかく他の客に見られるのを雪城が恥ずかしがっているとか、他の男に彼女の肌を見せたくないとか、それっぽいことを言えば引き下がるんじゃないかな」

　いくら何でも無む理り強じいはしないだろう。

　もっとも、代わりに遊園地か映画館か、それっぽいところには行く必要があるが。

『……でも、難しいですよね？』

「いや、まあ……簡単とは言えないけど」

　今時、プールで水着になるのが恥ずかしいなどと言う女子がどれくらいいるだろうか？

　そもそも学校の水泳の授業ではどうしているのか？

　などとツッコミどころがないわけではない。

『行ってもいいですよ』

　冷静沈着な声が返ってきた。

　それは由弦にとっては大変、ありがたい返答だが……しかし不安になる。

　無理をしているのではないか、と。

「嫌じゃないのか？」

『嫌な時は嫌、そう言えと言ったのは高たか瀬せ川がわさんです。別に嫌ではないので、行ってもいいですよ』

「……恥ずかしくないのか？」

『ＴＰＯの問題です。プールで水着になるのはおかしなことではありません。……そもそも水泳の授業では水着になっているわけですし』

　おっしゃる通りである。

　意外にそんなものなのか？　自分が気にし過ぎただけか？

　と由弦は内心で首を傾かしげる。

『ああ、勿もち論ろん、勘違いしないで欲しいですが……原則的に好きでもない異性とプールには行きませんよ。他の人は知りませんが、私は行きませんし、行きたくありません。そんな節度のない人間ではありませんし、何より気があると勘違いされたら面倒です』

　きっぱりと、愛理沙はそう言った。

　それから淡々と言葉を続ける。

『ですが、高瀬川さんは別に勘違いしたりしないでしょう？』

「まあ……そうだな。そもそも〝婚約〟しているという前提でもない限り、誘わないし」

『そういうことです。それに高瀬川さんは無害でしょう。有害な人であれば、とっくに化けの皮が剥はがれています。……まあ物もの凄すごく、隠すのがお上手なのかもしれませんが』

「有害無害ってな、害虫や害獣の類じゃ、ないんだから。……まあ男は狼おおかみとは言うが」

　由弦だって邪よこしまな心を持っていないのか？　と言われるとそんなことはない。

　普通の男子高校生並みの性欲はある。

『高瀬川さんも狼ですか？』

「……ちゃんと躾しつけされている大型犬くらいだとは、思っているよ」

『でしょう？　もっとも、私は猫派ですので高瀬川さんのことは好きではありませんが』

「そうか。ちなみに俺は犬派だ」

　もっとも、この場では犬派か猫派かの情報はそれほど重要ではない。

　勿論、相手が議論するつもりならば由弦も受けて立つつもりではあるが。

『そもそも、〝婚約〟は私が持ち出したことです。そして高瀬川さんは私を庇かばう形で、これを引き受けてくれたんです。ならば私の方が協力的に動くのが道理というものです』

「いや、そこまで義務感を抱かなくても別に構わないが……」

『実は一週間前、もしかしたらクラスの女の子に誘われることがあるかなと思って、水着を新調したんです。高瀬川さんに誘われたことは予想外でしたが……まあ、タイミング的にも悪くありません』

　嫌ではない。むしろ乗り気だ。

　愛理沙はそう主張した。

　何だか気を遣われている気がしなくもないが……

　ここまで言われて、「いや、やっぱり君も嫌だろう」などと決めつけて断るのは愛理沙に失礼な話だろう。

　だったら初めから連絡するなということになる。

「よし、分かった。場所と日時に関してだが……」

『はい。少し待ってください。今、メモしますから』




　　　　※




　当日。

　すでに水着に着替え終えた由弦は先にプールサイドで愛理沙を待っていた。

　周囲には由弦と同様にお相手を待っている男性がチラホラいる。

　こういうことをしていると、本当に恋人になったかのような錯覚を覚える。

　もっとも由弦は愛理沙のことを恋愛対象だとは思っていないし、逆もまた然しかりなのだが。

　お互いに好き合ってもいないのに、恋人同士のフリをする。

　何とも貴重な体験だ。

　一生の思い出に残ることは間違いないだろう。良くも悪くも。

　そんなことを考えていると、周囲の男性の視線がある一点に吸い寄せられていることに気づく。

　由弦もまた、それに釣られるようにそちらへ視線を向ける。

「お待たせしました」

「……おぉ」

　思わず、感嘆の声が漏れてしまった。

　それほどまでに愛理沙の水着姿は美しかった。

　これには自称、大型犬の由弦も見み惚とれてしまう。

「高瀬川さん。何か言ってもらわないと困るのですが」

「ああ、すまない」

　眉を寄せ、冷たい目で見られたことで由弦は我に返った。

　そして改めて、愛理沙の水着姿を観察する。

　まず水着の方だが、意外なことに三角ビキニだった。

　しかも色は黒。

　デザインは黒一色というわけではなく縁の近くには白い模様のようなものが描かれており、そして中央はお洒落しやれに大きなリボンで飾られていた。

　その黒色の水着に対し、彼女の真っ白い肌はよく映えていた。

　白はく磁じのように滑なめらかで艶なまめかしい肌が余計に強調されたような気がする。

　ビキニということもあり、自然と由弦の視線は上中下の三点へと向けられる。

　華きや奢しやな体つきをしているため全体的に細い印象を受けるが、出るところは出ている。

　まずは首筋から鎖骨にかけての滑らかなデコルテライン。

　そこから続く白く眩まぶしい谷間に、美しくたわわに実った果実。

　その下からは滑らかな曲線を描きながら細くなり、見事なくびれと形の整った臍へそに至る。

　そこを過ぎると急に横に丸みを帯び始め、正面からでもその背面部分のラインを想像させた。

　黒い水着から伸びる、細く長い二本の美脚は見事の一言だ。

「まあ、その……あれだな」

「あれ？」

「君が俺の本当の婚約者じゃないことを、今、少し残念に思ったよ」

　冗談半分……という口調で由弦は愛理沙の水着姿をそう褒めた。

　ちゃんと冗談であることは伝わったのか、愛理沙は小さく笑った。

「それは残念でしたね。……高瀬川さんも、よくお似合いです。自宅で筋トレをしたり、友人とジムに行ったりすると言っていましたが、それは本当だったんですね」

「勿論。……まあ、男も多少なりとも体型は気になるからね」

　女性ほどではないかもしれないが、だらしない体型はやはり恥ずかしい。

　こういう時、ちゃんと日頃から運動をしていてよかったと思うのだ。

「しかし、雪城。……君は、まあ、何というか。こういうのは恥ずかしがるタイプだと思ったが？」

　肌を晒すことも、そして男の肌を見ることも。

　この場は不特定多数の男女がいる場であり、どうしても見知らぬ男性に肌を見られるし、見知らぬ男性の肌を見る羽目になる。

「ＴＰＯの問題、と言ったでしょう？　あと、指摘しないでください。意識すると、普通に恥ずかしいので」

　そういう愛理沙の肌は薔ば薇ら色いろに染まっていた。

　恥ずかしいことは、恥ずかしいらしい。

「それは悪かった。……まずはどこに行く？」

「そうですね……まずはのんびりと、遊びたいです」

「じゃあ、流れるプールでも行くか」

　二人は流れるプールのエリアまで、歩き始めた。




　　　　※




　愛理沙を伴って歩いて今更ながら気づいたことだが、やはり目立つ。

　さすがにジロジロと見るような不届き者はそう多くはないが、多くの男性が二度見をするし、中にはチラチラとこちらを窺うかがう者もいる。

　これだけ目立つ容姿に素晴らしいプロポーションをしているのだから、致し方がないことではあるが。

　美女税のようなものだろう。

　しかし面白いのは……男性だけでなく、少なくない数の女性も愛理沙に向けて、どこか羨望と嫉妬の籠こもった眼まな差ざしを送ってきていることだ。

「美人は目立って大変だね」

　由弦が揶揄からかい半分でそう言うと、なぜか愛理沙は呆あきれた表情を浮かべた。

「……半分はあなたのせいだと思いますが。自覚、ないんですか？」

「いや、まあ……ないわけではないけど」

　由弦は思わず苦笑した。

　一応、人並み以上の容姿ではあるだろうと自覚はしている。

「あ、高瀬川さん。浮き輪、貸し出してますよ。私、のんびりしたいので借ります」

　愛理沙はそう言ってプールサイドの一角を示した。

　そこには大小様々な浮き輪が並べられている。

　オーソドックスなものもあれば、シャチを模したような変わり種もある。

「……二人用とかあるけど、どうする？」

「常識的に考えてください」

　ジト目で睨にらまれ、由弦は肩を竦すくめた。

　勿論、ここで言う常識的な考えとは、一人用の浮き輪を借りることだ。

　好き合ってもいないのに、肌が触れ合う可能性が高い二人用の浮き輪を借りるのはいくら何でもないだろう。

　愛理沙は精算バンドを使って、一人用の浮き輪を借りた。

「高瀬川さんはいいんですか？」

「俺はちょっと泳ぎたいかなって」

　二人はゆっくりと水の中に体を沈めた。

　愛理沙は寝そべるように、プカプカと浮かびながら。

　一方で由弦は愛理沙の浮き輪の紐ひもを手に持ちながら、彼女について行った。

「うーん……気持ちいいな」

「んっ……そうですね。何だかんだで、来てよかったです」

　由弦の言葉に愛理沙は相あい槌づちを打った。

　普段はクールな表情を崩さない彼女だが、今日は目を細め、楽しそうにしている。

　とはいえ、ただ流されているだけなのは暇なので、由弦は愛理沙の浮き輪の紐を掴つかみながら、軽く泳ぐことにした。




「馬車に乗っている気分です」

　意外にこれは愛理沙に好評だった。

　完全に脱力し、由弦に引かれるままになっている。自分で動く気はあまりなさそうだ。

「どちらかと言うと、犬ゾリかな？」

「大型犬だからですか？」

　そんなやり取りをしながら順調に泳いでいた二人だが、途中でその足は止まった。

　人混みに引っかかってしまったのだ。

　どういうわけか、多くの人が流れに逆らってその部分に立ち止まっていた。

「渋滞？　……何かあるんですかね」

「さぁ……何だろうなぁ。あとでプールサイドから見てみようか。止まるのは迷惑だろうし」

　由弦と愛理沙は少しだけ惹ひかれたが、流れるプールで立ち止まるのは迷惑になるだろうと考えてその場はすぐに通り過ぎようとした。

　……だが、運が悪かった（もしくはよかった）。

「うわぁっ！」

「っきゃ！」

　由弦と愛理沙は揃そろって悲鳴を上げた。

　上からバケツをひっくり返したような水が降ってきたのだ。

　由弦は顔にかかった水を手で拭う。

「みんなの目当てはこれだったか……驚いた」

　由弦はそう言って上を確認する。

　頭上には巨大なバケツのようなものがあり、そこへ水が注ぎこまれていた。

　一定時間が経たつと、水が上から降ってくるという仕組みのようだった。

「び、びっくりしました。心臓がドキドキしています」

　愛理沙は寝そべるような形から、体を起こし、浮き輪に掴まるような形で泳いでいた。

　大きな二つの果実が浮き輪に乗り上げる形になっている。

　水滴が谷間の中へと、伝っていく様子が見て取れた。

「高瀬川さん？」

「いや、でもびっくりはしたけど、面白かったね」

　由弦が誤ご魔ま化かすように言うと、愛理沙はにっこりと微笑ほほえんだ。

「気づかれていないと思いました？」

「すみません」




　流れるプールを二人で丁度一周した辺りで、二人は一度水から上がった。

「私、実は造波プールって行ったことがなくて。付き合っていただいてもいいですか？」

「俺も初めてだ。少し気になっていた。うん、行こうか」
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　造波プールというだけあって、海をイメージしたようなプールになっていた。

　勿論、砂浜などはなく、砂浜のような色のプールサイドになっているだけだが。

　由弦と愛理沙はプールに入り、奥まで移動しようとしたのだが……

　浮き輪を使っている愛理沙は、波が来るたびに少し流されてしまい、移動しにくそうだった。

「俺が引っ張ろうか？」

「よろしくお願いします」

　愛理沙の浮き輪を掴み、押すような形で奥へと進んだ。

　波が引くとそれにつられる形で愛理沙も流され、そして波が押し寄せてくると反対方向に流される。

　岸側に流されそうになるたびに、由弦が流されてくる愛理沙を受け止めた。

「海と違って危険も少ないし、面白いですね」

「浮き輪だと、波に乗れて楽しそうだな」

　サーフィンの様に、とは少し違うが波によって上下に揺られている愛理沙はとても楽しそうに見えた。

　勿論、愛理沙の表情の変化は小さいが……目を細め、口元は緩んでいるので、楽しんでいることは一目で分かる。

　自分も浮き輪を借りてこようかと、由弦は少し悩んだ。

「じゃあ、少し交代しますか？」

「いいのか？」

「独占したりしませんよ」

　愛理沙はそう言うと浮き輪から抜け出した。

　そして由弦に浮き輪を渡そうとしたのだが……

「ひぃゃ！」

「雪城！」

　後ろから大きな波を受け、大きく前に押し流された。

　慌てて由弦が駆け寄ると、愛理沙は混乱したのか縋すがりつくように抱き着いてきた。

　少し溺れかけている様子だったので、由弦も愛理沙を抱きしめるように体を支える。

　愛理沙の体は柔らかく、温かく、そして驚くほど軽かった。

「大丈夫か？」

「けほっ、水を飲んじゃいました」

　そう言って愛理沙は軽く咳せき込こんだ。

　それから自分が由弦に抱き着いていたことに気づいた様子で、慌てて離れた。

　やや肌を赤く染める。

「すみません。ご迷惑をおかけしました」

「気にするな」

　由弦は何でもないという表情で、気づいていないふりをしながらそう答える。

　すると愛理沙の方も誤魔化すように言った。

「私、実はそんなに泳ぐのは得意じゃないんですよね。プールは好きですけど」

「へぇ、そうなんだ。それは意外だ」

　運動神経がいい愛理沙ならば泳ぐくらいは普通にできると、由弦は思っていた。

　すると愛理沙は愛想笑いを浮かべながら答える。

「二十五メートル、泳げないんですよ。息継ぎがあまり得意じゃなくて」

「なるほどね」

　なら、今度機会があったら教えてあげようか。

　と、口から出かかった言葉を由弦は慌てて飲み込むのだった。




「あれってウォータースライダー……ですよね？」

　造波プールで遊んでいる最中。

　愛理沙がそう言って指さしたのは、少し離れた場所に見える、パイプのようなものだった。

　見ると高台から下の方へと、そのパイプは伸びている。

「ああ、多分そうだね。一応、このプールの目玉……らしいよ」

　一応、下調べは済ませておいた由弦は愛理沙の問いに答えた。

　かなり大型のウォータースライダーらしく、由弦は少しだけ楽しみにしていた。

「乗ってみたい？」

「そう……ですね。チャレンジしたいです」

　緊張と興奮、不安と好奇心が入り混じったような表情で愛理沙は小さく頷うなずいた。

　この様子だと、大型のウォータースライダーを滑った経験はない様子だ。

「じゃあ、行ってみようか」

「はい」

　由弦と愛理沙は造波プールを上がり、ウォータースライダーまでやってきた。

　少しずつ階段を上り、列に並ぶ。

　しばらくすると……愛理沙がそわそわとし始めた。

「雪城？　……どうした？」

「あ、いえ……その……何でもないです」

　そんな愛理沙の表情は、先ほどよりも不安の色が強かった。

　チラチラと下の方を窺っては、ぎゅっと片方の手で自分の腕を掴むようにして、体を抱く。

「もしかして怖くなっちゃった？」

「……お、思っていたよりも高くて」

　確かに由弦も上ってみて少し高いなという印象を抱いた。

　もっとも、高ければ高いほどこういう遊びはスリルが増して、楽しくなるものなので、由弦はワクワクしていたのだが。

「引き返すか？」

　とはいえ、愛理沙が怖いならばここは止めるべきだろう。

　あとで由弦が一人で滑ればいい。

「いや、その……滑りたい気持ちもあって……」

　愛理沙の表情からは好奇心の色は消えてはいなかった。

　恐怖と期待の二つの感情で揺れ動いている様子だ。

　しかし愛理沙がそうこう悩んでいるうちに……

「じゃあ、次はお兄さんとお姉さんね」

　係員の人に呼ばれてしまった。

　びくり、と愛理沙の体は震える。そしてきゅっと、両手を握りしめた。

　今更、後には引けないと決心した様子だ。

「一人ずつ滑る？　二人で滑る？」

　係員の人は由弦と愛理沙にそう尋ねた。

　どうやらウォータースライダーには一人用と二人用の浮き輪があるようで、二人で滑ることも可能なようだ。

　しかし二人用の浮き輪は……間違いなく、肌と肌が接触するだろう。

　本物の恋人同士ならばそれは望むところかもしれないが、由弦と愛理沙は〝婚約者〟《ニセモノ》だ。

　愛理沙も男である由弦と、あまり肌が触れ合うのは嫌だろう。

　……由弦の方は別にそうでもない、むしろ役得だと思わないでもないが。

「じゃあ、ひと……」

「二人で滑ります」

　愛理沙は由弦の言葉を遮り、大きな声でそう宣言した。

　そして由弦の手をギュッと握り、上目遣いで由弦を見つめた。

　不安に揺れる翡ひ翠すい色いろの瞳がこちらをじっと見つめる。

「その……お願い、します」

「いいよ、分かった。……二人の方がきっと楽しいしね」

　怖いから二人で滑って欲しい。

　と、そういう愛理沙のお願いを由弦は二つ返事で引き受けた。

　係員の人は微笑ましいカップルを見たかのような表情を浮かべ、そして二人用の浮き輪を引っ張り出してきた。

　浮き輪はドーナッツを二つ組み合わせたような形をしている。

「彼氏さんと彼女さん、どっちが前に乗ります？」

「か、彼女……」

　愛理沙は恥ずかしそうに頬ほおを赤らめ、顔を俯うつむかせた。

　すでにその反応が初々しいカップル、恋人に見えてしまっていることに愛理沙は気づいていない。

　由弦は気恥ずかしい気持ちになりながらも、愛理沙に尋ねる。

「どうする？　前がいい？　後ろがいい？」

「……………………後ろにします」

　しばらくの沈黙の後、愛理沙はそう答えた。

　後ろの方が恐怖は薄れるだろうと、そう考えたようだ。

　実際のところ由弦は前と後ろ、どちらの方が怖いのか分からない。

　ジェットコースターは後ろの方が怖いらしいが……これはウォータースライダーだ。同じかどうかは分からない。

「じゃあ、僕が前に乗ります」

　由弦と愛理沙は浮き輪に乗り込んだ。

（緊張しているな……）

　由弦は後方から伸びる愛理沙の足を眺めながら思った。

　ギュッと指先まで力が入っていることがはっきりと分かる。

　表情は分からないが、きっと恐怖で強こわ張ばっていることだろう。

「行きますよー、手は離さないようにおねがいしますね。三、二、一……」

　カウントダウンと同時に浮き輪が前に押し出され、チューブ型の滑り台へと吸い込まれていく。

　二人を乗せた浮き輪は水に流され、下るにつれて速度を増していく。

「おぉ……結構、早……」

「高瀬川さん！」

　突然、背中に柔らかい何かが押し当てられた。

　ギュッと、後方から伸びてきた白い手が、由弦をがっしりと掴む。

　加えて、美しく長い脚も由弦の体を挟みこんでいた。

「雪城!?」

「ひぅ……」

　小さな息遣いを背後で感じた。

　どうやら愛理沙は係員から言われた「手を離すな」という忠告を忘れ、背後から由弦を抱きしめてきたようだ。

　由弦の背中に顔を埋めて、震えている愛理沙の姿を由弦は幻視した。

「……」

　由弦は思わず息を飲む。

　クラスでもっとも可か愛わいいと評判の少女が、助けを求めるかのように、背後から胸を押しつけるほど抱き着いてきたのだ。

　ウォータースライダーのスリルも合わさり、由弦の心拍数が一気に跳ね上がった。

　そんな二人を乗せた浮き輪はますます速度を増し、やがて出口へと辿たどり着ついた。

「ひゃぅ……」

「大丈夫か？」

　着水の衝撃で愛理沙の体が大きく、前のめりになった、

　浮き輪から手を離していた愛理沙は、そのまま由弦の背中へと密着することになる。

　一方の由弦はちゃんと浮き輪の取っ手部分を握りしめていたので、二人が浮き輪から放り出されることはなかった。

「はぅ……何とか……」

　愛理沙は由弦の背中に抱き着いた状態でそう言った。

　それからすぐに自分が異性の友人と肌を密着させていることに気づいたらしく、慌てて体を離した。

「ひゃぁ!?　す、すみませ……っきゃぁ!!」

「大丈夫か!?」

　そしてそのままの勢いで後ろへと倒れ込み、浮き輪から落下した。

　由弦は慌てて浮き輪から降りて、愛理沙の手を引っ張るようにして立たせてあげる。

「大忙しだね」

　由弦が揶揄いの言葉を投げかけると、愛理沙の頬がカッと赤く染まった。

　そしてペコリと頭を下げる。

「す、すみません」

　失敗したことか、それとも由弦の背中に抱き着いてしまっていたことか。もしくはその両方か。

　愛理沙は恥辱で顔を真っ赤にしながら、小さく頷いた。

　あまりウォータースライダーの前で長時間居座ると後続に迷惑がかかるということで、二人は一度プールから上がった。

　そしてウォータースライダー用の浮き輪を返却する。

「結構、面白かったね」

「そ、そう……ですね。……その、すみません。抱き着いてしまって。何度も……」

　愛理沙は申し訳なさそうに由弦にそう言った。

　何度も、というのは造波プールでのことも含めてだろう。

「い、嫌ですよね……好きでもない子に、こんなに……その、くっつかれて。本当にご迷惑をおかけして、すみません」

　しょんぼりと、申し訳なさそうにする愛理沙。

　もちろん、由弦は迷惑などと思っていないし、そして愛理沙が悲しそうにしているのも嫌だった。

　愛理沙にはもっと楽しそうにしていて欲しい。

「俺は全然、気にしていないよ。大丈夫だ」

　そう言って慰めると、愛理沙は由弦を見上げた。

「本当ですか？」

「本当だ。むしろ……」

「むしろ？」

　愛理沙は首を傾げる。

　愛理沙を慰めようとする気持ち、由弦自身が全く気にしていないことを伝えようとする気持ちが先行して、口が滑ってしまった。

　もちろん、今更、口を閉じるわけにはいかない。

「役得かなって……」

　由弦は自分の顔が僅わずかに熱くなるのを感じた。

　失敗したなと、由弦は自分で自覚した。

「……」

「いや、今のは……頼られて嬉うれしいということで。その、抱き着かれて嬉しいとか、そういうわけでは……」

　無言になってしまった愛理沙に対し、由弦は慌てて言葉を重ねる。

　が口を開けば開くほどに、事態が悪化していく。

　そんな由弦に対し、愛理沙は……

「えっち、ですよ」

　そう言ってから、クスッと笑った。

　そして軽く由弦の背中を押して、微笑んだ。

「分かりました。……次のプールに行きましょう？」

「あ、あぁ……次に行こう」

　どうやら愛理沙は元気を取り戻したようだった。

　由弦は何となく納得できない気持ちを抱えながらも、ホッと息をついたのだった。




　二人で遊び、一時間半程度の時間が過ぎた。

　休憩時間が訪れ、二人はプールから上がった。

「ちょっと、疲れましたね」

　濡ぬれた髪を掻かき分わけながら愛理沙はそう言った。

　その仕草はとても色っぽく、艶あでやかだった。

「……そう言えば、高瀬川さん」

「どうした？」

「本日は……その、証拠の写真とかって、必要ですか？」

　手を一方の腕に当てながら愛理沙は由弦にそう尋ねた。

　このプールデートは祖父からの〝指令〟なので、今までのパターンから考えると写真撮影が命じられてもおかしくはない。

　だが……

「いや、今回は大丈夫だ」

「……そうですか？」

「さすがに君の水着の写真を寄越せとは言えないだろうし。それに……もう殆ほとんど心配ないと思われているみたいだしな」

　祖父が由弦に写真を送れと言ってきたのは、由弦と愛理沙の関係を心配してのことだった。

　一応、高校生でお見合い、婚約者というのは早すぎる……という意識が祖父にもあったのだ。

　由弦と愛理沙を引き合わせたのは自分なのだから、その辺りの面倒もしっかりと見る……というのは祖父の意図するところだった。

　だが最近送った二枚の写真で、祖父はすでに由弦と愛理沙の関係がそれなりに良好だと確信したらしい。

「今回は写真はいらんぞ。すでに十分、仲がいいそうじゃからなぁ。いやー、若いというのは素晴らしいのぉ。ふぉふぉふぉふぉ……」などとわざとらしい笑いと共に、直接そう言われた。少し腹が立ったのは秘密だ。

　もちろん、年頃の少女の水着写真を要求するわけにはいかないという祖父の倫理・道徳観もあるだろう。

「そうですか。……そうですか」

　きっと愛理沙は安心するだろう、喜ぶだろうと由弦は思っていたのだが、なぜか浮かない顔だ。

　どこか残念がっているように見えた。

「あの……撮りませんか？」

　小さな声で愛理沙は言った。

「え？」

　由弦は思わず聞き返してしまう。

　すると愛理沙は頬を赤らめ、恥ずかしそうにもじもじとしながら答えた。

「ですから……その、思い出として、写真が欲しいなと……思いました。ダメ、ですか？　……友達同士で写真を撮るのは、変じゃないですよね？」

「ま、まあ……それは確かに、そうだね」

　別に変なことではない。

　由弦は決して写真が好きではないが、友人とどこかに遊びに行った時くらいは、一、二枚程度の写真を撮ることはある。

「だけど、いいのか？　……その、水着を写真に残すのは」

「……まあ、プールですし」

　どこか言い訳するように愛理沙は言った。

　それからフッと、笑みを浮かべる。

「それとも悪用する目的があるんですか？」

「まさか。……よし、分かった、撮ろうか」

「今回は私が撮っても？」

「いいよ」

　写真を撮りたいと言ったのは自分だから。

　ということなのか、愛理沙は携帯を取りに一度ロッカーへと戻った。しばらくして愛理沙は戻ってきた。

　その表情はどこか緊張している。

「じゃあ、撮りましょう。どこがいいですかね？」

「あの辺りはどうだ？　……みんな撮っているし」

　丁度いい感じのオブジェを由弦は指さした。

　そこでは複数人のカップルが写真を撮っていた。

「……」

「……」

「まあ、友人同士で撮っている人もいるからさ」

「そ、そうですね」

　誤魔化すように二人はそう言うと、オブジェの前に立った。

　愛理沙はすっと、由弦の方へと体を寄せた。

　僅かに二人の体が触れ合う。

「……」

「……」

　愛理沙が掲げる携帯の画面には、由弦と愛理沙の胸部から顔までが写っていた。

　勿論、二人とも水着であり、素肌を晒している。

　画面に写るために寄り合い、肌と肌が僅かに触れ合っているのがしっかりと分かった。

「んっ……撮れました。見ます？」

　愛理沙はそう言って携帯を手渡してきた。

　由弦は携帯を受け取り、写真を確認する。

「うん……まあ、悪くないんじゃないかな」

　二人とも自然な表情で写真に写ることができている。

　良くも悪くも二人で写真を撮ることに慣れたのだろう。

「へぇ……ねぇねぇ、私にも見せてよ」

「ああ、いいよ。……ん？」

　何気なく、自分の隣から携帯を覗のぞき込こんでいた少女へと携帯を手渡してしまい……気づく。

　それは愛理沙ではなかった。

「いいじゃん。なんか、ちょっと関係が落ち着いてきて慣れてきたカップルって感じで」

　ニヤニヤと笑いながらそう言ったのは……赤い生地のビキニを着た黒髪の少女。

　橘たちばな亜あ夜や香かだった。

「あ、亜夜香ちゃん!?」

　由弦が驚きの声を上げると、オブジェの陰から人影が二つ、現れた。

「私もいますよ！」

「よう、由弦。……随分と楽しそうだな」

　亜夜香と同様の笑みを浮かべて現れたのは、千ち春はると宗そう一いち郎ろうだった。

　間違いなく、勘違いされている。

　由弦と愛理沙はとっさに、アイコンタクトを取った。

「（ど、どうします？）」

「（ご、誤魔化すしかないだろう）」

　二人は腹をくくり、宗一郎、亜夜香、千春に向き直った。

　由弦は何でもないかのような顔で、三人に挨拶した。

「奇遇だな、お三方」

「おう、奇遇だな、由弦。ところで……」

「そこの可愛らしい女の子、雪城さんですよね？」

「ねぇー、ゆづるん。どうして二人揃って、プールで写真なんか撮ってるの？」

　三人はニヤニヤと笑いながら由弦に問いかける。

　愛理沙は由弦の陰に隠れるような形で、小さくなっていた。

　完全に説明を由弦に丸投げするつもりのようだ。

「あー、これはだな」

「「「これは？」」」

「たまたま、偶然、出会ったんだよ。まさか君たちにも会うとはね。偶然ってのは重なるものだな」

　由弦がそう言うと……

　三人は顔を見合わせた。

「「「それは無理があるよ」あります」あるだろ」

　誤魔化せなかった。




　　　　※




　まず宗一郎は近くにある飲食店を指さした。

「ここからは店にでも入って、食事をしながら話をしないか？」

　そこは水着のまま飲食ができる、プール内の施設だ。

　昼時で、由弦も愛理沙も何か食べようと思っていたところなので丁度いい。

　それに下手に逃げるよりも、ちゃんと説明した方がいいだろう。

　由弦は愛理沙に目配せしてから、一緒に首を縦に振った。

「息ピッタリじゃん。私の予想通り、ゆづるんと雪城さんは恋人……痛い！　ゆづるんがぶったぁ！」

「早とちりするな」

　由弦は亜夜香の頭を軽く叩たたいた。

　テーブルに着き、料理を注文し終えてから愛理沙は三人に向かって挨拶をした。

「改めて、雪城愛理沙です。初めまして……」

　すると三人は揃って軽く頭を下げ、口々に挨拶を返した。




「佐さ竹たけ宗一郎だ。よろしく」

「橘亜夜香だよ。よろしくね」

「上うえ西にし千春です。よろしくお願いします」

　挨拶が済んだところで……

　三人の視線が一斉に由弦へと向いた。

「それで由弦。やっぱり、雪城さんとはそういう関係なのか？」

「どういう関係だ？」

「惚とぼけないでよ。恋人同士かって、質問」

「それはノーだ」

「またまた……恋人同士じゃないのに男女でプールに来ますか？　恋人同士じゃないにしても、満更でもない気持ちがないと普通は来ませんよ」

「それは……」

　さて、どうするかと由弦は途方に暮れた。

　共に水着姿でプールにいるところを目撃されてしまった以上、下手な誤魔化しは通用しないだろう。

「……高瀬川さん。お三方は口の堅い、信用のできる方ですか？」

　愛理沙は小声で由弦に尋ねた。

　それについては問題ない。

　三人とも心の清らかな聖人とは言えないが、しかし友人の秘密を口にするような人間ではない。

　……そもそもビジネスにおいて、信用ほど大切なものはないのだ。

　ここで由弦の信用を損ねるのは、将来的に三人の不利益に繋つながる。

「勿論。……それについては約束できる。だけど、何がキッカケで情報が流出するか……」

「事情をある程度話して、私たちにとって非常に重要で、真剣なことであると、分かってもらった方が安全なのでは？」

「それは……確かにそうかもしれない」

　当然のことながら、口の堅さは情報の重要性次第だ。

　だから本当に黙っていて欲しいならば、しっかりと事情を説明する必要はあるが……

　事情説明にはどうしても、愛理沙の家庭事情について触れる必要がある。

　由弦にとって三人は友人だが、愛理沙からすると三人は他人だろう。

「……よし、分かった。説明しよう」

　ここは愛理沙の家庭事情については触れず、上手く話すしかない。

　そう考えた由弦は一部の情報を隠し、大まかな事情の説明をした。

　全てを聞いた亜夜香は開口一番、こう言った。

「ゆづるん、随分と面白いことになっているんだね」

「……自覚はしているよ」

　ニヤニヤとする亜夜香に対し、由弦はため息混じりに呟つぶやいた。

　他人事なら、これほど面白いことはないだろう。

　漫画やドラマみたいなことが身近で起きているのだから。

「しかし、本当に雪城さんが来たんだな。お前の爺じいさん、凄いな」

「そうだよ……舐なめてたわ。もっとあり得ないような設定にしておくべきだったね。宇宙人とか異世界人とか超能力者とか未来人とか」

　感心したような表情を浮かべている宗一郎に対し、由弦はなげやりに返した。

　もっとも、そもそも愛理沙は金髪ではないし、碧へき眼がんでもないので、条件は満たしていない。

　突っぱねようと思えば、突っぱねられただろう。

　それでも由弦がそうしなかったのは……

「しかし由弦さん。雪城さんは金髪碧眼ではないですよ。それを理由に断ればよかったじゃないですか。……本当はそこそこ乗り気なんじゃないですか？」

　矛盾を突いてやったぞ。

　とでも言いたげな顔で千春は言った。

　確かに由弦の説明ではその部分は大きな矛盾点である。

　本来は断ろうと思えば断れるにもかかわらず由弦がそれを受けた……その理由は由弦の方が愛理沙のことをそこそこ気に入っているからではないか？

　と、考えることができる。

　実際、愛理沙は美人なので普通の男はあわよくばと考えるだろうし、由弦も愛理沙の水着姿を見て「本物の恋人ならよかった」と冗談半分本気半分で思ったのは事実だ。

「好みのタイプを連れて来いと言って、それが来ないならよし、来るなら来るでそれもよし。なるほど、ゆづるんも考えたねぇー」

「さすが、謀略の〝高瀬川〟ですねぇ」

「雪城さんは別にタイプではないと、俺に言ってたのは照れ隠しだったわけか」

　亜夜香と千春と宗一郎の三人とも微妙に事実とは異なる勘違いをしていく。

　これでは由弦が少し腹黒い男になってしまうが……

　隠したい部分を隠して、上手く説明する自信がなかった由弦はそういうことにしておこうと考えた。

「違うんです」

　が、しかし愛理沙は宗一郎たちの考えを否定するようにそう言った。

　由弦は思わず、愛理沙の方を見た。

「おい、雪城」

「高瀬川さんは……私を庇うために、この話を受けてくれたんです」

　愛理沙は由弦が彼女のプライバシーを守るために隠していたこと、つまり自分が結納金目当ての政略結婚の駒にされそうになっていたことを、全て話してしまった。

「確かに高瀬川さんは、断れる立場にあります。でも、それは下心からじゃなくて……私のために、そうしてくれているんです。…………いや、全く下心がないわけではないかもしれませんが」

「いや、そこは最後まできっちり否定してくれ」

　なぜか後半、自信なさそうに言う愛理沙に対して思わず突っ込んだ。

　一方、宗一郎たちは少し驚いた様子だ。

「へぇ……お前、やっぱりいい奴やつだな。いや、俺は最初から信じていたぞ」

「さすがゆづるん。勿論、私もきっとそうだと思っていたよ」

「私の中で由弦さんの株価が急上昇中です。ああ、勿論、最初からそれは予期していました」

「絶対、嘘だろ」

　由弦が軽く睨むと、三人は肩を竦めた。

　丁度、そのタイミングで料理が運ばれてきた。

　会話は一時中断し、五人は料理を食べ始める……

　ということにはならなかった。

「ねぇねぇ、雪城さん。あなたのこと、愛理沙ちゃんって呼んでいい？　私のことは亜夜香でいいからさ」

「あ、私のことも千春でいいですよ。代わりに愛理沙さんと、呼ばせていただいてもいいですか？」

「え？　……別にいいですけど。えっと、亜夜香……さん、千春……さん？」

　亜夜香と千春の二人に詰め寄るように言われた愛理沙は、困惑した表情で小さく頷いた。

　すると二人はさらに精神的な距離を詰める。

「私さ、愛理沙ちゃんに妙な親近感があってさぁ」

「え、えっと……そうですか？」

「ほら、名前が似てるじゃん？」

「〝あ〟と〝三文字〟ってところしか共通点、ないだろ」

　思わず由弦は突っ込んでしまった。

『ちはる』と『ゆづる』の名前が似ている並みの暴論だろう。

「ところで、愛理沙さんって綺き麗れいですよね」

「それは……ありがとう、ございます」

　唐突に千春に褒められた愛理沙は、少し驚いた表情でお礼を返した。

　しかし千春に対して、その対応は誤りだ。

「髪の毛もさらさらしてて、綺麗ですし、肌も白くて、染み一つなくて……お胸とお尻も大きいですよね。でもお腹なかの部分はキュッとしてて。顔立ちも凄く整ってて……正直、タイプな感じです」

「あー、分かる。愛理沙ちゃん、可愛いよね。私も好みかも。白い肌に黒い水着がよく映えているよね。というか、清せい楚そな雰囲気なのに意外に大胆というか……そうだ！　ねぇ、愛理沙ちゃんのご両親は海外の人だったりするの？　ちなみに私は高祖母がイギリス人で……痛い痛い！」

「や、やめて！　宗一郎さん!!」

　亜夜香と千春の暴走はそこまでだった。

　宗一郎が二人の首を背後から鷲わし掴づかみに、強引に引っ張ったからだ。

「雪城さんが困ってるだろう。全く……」

　身を乗り出していた亜夜香と千春の二人を強引に着席させる。

　それから愛理沙に向かって、軽く頭を下げた。

「アホ二人が迷惑をかけた。……この二人はちょっと、キツ目に言わないと分からないタイプだからさ。嫌なら嫌と、ムカついたら死ねと、言ってやってくれ」

「あ、いえ……大丈夫です。少しびっくりしただけなので。……私は母がロシア四分の三と日本四分の一、父がフランスと日本の半々。そう記憶しています。国籍は両親ともに日本です」

　亜夜香の質問に対し、愛理沙は律儀に答えた。

　どこの国とのミックスなのかは直接聞いたことはないが……お見合いの時に事前情報ですでに聞いていたので、由弦としては驚きはない。

　由弦の記憶が正しければ、〝雪城〟は愛理沙の父親の方だ。

　貿易商を営んでいたらしい。

　そして愛理沙の養父母のうち、直接血の繋がりがあるのは養母の方である。

　愛理沙にとっては伯母に当たる。

　以前、お見合いの場で顔を合わせたが、確かに東欧人の傾向が強い顔をしていた。

　尚なお、〝天あま城ぎ〟は愛理沙の養父の姓だ。

　養父は普通の日本人であり、愛理沙とは血縁上の繋がりはない。

「へぇー、ちなみにそこのゆづるんだけど。ゆづるんの曾そう祖そ母ぼ、ひいおばあちゃんは北欧系のアメリカ人なんだよね」

「え、そうなんですか？」

　少し驚いた様子で愛理沙は由弦の方を見た。

　由弦は小さく頷く。

「まあね。かなり遠いし……誤差の範囲ではあるけど」

　ほぼほぼ、日本人なのだから少なくとも外見からは分からないだろう。

　言われればそんな気がしなくも……いや、しないかなぁー、とそんな顔立ちをしている。

　強しいて言えば、青い瞳くらいだろうか。

　ちなみに曾祖父からさらに二代遡った、高祖父の母親に当たる人物はドイツ人女性だったりする。

　ここまで来ると明治、大正時代の話なので由弦からすると〝古典〟の範囲だ。

　家庭事情（もしくは家系事情）で盛り上がっているうちに、五人は食事を終えた。

　店を出ると、亜夜香はこんな提案をした。

「せっかくだしさ、みんなで遊ばない？」

　ここで言うみんなとは、由弦と愛理沙を含めた五人のことだろう。

　由弦からすると、亜夜香も千春も宗一郎も幼おさな馴な染じみなので何の問題もないが……

「いや……しかし今日は雪城と来たわけだし」

　愛理沙からすると、三人は他人だ。

　自分以外の四人が親しい関係の中に入るのは、少し気まずいだろう。

　それは想像に難かたくない。

　もっとも愛理沙からはそれを断ことわり辛づらいだろうと考え、由弦はそう口にした。

　すると亜夜香は……

「私、愛理沙ちゃんと遊びたいなぁ。まあ、ゆづるんと愛理沙ちゃんが二人っきりで、イチャイチャしたいというなら話は別だけど？」

「せっかくだし、男女で分かれませんか？　女の子同士、気兼ねなく遊びたいです」

　自分たちは愛理沙に用があるのだ。

　と、暗に愛理沙だけを省くような真似まねはしないと口にする亜夜香と千春。

　常にふざけているように見えるが、彼女たちはこう見えてもこういう察しはいいのだ。

「名案だな。……俺も亜夜香と千春の御お守もりは正直、疲れた」

　亜夜香と千春に乗っかる形で、宗一郎はそう言った。

　これも愛理沙を気遣っての言葉だが……表情に疲れの色が見える辺り、割と本心でもあるのだろう。

「私はいいですよ。皆さんとお近づきになりたいです」

　愛理沙は自然な表情でそう答えた。

　……特に嫌がっている様子は見られない。

　どうやら三人の気遣いが伝わったらしい。

「まあ、君がそう言うなら……そうしようか」

　一度、男女で分かれて遊ぶことになった。




　　　　※




「はい、愛理沙ちゃん！」

「はい！　千春さん」

「おっと、亜夜香さん！」

　波や流れがあるわけではない、ごく普通のプールで三人の美少女たちがビーチボールのパスを互いに回していた。

　特に明確なルールがあるわけではないが、水に落としてはいけないらしい。

　そして三人の美少女を遠巻きに眺めている男が二人。

「由弦、俺はたまに思うんだ」

　宗一郎はしみじみと、どこか悟りでも開いたかのような表情で断言する。

「この世に男って、いらなくないか？」

　その言葉に対し、由弦は小さく鼻で笑った。

「何を言ってるんだか」

「だから……」

「と、少し前の俺なら、そう答えたかもしれない」

　由弦は三人の美少女──つまり愛理沙、亜夜香、千春──が楽しそうに遊ぶ姿を眺める。




　愛理沙は海外の遺伝子が強く、肌の色や髪色、そして顔の造形もやはり普通の日本人とどこか異なる雰囲気を纏まとっている。

　華きや奢しやだが凹おう凸とつのある体はどこか芸術的で、いやらしさを一切感じさせない。

　そんな愛理沙は中央にリボンが飾られた黒い三角ビキニを身に纏っている。

　清楚な印象の彼女だが、こういう大胆な水着を着ていると急に大人っぽく見えてくる。

　白い肌に黒い生地が映えて、彼女をとても美しく見せていた。




　亜夜香は由弦と同様に遠縁にコーカソイド系の遺伝子を受け継いでいるためか、どこか日本人離れした容姿で、顔の造形も彫りが深く、とても整っている。

　高い鼻、桜色の美しい唇と一つ一つのパーツはとても美しく、それが黄金比とも言えるバランスで配置されている。

　髪は艶あでやかな黒絹で、瞳は赤みの強い琥こ珀はく色いろ。

　肌は美しい象牙色で、とても滑らかだ。

　彼女は愛理沙に負けないほど、素晴らしいプロポーションの持ち主だ。

　手足は長く、ウェストはほっそりとして、胸部と臀でん部ぶは美しいフォルムを描いている。

　そんな亜夜香は非常にシンプルな、真っ赤な三角ビキニを身に纏っていた。

　大人顔負けのスタイルに情熱的な赤い水着を身に纏うと、途端に官能的になる。

　その姿はとても十五歳には見えなかった。




　千春は古い歴史と伝統を持つ神社の跡取り娘だ。

　それ故か、もしくは全く関係ないかもしれないが（多分、関係ない）、どこか神秘的な雰囲気を漂わせている。

　榛はしばみ色いろの瞳に、陽光に照らされた明るい茶髪が印象的だ。

　通った鼻筋に、長い睫まつ毛げに覆われたパッチリした瞳を持つ、和風な顔立ちをしてる。

　肌は白磁のように滑らかで、美しい。

　胸部と臀部の膨らみは愛理沙、亜夜香以上だが、ウェストはキュッと細くくびれている。

　手足はほっそりと、長い。

　そんな千春は白とピンクの生地に、縁がフリルで飾られたビキニを身に纏っていた。

　フリルによって胸の谷間や、臀部が僅かに隠されているため、露出の割には清楚な印象を与えていた。




　そんな彼女たちが仲なか睦むつまじく、戯れている姿は非常に絵になる。

　何より素晴らしいのは、彼女たち三人は共に素晴らしい胸部の持ち主たちであることだ。

　ボールを上に上げるたびに、彼女たちの胸部のボールも大きく揺れるのだ。

　天国のような光景と言える。

「うん、この世に男はいらないな」

　それが由弦の感想だった。

「由弦……ようやく分かってくれたか」

「あぁ……今までの俺は未熟だった」

　由弦は少し前までの、世界を知らなかった自分自身を恥じた。

　今までは、あの素晴らしい景色を知らなかったからこそ、宗一郎の意見に賛同できなかった。

　だが、今ならば共感できる。

「いや、分かってくれたならいいんだ。……親友よ」

「宗一郎、ありがとう」

　由弦と宗一郎は固く、握手をした。

　それから二人は両手を離し……

「と、茶番はいいとして、宗一郎。正直、助かった。……雪城と二人っきりで一日を過ごすのは、正直、難しかったからな」

　由弦は宗一郎に対して、先ほどのおふざけとは異なる、真面目なお礼を口にした。

　別に愛理沙のことは嫌いではない。

　一緒にいて楽しいと、今はそう思える。

　実際、彼女と一緒に流れるプールや波のプールで遊ぶのは楽しかった。

　だが……限界がある。

　これが本物の恋人同士ならばイチャイチャと、ボディタッチやらなにやらを繰り返して永遠に盛り上がり続けることができるかもしれないが、由弦と愛理沙はそんなことはできない（少なくとも由弦は、彼女の信頼を裏切るような真似をするつもりはなかった）。

　そのため亜夜香や千春と合流できたのはありがたかった。

　女の子同士ならば、気兼ねなく遊ぶことができる。

　そして由弦は宗一郎の前で、肩の力を抜くことができる。

　……女の子の前ではどうしてもいいところを見せたくなり、緊張するのが男の性だ。

「それはこちらもお互い様だ。……あいつら二人を一日相手にし続けるのは、正直、疲れるんだ。いや、楽しいけどな」

　女の子一人を相手にするだけでも大変なのだ。

　それが二人一緒となれば、余計に大変だろう。

　由弦は宗一郎に同情した。

　……が、冷静に考えてみると二股をかけているのは彼の自業自得なので、同情の余地は一切なかった。

　由弦は一瞬でも同情したことをすぐに後悔した。

「ところで由弦。実際のところ……無む理り矢や理り、結婚させるなんて、できると思う？」

「できないことはないが、それだけのリスクを冒すメリットがないんじゃないか？」

　宗一郎の問いに由弦は答えた。

「だよな。……一昔前ならともかくとして、このご時世、できないよな」

「ああ。……そんなこと、させるのは時代遅れだろう」

　ひと昔なら泣き寝入りするしかなかったことが、今ではパワハラ、セクハラで訴えることができる素晴らしい時代になっている。

　愛理沙の意思を無視して結婚させるような真似をすれば、訴えられるかもしれない。

　だからリスクマネジメントができていれば、そんなことはしない。

「結局、意に沿わない縁談なんて、無理に勧めても破談になるのが目に見えているし。常識があればやらないだろう」

　一番最悪なのが、週刊誌に取り上げられるような事態だ。

　笑えない。

「つまり雪城さんの親には常識がないと？」

「どうだろう？　……養母は分からないが、彼女の養父はそれなりに優秀な人と聞くぞ」

「……リスクに頭が回らないはずがないか」

「そういうことだ」

　もっとも、だからと言って愛理沙が嘘を言っているのかと言えば、そういうことではないだろう。

　だから由弦の推測では……

「雪城はああ見えて、気弱な性格だから。精神的なモノなんじゃないかなって思っている」

　引き取ってもらった立場で、養い親には精神的にも立場的にも逆らえないのだろう。

　愛理沙の側がはっきりと拒絶しなかったために、乗り気だと勘違いをして縁談を進め、そうしているうちに今さら嫌とは言えなくなってしまった。

　という事態は考えられる。

　そんなことを由弦と宗一郎が話していると……

「おーい、宗一郎君！　ゆづるん!!　一緒にやろう!!」

　丁度、亜夜香からのお誘いが来た。

　由弦と宗一郎は顔を見合わせてから、三人のもとへと泳いでいった。




　　　　※




　五人で遊び始めてから、数時間後。

　亜夜香と千春がこんなことを言い始めた。

「ねぇ、私、お腹なかが空すいたんだけど」

「私も空きましたぁー！」

　由弦と宗一郎に向かって、二人はそう主張した。

　思わず、由弦と宗一郎は顔を見合わせる。

「そうか」

「大変だね」

　すると亜夜香と千春は露骨に不満そうな表情を浮かべた。

　そしてぽかん、としていた愛理沙の手を二人で引く。

「ねぇねぇ、愛理沙ちゃん。愛理沙ちゃんも、ちょっと小腹が空いたでしょ？」

「しょっぱい物が食べたいなと、思いません？」

「え？　まあ、確かに体を動かしたのでそういうのは否めませんけど……」

　愛理沙はイマイチ、亜夜香と千春の意図が分からない様子だった。

　しかし二人にとって、愛理沙が自分たちの意図を理解しているかどうかは、それほど重要なことではないようだ。

　二人は大おお袈げ裟さに大きく、何度も頭を縦に振る。

「だよね」

「お腹が空きましたよね」

　チラチラ。

　と、由弦と宗一郎の方を見た。

「やっぱり、素敵な男性の条件の一つに、気が利くかどうかがあると思うんだよね」

「分かります。女の子がお腹を空かせていたら、何も言わずに買ってきてくれるような方って、素敵ですよね。……愛理沙さんも、そう思いますよね？」

「え？　い、いや……でも、それは申し訳……」

　ようやく亜夜香と千春の意図を察した愛理沙は、首を横に振り、否定しようとする。

　が、しかし二人はそれを遮るように大きな声で、わざとらしく言った。

「あー、可愛い幼馴染みがお腹を空かせているのになぁー」

「婚約者様もお腹を空かせている様子なのに、何をしているんですかねー」

　由弦と宗一郎はため息をついた。

　まず、宗一郎が亜夜香と千春に尋ねた。

「はぁ……何を買って来ればいい？」

「私、焼きそばで」

「たこ焼きがいいです」

　宗一郎が買ってくる以上、由弦も同行せざるを得ない。

　由弦は困惑した様子の婚約者様に尋ねる。

「雪城は？」

「え、えっと……その……」

「俺も空いてるからさ」

　由弦がそう言うと、愛理沙は白いほっそりとしたお腹に手を当てた。

　そして僅かに頬を赤らめ、はにかみながらピンク色の唇を動かす。

「では、フライドポテトをお願いします」

「分かった」

　由弦と宗一郎が踵きびすを返すと……

「あ、飲み物もお願いね！」

「私たちはあっちの方で待っているので！」

　幼馴染み様の声が背後から聞こえた。

　由弦と宗一郎は互いに顔を見合わせ、肩を竦めた。
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「よーし、行ったね」

「行きましたね」

　由弦と宗一郎を見送った亜夜香と千春は……

　愛理沙に詰め寄った。

「え、えっと……何でしょう？」

「ちょっと、ガールズトークをしようよ」

「いろいろ、愛理沙さんには聞きたいです」

　愛理沙は二人に連行されるような形で、椅子に座らせられた。

　愛理沙を丁度挟み込むような配置で、亜夜香と千春が座る。

「それでさ、愛理沙ちゃん。

　……本音のところでは、ゆづるんのこと、どう思ってるの？」

　亜夜香は愛理沙にそう尋ねた。

　すると愛理沙は「え？」と驚きの声を上げる。

「ど、どうって……」

「男性として、好きなんですか？」

　具体的に千春は愛理沙に尋ねた。

　愛理沙の肌が仄ほのかに紅潮した。

　首をブンブンと左右に振る。

「まさか！

　……恋愛感情はありませんよ」

　愛理沙の答えに対し、亜夜香と千春は首を傾げた。

「ゆづるん、学校ではちょっとダラしないけど、お洒落すれば普通にカッコいいと思うけどなぁ」

「人格も優れていると思いますが、何かご不満な点が？」

　すると再び、愛理沙は首を左右に振る。

「い、いえ……確かに高瀬川さんは素敵な男性だと、思いますけど……」

　恥ずかしそうに愛理沙は目を伏せた。

　しばらく言いい淀よどんでから、はっきりと口にする。

「でも、だからと言って恋愛感情は別じゃないですか」

「……ふーん」

「そうですか」

　由弦が男性として、素敵であったとしても……恋に落ちる理由にはならない。

　それは亜夜香と千春が、由弦に対してはあくまで異性の親友としての感情しか持っていないのと同じだ。

　だから二人はあっさりと、引き下がる。

　……はずがない。

「じゃあ、ゆづるんに好きって言われたらどうする？」

「ふぇぇ!?」

　油断していたところへの唐突な質問に、愛理沙は驚きの声を上げた。

　真っ白い肌が真紅に染まる。

「そ、そんな……そんなことは、あり得ません」

「仮にの話ですよ。お試しで付き合ってみよう、とか、思わないんですか？」

　首を大きく何度も横に振る愛理沙に対し、ニヤニヤ笑いながら千春は尋ねる。

「そ、そんな、不誠実な真似はできません！

　それに……」

「「それに？」」

　愛理沙は小さく、ため息をついた。

　そして弱々しい声で言う。

「私なんかよりも……ずっと、高瀬川さんに相応ふさわしい女性はいます。あれだけ、立派な人なんですから」

　そう言って愛理沙は笑った。

　それは微笑みというよりは、自嘲気味な、自虐的な笑いだった。

「ふーむ」

「そういう感じですかぁー」

　亜夜香と千春は何かに納得した様子だった。

　愛理沙がきょとんとしていると、二人は笑みを浮かべた。

「変なこと聞いて、ごめんね、愛理沙ちゃん」

「ご不快に思われたなら、すみません」

「い、いえ……別に大丈夫です。……高瀬川さんとは幼馴染み、ですよね？　気になるのは当然だと思います」

　そんな話をしていると……

「おい、戻ったぞ」

「飲み物は適当に買ったから、好きなのを選んでくれ」

　宗一郎と由弦の二人が戻ってきた。

　女子三人は何事もなかったかのように、笑顔で男二人を迎えた。
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　散々遊んだ五人は、私服に着替えてレジャー施設を出た。

　それから少し早いが、近くにあったレストランで食事を済ませてしまった。

「あのさぁ、私、タクシー呼ぶつもりだけど……何台呼ぶ？　ゆづるんと宗一郎君は〝電車派〟だったよね？」

　由弦はソファーにもたれかかるようにして言う。

「俺は〝電車派〟だが……今日はさすがに疲れた。俺の分も呼んでくれ」

　途中からはしゃぎ過ぎてしまったこともあり、全身が怠だるい。

　特に途中で行ったプールでの遊泳競争が響いていた。

「右に同じく。

　……電車で帰る気力はない」

　宗一郎はすでにダウンしかけなのか、肘をテーブルにつけて、うつらうつらしながら答えた。

　千春はそんな宗一郎の髪をいじくり回している。

「あの、私は電車で……」

「雪城はついでに俺が送っていくから、タクシーはワンセットでいいよ。金は俺が出すから心配しなくていい」

　愛理沙の言葉を遮るように由弦はそう告げた。

「えっと、私は全然、大丈夫ですけど」

「君だけ電車で帰したら、後で何を言われるか分からん」

「……まあ、そういうことでしたら」

　由弦と愛理沙のやり取りを聞いた亜夜香と千春は感心の声を上げた。

　そして眠りかけていた宗一郎を二人で揺する。

「私も送って欲しいなぁ」

「私も送ってください」

「お前ら家逆方向じゃん……というか、俺はもう早く帰りたい。帰らせてくれ。眠いんだよ……むしろお前らが俺を送ってくれ」

　本当に眠そうな顔をしてそういう宗一郎。

　由弦はいい気味だと思ったが、心の優しい愛理沙は気の毒に思ったらしい。

　助け船を出した。

「そうだ、亜夜香さん、千春さん。

　……連絡先、交換しませんか？」

「いいよ！」

「そう言えば、まだでしたね」

　三人は連絡先を交換し合う。

　見たところ、今日のプールで随分と仲よくなったようだ。

　少しだけ由弦は嬉しい気持ちになった。
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　その日の帰り。

　由弦と愛理沙はタクシーに並んで座っていた。

「今日は楽しかったです」

　しみじみと愛理沙は言った。

　普段はクールな彼女も、亜夜香や千春のテンションに乗せられてか、途中からはしゃぎ回っていたように見える。

　由弦からすると珍しいモノを見られて、満足だ。

「亜夜香ちゃんと千春ちゃん……随分と仲よくなれたみたいだな」

「はい。……お友達になれた、と言っていいんでしょうか？」

「君がどう思おうが、彼女たちはそう思っているだろうよ」

　あの様子だと、相当に愛理沙を気に入ったようだ。

　こっそりと、「愛理沙ちゃんを泣かせたら死刑だから」「男なら責任を持って幸せにしてください」という厳命を受けた。

　……偽にせ物ものの婚約者と説明したはずなのだが。

「そう言えば、高瀬川さん」

「どうした？」

「あのお三方も……そこそこ裕福なお家なんですよね？」

「ん？　まあ、裕福な部類なんじゃないかな」

　もっとも、一口に〝裕福〟と言っても差は存在するが。

「皆さん、どこに住んでいるんですか？　普段からタクシーとか利用されているんですか？」

　気軽に亜夜香がタクシーを召喚したので、普段からどういう移動をしているのかが気になったのだろう。

　由弦は三人の現在の住居と通学状況を記憶から引っ張り出す。

「亜夜香ちゃんは……車で一時間以内のところに住んでたかな。専属の運転手による送迎だったはずだ」

「そうなんですか？　見たこと、ないですけど」

「学校から徒歩三分くらい離れたところで降りているみたいだぞ。……まあ、校門の前で降ろされるのは普通に恥ずかしいんだろう」

　由弦の通っている高校は私立で、裕福な家の子が少なくない。

　が、全体数で言えば一般家庭の子が過半数なのは言うまでもない。

　彼女も年頃の女の子なので、相応の羞恥心はあるのだ。

「佐竹さんは？」

「あいつは……正確な距離は覚えていないが、普通に家から通ってたな。〝電車派〟だけど。……あいつは兄弟が多くてね」

「兄弟が多い？　何人ですか？　四人、とか？」

　少子化が叫ばれる昨今。

　四人程度であっても、十分に日本国の人口問題に貢献した夫婦と言えるだろう。

　だが佐竹家はレベルが違う。

「野球チームが一つできるくらいはいたと記憶している」

「それは……本当に多いですね」

　これには愛理沙も驚いたのか、目を丸くしている。

　由弦は頷いた。

「宗一郎は名前から分かる通り、長男だ。……幼稚園児、小中学生が何人いるかは覚えていないが、毎朝九人以上を車で送迎するには、運転手が相応の人数、必要になるな」

　勿論、雇えないことはないのかもしれないが。

　少なくともあの一族は不要だと考えているのだろう。

　ある程度の年齢の男子はみんな、歩いて登校しているらしい。

　尚、女子は車で送迎とのことだ。

「健康のためには歩いた方がいいとか、そういうことも言ってた。あとはまあ、口には出していないが、送られるのは恥ずかしいんだろう。男だしな」

「千春さんはどうですか？」

「あいつの実家は関西だ。さすがに通えないから、一人暮らし中だな」

　つまり由弦と同じと言えば、同じになる。

　もっとも、一時間程度の通学時間を惜しんでいる由弦とは一人暮らしの必要性に大きな違いがあるが。

「女の子が一人暮らしって、危なくないですか？　彼女もいいところの子なんですよね？」

「ああ、そうだよ。だから、マンションの両隣にＳＰだか使用人だか分からないが、関係者が住んでいるようだ。……なんちゃって一人暮らしだな」

　果たしてあれを一人暮らしと言っていいのか、怪しかった。

　もっとも、妥当な判断ではある。

　世の中には宅配業者を装って、部屋に侵入してくるような悪人もいるのだから。

　……千春はああ見えても〝武闘派〟なので、下手な男ならば撃退できてしまいそうだが。

「ということは……高瀬川さんの両隣も？」

「いや、両隣は普通の人だし、そんな大げさな警備を確認したことはない。……絶対にいないとは断言できないが」

　もっとも、由弦はそれを積極的に見つけるつもりはなかった。

　ウォーリーじゃないんだから、探さなくてもいいのだ。

　分からないなら、分からないでいいだろう。

「……ところで、雪城。天城の方は、どうなんだ？」

「養父は運転手を雇っています。でもまあ……基本的にはみんな電車です。……我が家は今、節約中なので」

「それはまた」

　噂うわさに聞く通り、天城の資金繰りはよくない様子だ。

　その原因は先代の天城の当主、愛理沙の養父の父親が事業に失敗したことにあるようで、今代は立て直しに奔走しているという。

　それを考えると、愛理沙を嫁に出してまで援助金が欲しいというのは……全くその気持ちには共感できはしないが、必死なのは理解できる。

　そんな話をしていると、愛理沙の家の近くまで到着した。

　まず先に由弦が降りてから、愛理沙に手を差し伸べる。

　愛理沙は一瞬、戸惑いの表情を浮かべたが……すぐに由弦の手を取った。

「ありがとうございます」

「どう致しまして」

　愛理沙を車から降ろしてあげる。

「じゃあな、雪城。もしかしたら、また夏休みに会うかもしれないけど」

「そうですね。その時は私の方からお誘いを……」

　その時だった。

「愛理沙！」

　若い男性の声が聞こえてきた。

　キャリーバッグを引いている、二十歳前後の青年がこちらへ歩いてきた。

　顔立ちの整った、好青年だ。

「誰だ？」

　由弦が小声で尋ねると、愛理沙もまた小声で返した。

「天城大翔はるとさんです。私の従兄いとこで、義兄です」

　そういう愛理沙の顔には、一見すると優しそうな、しかし実際には何の感情も浮かんでいない仮面のような笑みが浮かんでいた。

　一方で大翔は嬉しそうな表情だったが、愛理沙の隣にいる由弦に気づくと……その顔を曇らせた。

　これはまた面倒なことになりそうだなと、由弦は内心でため息をついた。
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「お久しぶりです、大翔さん。帰って来られたんですね。……何かあったんですか？　夏は帰って来ないものとばかり、思っていましたが」

　愛理沙は淡々と大翔に尋ねた。

　天城家には関西の方で一人暮らしをしている大学生の息子がいる。

　という情報はすでに耳にしていたので、彼はその息子さんなのだろうと由弦は推測した。

「うん、まあそのつもりだったんだけどね。その、愛理沙が婚約したと聞いて。どういうことなのかと思って、帰ってきたんだ」

　それから大翔は愛理沙の隣に立っている、由弦へと視線を向けた。

　あまり友好的な表情ではない。

「……それで君は？」

　大翔は由弦にそう尋ねた。

　こういう時、漫画やアニメでは「相手に名前を尋ねる前にお前が名乗れ」と言うんだろうなと思いながら、由弦は答えた。

「初めまして、愛理沙さんのお義兄さん。高瀬川由弦と申します。その、愛理沙さんの婚約者です」

「なるほど、君が……そうか。僕は愛理沙の義兄の、天城大翔だ」

　それから大翔はしばらくの沈黙の後、由弦に尋ねる。

「……本当に由弦君が愛理沙の？」

「ええ、そうですよ」

「……年齢は？」

「十五歳です。愛理沙さんとは、同じ学年になりますね」

　由弦は愛理沙と同様に、社交的な笑みを浮かべ、穏やかに対応する。

　次期当主としての教育は受けているので、これくらいはできる。

「由弦君は早過ぎると、思わないのか？」

　勿論、そう思っている。

　が、まさか当事者である由弦がこの〝婚約〟を否定できるはずもない。

　とはいえ、全く違和感を覚えないというのもそれはそれで一般常識とズレているだろう。

「そうですね。ですから、結婚そのものは大学卒業後になるかと」

「……結婚するつもりなのか？」

　頓とん珍ちん漢かんなことを言う人だと、由弦は内心で思いながらもそれは直接口には出さない。

「結婚しないつもりで、婚約を結ぶ人がこの世のどこにいますか？」

　皮肉と言葉遊びを込めて、そう答える。

　この世のどこにいるのか、と言えばここにいる。

　由弦と愛理沙は結婚するつもりなどないのだから。

　それから由弦は軽く、愛理沙の服の袖を引っ張り、目配せをした。

「そうだよね？　愛理沙さん」

　彼に真実を話すべきかどうか。

　一応、確認は取る。

　すると愛理沙は小声で由弦の耳元に囁ささやいた。

「伏せて」

　つまり隠しておいて欲しいということだ。

　由弦は大翔が信用のできる人か否か分からないが……

　長年共に生活をしてきた愛理沙が「信用できない」と判断するならばそれに従うべきだと決めた。

「大学卒業後、由弦さんと結婚するつもりでいます。黙っていて、すみません。もう直なお樹きさんから聞いているとばかり」

　直樹とは天城直樹。

　つまり愛理沙の養父のことだろう。

　愛理沙の方から直接的な連絡をしていない時点で、大翔があまり愛理沙から信用されていないことは何となく分かった。

「……いいのか、君たちは」

　淡々としている由弦と愛理沙の態度に、大翔は少しショックを受けている様子だった。

　もっとも、どちらかと言えばその言葉は由弦よりも愛理沙に向けられているようだ。

（なるほどね……）

　ここまで来れば、大翔がどういう感情を愛理沙に向けているのかが何となく分かる。

　彼はおそらく、従妹いとこである愛理沙のことが好きなのだろう。

　自覚しているか、無自覚なのかは分からないが。

　だから愛理沙の結婚に関しては反対の立場なのだろう。

「勿論。愛理沙さんはとても魅力的な女性です。彼女と添い遂げることは、僕にとっては本望です」

「私も由弦さんとなら、一生を共にしてもいいと思っています」

　由弦と愛理沙は揃ってそう答えたが……大翔は納得がいかない様子だった。

　とはいえ、思い人である愛理沙に矛先は向けられないのか、彼は由弦を対象に定めた。

「由弦君は……知っているのか？」

「何を？」

「愛理沙の、天城の事情だ。……この結婚は、金が目当ての政略結婚だぞ」

　そんなことは言われなくとも知っている。

　そもそも名家同士の結婚というのは、今も昔も多少なりともそういう要素があるものだ。

「何が言いたいんですか？」

「……愛理沙は立場上、嫌とは言えないんだ。分かるだろう？　言わされているだけだ」

　その時、由弦の耳に小さな音が聞こえてきた。

　それは……愛理沙が放った、小さな小さな、舌打ちの音だった。

　横目で愛理沙の表情を確認する。

（うわぁ……怒ってる）

　元から冷たい、死んだような瞳は増々冷気を増していた。

　表情は先ほどからの笑顔を維持しているが、時折唇がピクピクと動いている。

　明らかに不機嫌になっていた。

　もっとも、大翔はそれに全く気づいていない様子だが。

「愛理沙さん。君のお義兄さんはそう言っているけど……」

「大翔さん、それは考えすぎです。……心配していただいてありがとうございます。ですが、ご安心を。私は心の底から、由弦さんと結婚したいと思っています」

　少なくとも、今はそういうことにしておいた方がいい。

　由弦個人としては「彼も結婚に反対なら、事情を話して協力してもらってもいいのでは？」と思わないでもないのだが……

　愛理沙が大翔を信用できないと判断している以上、そういうことにしておいた方がいい。

「だ、そうですが」

「……そうだね。愛理沙の立場では、そう言うしかない。由弦君も分かるだろう」

「まあ、そうですね」

　どうやら大翔も愛理沙のことを信用していない……少なくとも、その言葉を信じていないようだ。

　勿論、それは決して間違いではなく、愛理沙は大翔に嘘をついている。

　だが、愛理沙が何を言おうとも「言わされている」で終始している点は変わらない。

　つまり愛理沙がどのような意思を表示したとしても、大翔にとってそれが不都合であれば、それは偽りなのだろう。

　これでは愛理沙が大翔を信用しないのも、頷ける。

　もっとも……

　愛理沙が大翔を信じていないが故に、大翔は愛理沙を信じられないのか。

　それとも大翔が愛理沙を信じていないが故に、愛理沙は大翔を信じられないのか。

　どちらが先なのかは、卵が先か、鶏が先かのような問題で、答えは出ない。

　しかし双方向の不信が二人の間にあるのは間違いない。

「ですが、そうだとして……天城大翔さん。あなたは僕に何を求めているんですか？」

「由弦君が本当に愛理沙のことを愛しているなら、結婚を無理強いするのはやめて欲しい。……由弦君も愛理沙が不幸になることは望んでいないだろう？」

「それは、まあ……おっしゃる通りですが」

　そろそろ愛理沙が作り笑いを堪こらえきれなくなってきた様子だ。

　それにあまり待たせるのもタクシーの運転手に申し訳ない。

　なので、少々狡ずるい言い方で話を終わらせてもらうことにする。

「仮に僕が愛理沙さんとの結婚を取りやめたとしても、天城家の財政状況が改善しない限り、天城さんは愛理沙さんを資産家と結婚させようとするのでは？」

「それは……い、いや、だけど……」

「あなたに愛理沙さんを守れる力があるのであれば別ですが、ないのであれば余計なことはしない方がいいかと」

　ただの大学生に過ぎない上に当主である直樹と不仲な様子の大翔には、何の権限も力もないのではないかという由弦の予想は間違いではなかったようだ。

　彼は押し黙ってしまった。

　それを確認すると、由弦は頭を下げた。

「すみません。出過ぎたことを……失礼なことを言ってしまいましたね。これ以上は天城家の問題。僕は口を出さないようにしましょう。では……天城大翔さん、愛理沙さん。僕は失礼させていただきます」

　由弦は言うと、早々にその場から立ち去ったのだった。
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　日本某所。

　和風の邸宅。

　大きな門には『高たか瀬せ川がわ』の表札。

　畳のある間で、四人家族が夕食を食べていた。

　四人とも、和装に身を包んでいる。

「最近、天あま城ぎの娘さんとはどうなんだ？　由ゆ弦づる」

　夕食の席で由弦にそう尋ねたのは……高瀬川和かず弥や。

　由弦の父親だ。

　クォーターである彼は、その容姿に西欧人らしい特徴が少しだけ見られる。

　由弦にも受け継がれている、青い瞳はその遺伝子をはっきりと証明していた。

　お見合いの席に祖父と共にいた和弥だが、彼自身は由弦と愛あ理り沙さの結婚にそれほど熱を入れている様子はない。

　なので、その父親から愛理沙との関係を聞かれたのは由弦にとって少し驚きだった。

　尚なお、もっとも結婚に積極的な由弦の祖父母はアメリカへ旅行中だ。

　引退を決め込み、しょっちゅう海外へと旅行に行っている二人だが……特にアメリカがお気に入りの様子だ。

　由弦の祖父の母親（つまり由弦の曾そう祖そ母ぼ）はアメリカ人だから当然と言えば当然なのかもしれないが。

「雪ゆき城しろと？　……昨日、プールに行っただろ？　それなりにいい感じだよ」

　由弦は適当に答えながら、味み噌そ汁しるを口に運ぶ。

　母親の作った味噌汁は決して不味まずくはないが……

（雪城の方が美味うまいな）

　早くも愛理沙の手料理中毒の症状が出てきた気がする。

　夏季休暇が終わり学校に行くのは面倒だが、しかし愛理沙の手料理は食べたい。

　非常に複雑な気持ちだ。

　そんなことを考えていたことを察したのか、由弦の母親──高瀬川彩由さより──が尋ねてきた。

　尚、彩由も先祖に西欧の出身の人がいるが……非常に遠いので彼女の見た目はとても日本人らしい。

「愛理沙さんの料理と私の料理、どっちが美味おいしい？」

「雪城」

「即答だなんて。やだぁ、ベタ惚ぼれじゃない！　もしかしたら、早くも孫の顔が見られちゃうかもねぇ」

　祖父母の次に由弦の結婚を推奨しているのが、彩由だ。

　もっとも、どちらかといえば色恋沙汰が好きで騒いでいるだけだが。

　いい年して何をしているんだと、言いたいところではあるが……

　若作りの結果か、年の割には若く見える。もっとも、彼女の前で年齢は禁句だが。

「お母さん、大して料理、上手じゃないんだから……そのレベルを超えるなんて、そんなに難しいことでもないでしょ」

　呆あきれ声でそう言ったのは、由弦の妹。

　高瀬川彩弓あゆみだ。

　現在、中学二年生である。

　性格は少々、小生意気ではあるが……妹であることから贔ひい屓き目めに見ていることを差し引いても、可か愛わいらしい容姿をしている。

　澄んだような青い瞳が印象的だ。

「でも、そんなに美味しいなら食べてみたいかな。評価してあげる」

「もう小こ姑じゆうとの気分か……呆れた」

「兄さんがお世辞なのか、本気で言っているのか、そりゃあ気になるでしょ？」

　漬物を食べながら、飄ひよう々ひようと言う彩弓。

　もっとも……由弦と愛理沙が結婚することは実際にはないので、彼女が小姑になる可能性もないのだが。

「でも、兄さん。そんなに好きなのに……まだ〝雪城〟って苗みよう字じで呼んでるんだ」

　痛いところを突いてくる妹。

　由弦は自分自身、察しがいい方であると思っているが……彩弓もこういう勘が働くタイプだ。

　だから気を抜くことができない。

「……呼び方を変えるってのはな、気恥ずかしいものなんだ」

「ふぅーん」

　幸いなことに、彩弓は特に探りを入れてくることはなかった。

　生意気なことに、ニヤニヤと笑っていたが。

「まあ……今は少しぎこちないところがあるかもしれないが、由弦、お互いに好きになろうと思っていれば、ちゃんと好きになれるものだよ。お見合い結婚というのは、案外に悪くないものだ」

「そうねぇー。私も最初は和弥さんと一緒にやっていけるか不安だったけど……探してみると素敵なところがいっぱいあるのよねぇ」

　まーた始まったよ。

　という顔で両親を見る由弦と彩弓。

　二人の両親である和弥と彩由はお見合い結婚で結ばれたのだ。

　だからお見合い結婚にかなり好意的である。

　おそらくは彩弓に対しても、何らかの形で見合いを勧めようと考えているだろう。

　もっとも、無む理り強じいはしないだろうが。

「そんなものなのかなぁー」

　そして彩弓もそういう両親と、そして婚約者と仲なか睦むつまじい（ということになっている）由弦の姿を見ているためか、お見合い結婚に対してそれほど否定的ではなかった。

　由弦自身も、実はお見合い結婚というものを嫌ってはいない。

　さすがに十五歳では早すぎるだろうと、そう思っているだけだ。

　大学卒業後ならば、それほど反発はしなかっただろう。

「そうそう、由弦。……一週間後、近くで夏祭りがあるだろう？」

　唐突にそんなことを言い始める和弥。

　由弦はすぐに、父親の意図を察した。

「雪城を誘え、と？」

「話が早い。まあ無理にとは言わないけどね」

　そうは言うものの、近所で祭りがあるというのに恋人を誘わないというのは少し変な話だ。

　必然的に愛理沙を誘うことになるだろう。

「まあ……そうだな。でも、彩弓はいいのか？」

　去年までは由弦は彩弓と共に夏祭りへ行ったのだ。

　兄のエスコートがなくて大丈夫か？　と由弦は妹に尋ねる。

「友達がいるからいいよ。でも、ちゃんと私にも紹介してよ。顔写真でしか、知らないんだもん。兄さんの愛いとしい人」

「はいはい」

　適当に返事をしつつ……

　また愛理沙に電話をしなければ、と由弦は思うのだった。




　　　　※




　ある日。

　唐突に由弦から『話をしたいから、都合のいい時間を教えてくれ』というメールが来た。

　皿洗いを終えた愛理沙は『今ならいいですよ』と送ると、すぐに電話がかかってきた。

　それは夏祭りへのお誘いだった。

『というわけなんだけど、どうかな？　今回はチケットとかがあるわけでもないし、父さんの思いつきの提案みたいなところがあるから、用事があるってことで、断ることもできるけど』

　プールの時とは異なり、夏祭りはその日の、特定の時間に限られる。

　だから、その時は丁度外せない用事があって……という言い訳が通用する。

「夏祭りですか……花火とか、見られます？」

　とはいえ、プールと比べても祭りは心理的なハードルが低い。

　それにもし綺き麗れいな花火が見られるなら、少し興味がある。

『あぁ……見られるよ。規模もそこそこだ』

　夏祭りなど、果たして何年ぶりか。小学生の時以来かもしれない。

「じゃあ、お招きに与あずかります」

『ありがとう……それと妹と母親が君に会いたがっているんだけど、いいかな？』

「あ、はい。分かりました」

　それから待ち合わせの場所と時刻を決めてから、愛理沙は電話を切った。

　そして報告のためにリビングに戻る。

「誰との電話だ？」

　真っ先に愛理沙にそう尋ねたのは、彼女の養父。

　直なお樹きだ。

　新聞を広げ、愛理沙と顔を合わせようともしないが……しかし有無を言わせない強い口調だった。

「高瀬川由弦さんです。……一週間後、夏祭りに来ないかと、お誘いを受けました」

「受けたか？」

「はい」

　愛理沙がそう答えると……彼女の養母──天城絵え美み──は小さく舌打ちをした。

　露骨に不機嫌そうな表情を浮かべる。

　そして……

「いやねぇ……色気づいちゃって」

　一言、そう言った。

　愛理沙の伯母に当たる彼女は、自分の妹だった愛理沙の母親とは仲が悪かった。

　そのためその娘である愛理沙のことを嫌っているのだ。

　愛理沙に嫌いや味みを言ったり、意地悪をしたり、時折手を上げるのは養母である絵美だ。

「あまりそういうことを家の中で……」

「色気づいてもらわなければ、困るのだがな」

　冷淡な声で直樹は言った。

　その一言で絵美は口を噤つぐんだ。

　直樹は仕事で家を空あけることが多く、家事や子育てに関しては絵美に一任しているため、一見すると彼女がヒエラルキーの頂点にいるように思える。

　だが不思議なことに彼女は直樹にだけは逆らわないのだ。

「この縁談は天城にとっても、愛理沙にとっても非常に重要なものだ。……という話は幾度もしたはずだが」

「……分かりました、直樹さん」

　とはいうものの、絵美は不満そうな表情をしている。

　養父である直樹とは異なり、養母である絵美はこの縁談には反対の立場だ。

　勿もち論ろん、愛理沙のことを思ってのことではない。

　愛理沙には全くもって共感できない話だが……

　大嫌いだった妹にそっくりの姪めいが、『高瀬川』という裕福な家の、容姿も整っている上に品があり、優しそうな好青年のもとへ嫁ぐのが、気に食わないようだ。

　早い話、愛理沙が幸せになるのが嫌なのだろう。

　絵美と愛理沙の母親の間に何があったのかは分からないが、愛理沙にとっては理不尽な話だ。

「そう言えば、浴衣ゆかたは持っていたか？」

　唐突に直樹は愛理沙にそう尋ねてきた。

　愛理沙は首を左右に振る。

「いえ、持っていません」

「まさか洋服で行くつもりだったか」

「……いけなかったでしょうか」

「あの古臭い、守旧的な家の息子だ。彼は浴衣を着るだろうな。その横を洋服で歩くつもりか」

　呆れたとでも言いたげに直樹は言った。

　言われてみればそれはとても間抜けな絵面だ。

　晒さらし者ものもいいところだろう。

　愛理沙が小さくなっていると、直樹は無言で立ち上がった。

　そして箪たん笥すから財布を取り出し、そこから一万円札を五枚引き抜いた。

　それをテーブルの上に置いた。

「これで買って来なさい。余った分は小遣いに当てるように」

「あ、ありがとう……ございます」

　おずおずと、愛理沙はお金を受け取る。

　愛理沙にとって、自分を虐待する絵美よりも、直樹の方がずっと怖い存在だ。

　直樹は愛理沙に手を上げることはしないし、意地悪を言うこともない。

　それどころか絵美がやり過ぎると、絵美を咎とがめたり、愛理沙を庇かばってくれることもある。

　事実、絵美は直樹の前では滅めつ多たに愛理沙に対して手を上げない。

　だが同時に愛理沙に対しては、限りなく無関心に近かった。

　少なくとも愛理沙にはそう見えた。

　自分に対して分かりやすい憎悪を向けてくる相手よりも、何を考えているのか分からない、しかし誰よりもこの家庭で〝強大〟な存在である直樹の方が、恐ろしい。

　全く血の繋つながっていない大人の男性ということが、その恐怖に拍車をかけていた。

「直樹さん、あまり甘やかすのは……」

「必要経費だ」

　直樹が唯一、気にするのは自分の家の評判だ。

　正確にはそれが原因で、ビジネスに影響が出ることを嫌っている。

「愛理沙。この縁談を望んだのはお前だ」

「はい。……分かっています」

　愛理沙は由弦に対し、無む理り矢や理りお見合いを受けさせられた。

　そう説明した。

　だがその説明は……少しだけ、愛理沙自身にとって都合がいいように脚色していた。

　養父である直樹は愛理沙に対して「縁談がいくつかあるが、受けてみないか？」としか聞かなかった。

　だからお見合いをしてみると、そう答えたのは愛理沙だ。

　直樹が怖くて、嫌だとは言えなかった。

　そうこうしているうちに、直樹はいくつも縁談を愛理沙に持ってきた。

　元々、結婚などしたくなかった愛理沙はそれを断り続けた。

　絵美からすれば、男性を選より好ごのみする、わがままで傲ごう慢まんな女に見えたことだろう。

　これ以上は断れない。

　途方に暮れていた時に、ようやく由弦と巡り合えたのだ。

「上手うまくやりなさい。お前自身のためにもな」

「はい」

　純粋に愛理沙の恋愛を応援するつもりで言っているのか。

　それとも破談になったら……お前には後がないと、そう脅しているのか。

　それとも全く別の意図で言っているのか。

　愛理沙には分からなかった。

　それがただただ、怖かった。




　　　　※




　夏祭り当日。

　由弦は一足早く、駅まで愛理沙を迎えに出かけた。

　駅は由弦のように友人や恋人を待っている男女で混みあっていた。

　少し離れたところで、由弦は愛理沙を待つ。

（愛理沙はどんな浴衣を持ってくるのだろうか？）

　そう思う由弦はまだ浴衣に袖を通していなかった。

　着ているのは外出用の洋服だ。

　というのも、愛理沙からは「浴衣を汚したくないので、もし可能であれば高瀬川さんのお家で着替えさせてください」という連絡を受けていたからだ。

　それならば自分もその時に合わせて着替えようと、由弦は考えた。

　視界に入る女性たちの浴衣をぼんやりと眺めつつ、愛理沙の浴衣姿を想像していると……

「高瀬川さん。お待たせしました」

　いつもの、彼女らしい落ち着いた声が聞こえてきた。

　声のする方を向くと、そこにはいつものポーカーフェイスの愛理沙が立っていた。

「いや、俺も今来たところだよ」

　愛理沙は洋服を着ていたが、手には紙袋を二つ下げていた。

　おそらくはそのうちの一つに浴衣が入っているのだろう。

　……では、もう一つは？

「その袋は？」

「浴衣と……お菓子です。挨拶に行くなら、持って行けと」

「なるほどね」

　おそらくはその言葉は彼女の養父のものだろう。

　直接交わした言葉は少ないが、愛理沙や両親から聞いた話では、天城直樹は体面を気にする人間らしい。

　全く気にしないよりは、気にする方がいいので、その点は別に悪いことではないだろう。

　中身が伴っているかどうかは別として。

「持とうか？」

「では浴衣の方をお願いします。お菓子の方は、私の手で高瀬川さんのご両親に渡したいので」

　紙袋の一つを受け取ると、由弦は軽く手招きした。

「家まで案内するよ。ついてきてくれ」

「はい。……分かりました」

　由弦の家は駅から少し歩いた場所にあった。

　門の前まで辿たどり着ついたので、足を止める。

「ここだ」

「……こ、ここですか」

　門を見上げ、呆ほうけた表情を浮かべている愛理沙。

　あんぐりと口を開けている。

　言っては何だが、普段の愛理沙を知っている由弦からすると少し〝間抜け〟な顔をしていた。

「どうした？」

「い、いや……大きいなと、思いまして」

「君の家も、そこそこ大きいだろう」

「こんなに高い塀も大きな門もないですよ。うちには」

　二人が外門を潜くぐると……

　ワンワン、と大きな犬の鳴き声が複数聞こえてきた。

　びくり、と愛理沙の体が震える。

　そうこうしているうちに四頭の犬がこちらへ駆け寄ってきた。

　尻尾を振りながら、由弦の方へと駆け寄ってくる。

「待て」

　由弦がそう命じると、四頭の犬はピタリと止まった。

「お座り」

　ジェスチャーを交えて命じると、時間差はあるものの四頭はお座りをした。

　最初はあっけに取られていた愛理沙だが、すぐにその表情に感心の色が浮かんだ。

「よく躾しつけられているんですね」

「番犬だからね。庭で放し飼いにしているんだ」

　もっとも、今のところ彼らが役に立ったことは由弦の人生では一度もない。

　時折、犬の鳴き声がするような家には泥棒も入りたくはないだろう。

「触ってもいいですか？」

「いいよ。少し挨拶をしてやってくれ」

　由弦はそう言うと、まず四頭の犬に向かって名前を呼びながら手招きする。

「アレクサンダー」

　するとそのうちの一頭、凜り々りしい顔つきをした赤茶色の犬が歩いてきた。

「待て、お座り、お手」

　命令通りに由弦の手に足を乗せるアレクサンダー。

　よしよしと、軽く頭を撫なでてあげる。

「この子があの中だと、一番序列が高い。……まず匂いを嗅がせてから、触ってあげてくれ」

「リーダーということですか。……柴しば犬いぬですか？」

「いや、秋田犬だ」

　その秋田犬に対し、まず愛理沙は白い手を伸ばした。

　くんくんと、秋田犬は軽く匂いを嗅ぐ。

　それから愛理沙は首元や頭などを、優しく撫でてあげた。

　それから真っ黒い毛並みの犬、それから赤茶色の毛並みの犬、毛並みは茶色だが顔が黒く、皮膚にたるみのある犬に対し、それぞれ挨拶をする。

　由弦は一頭ずつ、名前を愛理沙に教えた。

「それにしても……随分と、凄すごい名前ですね。アレクサンダー、ピュロス、ハンニバル、スキピオって……何と戦うつもりですか」

「泥棒かな」

「過剰戦力ですね……名前もそうですが、その、大きさも」

　それから愛理沙は四頭の犬へ視線を向ける。

　秋田犬を含む二頭は普通の大型犬というサイズだが、もう二頭はそれよりもさらに一回り大きい。

「アレクサンダーちゃんが秋田犬で、ピュロスちゃんが……ジャーマン・シェパードですよね？　で、このハンニバルちゃんとスキピオちゃんは……何という犬種ですか？」

　ハンニバルと名づけられた犬の体高はおよそ八十センチほど。

　そしてスキピオはそれを僅わずかに上回っている。

　二頭とも、その顔の大きさは愛理沙の顔二つ分はありそうだ。

　いくら大人しいとはいえ、このサイズに近づかれると、さすがの愛理沙も気け圧おされるようで少し顔が引ひき攣つっていた。

「ハンニバルはスパニッシュ・マスティフで、スキピオはイングリッシュ・マスティフだ。まあ、四頭共実戦経験はないというか。泥棒に入られたことはないけどな」

「命あっての物種ですからね。事前調査していれば、入りませんよ」

　そうは言いつつも、愛理沙の表情は柔らかかった。

　目はとろんと蕩とろけ、口元はへにゃりと緩んでいる。

　猫派を公言している彼女だが、普通に犬も好きなようだ。

　よしよしと、四頭を撫でてあげる。

「じゃあ、雪城。そろそろ」

「そうですね。……あまり長くなるのも、ご挨拶前に服が汚れるのでよくないですし」

　愛理沙は名残惜しそうな表情で立ち上がった。

　解散を命じると、四頭は庭のどこかへと駆けて行った。

　犬を見送ってから、由弦は玄関に通じる引き戸を開ける。

　それから大きな声で叫んだ。

「おーい、雪城を連れてきたぞ」

　しばらくすると和装に身を包んだ人物が現れた。

　父、高瀬川和弥。

　母、高瀬川彩由。

　妹、高瀬川彩弓。

　の三名だ。

「よく来てくれました、愛理沙さん。いつも息子がお世話になっています」

「お久しぶりです。高瀬川……由弦さんには、むしろ私の方が助けていただいています」

　そう言って丁寧に愛理沙は挨拶をした。

　和弥はゆっくりと、目を細めた。

「まあ、一度上がってください。……話したくて、うずうずしている二人がいるみたいだし」

　和弥はそう言って、軽く自分の背後へと目配せした。

　彩由と彩弓は今か今かと、待ち構えている。

　先んじて由弦は靴を脱いで家に上がった。

　それから愛理沙に手を差し伸べる。

「ほら」

「ありがとうございます」

　愛理沙が家に上がるのを見計らって、女性陣二人が進み出てきた。

「由弦の母の、高瀬川彩由です。いつも由弦がお世話になっています、愛理沙さん。それにしても……写真で見るよりも本物の方が可愛らしいわね」

「妹の高瀬川彩弓です。兄がお世話になってまーす。本当にお綺麗ですね。これは兄さんが夢中になるのも無理はないかなぁー」

「初めまして、雪城愛理沙です。よろしくお願いします。……あ、あの、えっと……」

　二人に迫られて、困惑の表情を浮かべる愛理沙。

　由弦は一歩前に進み出て、愛理沙を庇うように立った。

「雪城が困っているから。……話はお茶を飲みながら、だろう？」

　それから由弦は愛理沙に対し、軽く手招きした。

「案内するよ」

「はい。……今日はよろしくお願いします」

　改めて愛理沙は一礼した。




　　　　※




　当初の予定通り、愛理沙は高瀬川家の部屋を借りて浴衣に着替えることとなった。

　その間に由弦も着替えておくことにしたのだが……

　やはり女の子の方がいろいろと支度が大変らしい。

　先に着替え終わったのは由弦の方だった。

　由弦は一度、鏡で自分の姿を確認した。

　黒に近い濃い紺色の生地に、白と暗いブルーの笹ささ柄がらが描かれている。

　帯は暗い赤色。

　髪は珍しくワックスで整えている。

「まあ、問題ないか」

　愛理沙の隣を歩いても問題がない程度には仕上がっている。

　それから由弦は少し、ソワソワした気持ちを抱きながら愛理沙を待った。

「高瀬川さん、お待たせしました」

　その声はいつもより、少し強こわ張ばっていた。

　表情はいつもの平静な顔だが、僅かに緊張と不安の色が見える。

「いや、大丈夫だよ。……へぇ」

　由弦はじっくりと、愛理沙の浴衣姿を観察する。




　生地は濃紺。

　柄は薄紫色の大きな朝顔に、白い撫なでし子こや萩はぎなどの花が描かれている。

　帯は麻の葉柄模様の貝紫色。

　髪は美しく結い上げ、赤い玉（おそらくは珊さん瑚ご）で飾られた簪かんざしでまとめていた。

　浴衣の全体的な色合いとデザインは決して派手とは言えず、どちらかと言えば落ち着いた印象を受ける。

　それとは対照的なのは帯色で、非常に美しく、映える色合いになっていた。

　可愛いよりは美しい、大人びた印象を受ける。

　普通の女性ならば埋没してしまうかもしれないが、年齢にそぐわぬ落ち着きと色っぽさを持つ愛理沙はそれを見事に着こなしていた。
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　綺麗な簪はそれを引き立てている。




「……変じゃありませんか？」

「いや、よく似合っているよ。とても綺麗だ。いつもより、大人っぽく感じる」

　由弦がそう言って愛理沙を褒めたが、彼女の表情は晴れない。

　愛理沙は由弦に背中を向けた。

　綺麗に結ばれた帯が見える。

「ちゃんと、できてますか？」

　不安そうに尋ねる愛理沙。

　その問いは似合っているか？　というよりは、ちゃんと浴衣を着ることができているかどうか？　という問いに聞こえた。

「ああ、上手だと思うよ。毎年、妹の浴衣を見ているからその辺りの判断はできる。安心してくれ」

　由弦がそう言うと、愛理沙はホッと息をついた。

　それから言い訳するように言った。

「実は浴衣なんて、何年も着てなくて……ネットで調べたんです」

「なるほどね」

　それは確かに不安だろう。

　最初にそれを言ってくれれば、母親や妹に頼んだのに、と由弦は思ったのだが今更なので口には出さなかった。

「ところで、その。高瀬川さんも、よくお似合いです。……とても、カッコいいと思いますよ」

「そうか、ありがとう」

　女の子に服装を褒められるのは案外恥ずかしいものだと、由弦は思った。

　母親や妹ではうんともすんとも感じないというのに。

「お取込み中のところ、いいですか？」

　可愛らしい声が聞こえてきた。

　振り向くと、可愛らしい金魚柄の浴衣を身に纏まとった彩弓が立っていた。

　彼女がクルッとターンする。

「どう？　兄さん」

「よく似合っているよ。可愛いと思う」

「なんか、愛理沙さんと比べて淡泊だなぁー」

　そんな文句を言いながらも、彩弓はニコニコと笑顔で愛理沙に近づく。

　そしてジッと、愛理沙の浴衣姿を眺める。

「やっぱり、愛理沙さん、綺麗だね。うん、私の義姉として認めてあげます」

「あはは、ありがとうございます」

　なぜか、偉そうに胸を張る彩弓。

　何とも言えなそうな表情を浮かべる愛理沙。

　実際は結婚するつもりなんてない、とは言えないだろう。

「それにしても、愛理沙さん。兄さんと浴衣の趣味が似ていますね。お互いに合わせたというわけじゃないんですよね？　お互いに通じ合っちゃって……私がおばさんって呼ばれる日も近いかなぁ」

　すでに言動が〝おばさん〟だぞ。

　と、いう言葉を由弦は慌てて飲みこんだ。

　一方、結婚するつもりがないのに相手から結婚する前提で語られた愛理沙は気まずかったのか、話を逸そらした。

「ところで、彩弓さん。……先ほどの和服でお祭りに行くわけじゃないんですね」

「え？　そりゃあ……あんな地味なので行きませんよ。もっと可愛い浴衣を着ないと」

　彩弓も由弦も、そもそも高瀬川家の人間は全員、普段着で和装をすることが多い。

　まさか普段着で和装をしている女子が、というよりは和服を着ている一族がこのご時世にいるとは思わないだろう。

「うちは家で寛くつろぐ時は和服を着てるんだよ」

　なので、由弦は愛理沙にそう補足説明をする。

　すると愛理沙の表情にはすぐに納得の色が浮かんだ。

「それはまた、珍しいですね。……えっと、家訓とか、しきたりとかで、決まっているんですか？」

「いいや、別に。まあ……俺たちは父さんと母さんが着ているから、真似まねしているだけだ」

「幼い時からこうだったので。……それにこの家には和服が合うと思いません？　ＴＰＯ……と言っていいか分かりませんが、そういう感じです」

　ちなみに由弦はマンションの自室では洋服を着ている。

　あの部屋で和服を着るのはおかしいのと、外を出歩くのに着替えるのが面倒だからだ。

　彩弓風に言うならＴＰＯというやつだ。

「別に大した意味はないから、愛理沙さんは真似しなくても全然、構いませんよ。……ところで、浴衣、よく似合っていますね」

「そうそう。愛理沙ちゃんが嫁いで来たら、こんな古臭いルールなんて壊しちゃっても、全然構わないわよぉ。それにしても、やっぱり可愛いわねぇ、愛理沙ちゃん。本当によく似合っているわぁ」

　丁度そこへ、由弦の両親がやってきた。

　二人が口々に浴衣について褒めると、愛理沙は複雑そうな表情を浮かべた。

　褒められるのは嬉うれしいが、騙だましていることは心苦しい。

　そんな顔をしている。

　あまりここにはいない方がいいだろうと判断した由弦は、愛理沙の手を取った。

「じゃあ、俺たちは祭りに行くから」

「あ、えっと……お先に失礼します」

　やや強引な形で由弦は愛理沙を連れて、そこから離脱した。




「悪いな、雪城。……全然、気にしなくてもいいからな？」

　愛理沙を連れ出してから、由弦は愛理沙に謝罪した。

　気弱な愛理沙には、由弦の両親を騙すような形になっていることは心苦しいだろう。

「いえ……こういうのは、しっかりと自覚しなければいけないことだと思うんです。不誠実を働いているのは、私ですから」

「やっぱり、考えすぎているな、君は」

　由弦はため息をついた。

　少しだけ由弦と愛理沙では、この婚約に関する認識が違うようだ。

「別にあの人たちは、雪城が俺をフッて婚約を破談にしたとしても怒らないよ」

「え？　……そうですか？」

「結婚じゃなくて、所しよ詮せんは婚約だ。そりゃあ、不仲になって破談になったり、婚約破棄になったりする可能性くらい念頭に置いているだろうさ」

　このご時世、離婚だって別に珍しい話でもない。

　それが単なる婚約となれば、尚なお更さらだろう。

「そういう可能性があるから、俺たちの婚約は高瀬川と天城の双方にしか共有されていないし、無む暗やみに話してはいけないということになっている。言いふらすなって、君も念押しされただろう？」

「はい。……それはそういう意図なんですか？」

　元々、隠しておくつもりだった愛理沙は、「言いふらすな」という養父からの命令の意味については深く考えていなかったようだ。

「そういうこと。……結婚とか婚約ってのは、関係を周知させて、深い関係があることをアピールするためにやるものだ。だけど、それを公表していない。それはつまり……この婚約は非公式のもので、極論すれば口約束に過ぎないってことだよ。もし公式のモノだったら、橘たちばなや佐さ竹たけ、上うえ西にしにも話がいっているはずだからね」

　特に橘は高瀬川にとっては盟友であり、同時にライバルと言える存在だ。

　その相手に次期当主の婚約を伝えないということは、それはまだ非公式のものであり、正式なものではないということを意味している。

　尚、由弦は亜あ夜や香かに婚約の話をしてしまったが……

　重要なのは当主同士で、手紙などのやり取りによって伝えられていない、ということだ。

　プールで、子供同士が話しただけの内容は〝聞いていない〟のと同じである。

　そもそもこの婚約を周知させたくない理由は、由弦と愛理沙の関係が破綻した時に、それが醜しゆう聞ぶんにならないようにするためであり……早い話、二人のプライバシー保護のためである。

　そして次に、二人の破談が株価等に影響を与えないようにするためだ。

　なので、絶対に知られてはいけないというような秘密ではない。

　あくまで、言い触らさない方がいいというだけの話だ。

　それに橘家のような家が、高瀬川家と天城家の接近を知らないはずがない。おそらくかなり早い段階で、橘家の当主は由弦と愛理沙の〝仮婚約〟の情報を掴つかんでいるはずだ。

　公式に認めてはならないだけで、情報の漏ろう洩えいそのものを厳格に封じているわけではない。

　むしろ……多少、情報が漏れた方が高瀬川家と天城家の接近を周知できる。

　婚約のリスクとリターンを比較すると、〝匂わせる〟程度が両家にとってはもっとも望ましいのだ。

「そういうもの……なんでしょうか？　そんなに重く考えなくても、いいんですか？」

「そうそう。……そもそも俺たちは中学卒業したばかりの子供だぞ？　精神的に未成熟な存在に対して強引に婚約させて、それを律儀に守りなさいなんて方が道理に反している。だから気にするな」

　少なくとも由弦の両親は、究極的には由弦のことを信用してはいないだろう。

　まともな判断もできない子供を信用する方がおかしい。

　良識ある大人は、子供のことをある程度は信用しつつも、最後の一線では疑っておくものだ。

「なるほど。……では、あまり気に病まないようにします」

「そうするといい。君は被害者なんだ。何一つ悪いことをしていない、というわけではなかったとしても……絶対に悪者ではない」

　由弦は強い口調で、そう断言した。

　すると愛理沙はやや潤んだ瞳で、少しだけ安心したような、どこか救われたような表情で呟つぶやいた。

「ありがとう、ございます」




　　　　※




　少し湿っぽい雰囲気になった。

　愛理沙を慰めるために言ったのだが、これから楽しもうという時に言うようなことではなかったかもしれない。

　とはいえ、このまま愛理沙に気負わせたままだと彼女も純粋に楽しめない……と思うと、判断が難しいところではあるが。

「さて、つまらない話はここまでにして……祭りを楽しもう。何か、やりたいものとか、食べたいものとかあるかな？」

「……正直、私こういうところにあまり来たことないんですよね。来たとしても、何か買ったりしたこともないですし」

　先ほどの低いテンションを引ひき摺ずっているのか、しょんぼりとした声音で愛理沙は言った。

　愛理沙の性格からして、養父母に物をねだったりはできないだろう。

「そうか。じゃあ……歩きながら決めようか」

「そうですね」

　やはり祭りというのは、人の心を明るくするらしい。

　最初はどんよりと、暗い雰囲気を漂わせていた愛理沙だが、歩いているうちに徐々に明るくなり始めた。

　キョロキョロと興味深そうに出店を眺めたり、覗のぞき込こんだりしている。

　表情こそ変わらないものの、その瞳はいつもより生き生きしていた。

　とはいえ、祭りの賑にぎやかな雰囲気を作り出しているのは、大勢の人であり、人混みである。

　まだ始まって間もないが、それでも人の数は多い。




　どうしても、周囲の人とぶつかったりしてしまう側面がある。

「あっ……」

「大丈夫か、雪城」

　ぶつかられた上に小石に躓つまずき、転びそうになる愛理沙。

　由弦は咄とつ嗟さに彼女を支える。

「すみません」

「いや、俺の配慮が足りなかった。……慣れてないもんな」

　由弦は少し悩んでから、手を差し出した。

　愛理沙はきょとん、とした表情で由弦の手を眺める。

「どうしました？」

「よかったら、手でも繋ごうかと。その方がいざという時に助けやすい」

　嫌なら別にいいけれど。

　と、そう言う前に愛理沙はその白い手で由弦の手を握った。

　そしてはにかみながら、言った。

「エスコート、お願いします」

「承知しました。お姫様」

「……言ってて恥ずかしくないんですか？」

「指摘されると恥ずかしいから、言わないで欲しかったな」

　由弦は苦笑いを浮かべた。

　そして愛理沙の手をしっかりと握り、再び歩き始めた。

（しかし……なるほど。世の中のカップルはどうして街中でいちゃつきたがるのかと疑問に思ったが、謎は解けたな）

　周囲からの視線を受けながら、由弦はそう思った。

　愛理沙は元からして美しいのだが、今日は薄く化粧をしているせいか、いつもよりもずっと艶っぽく見える。

　そして美しい浴衣を身に纏っているのだ。

　そのせいで通りを行き交う男性たちから、熱い視線を受けている。

　そしてその美少女と手を繋いでいる由弦には嫉妬と羨望の眼まな差ざしが向けられる。

　これが不思議と心地よい。

　もっとも愛理沙は由弦のモノではないので、同時に虚むなしさも伴うのだが。

　これが本当の恋人や婚約者だったら、その優越感はさぞや気持ちいいことだろう。

「あ、綿あめ……いいですか？」

「綿あめか……うん、いいよ」

「……今、笑いませんでしたか？」

「まさか」

　元々大人びていて、そして今日は一段とそんな雰囲気を身に纏っているのに、趣味は子供っぽくて可愛いなと思ったのは秘密だ。

　なるほど、これが宗そう一いち郎ろうが言っていたギャップ萌もえというやつなのか。

　と、新たな境地に達しながら由弦は愛理沙と共に屋台に近づく。

「すみません」

「はい、いらっしゃい。……ああ、高瀬川さんのところの兄ちゃんか」

　屋台の店主は由弦の顔を見て、嬉しそうに目を細めた。

　毎年、祭りに屋台を出す面子は変わらない。

　そして由弦は毎年、この祭りに顔を出している。

　だから由弦と、ここの祭りに屋台を出している者たちの多くは、大なり小なり顔かお馴な染じみだ。

「妹さんはさっき、来たよ。……いや、しかしまた背が伸びたんじゃないか？　今、何センチ？」

「今年で百七十を超えました」

「へぇー、こりゃあ来年には追い越されるね」

　それから店主は由弦の隣で、きょとんとしている愛理沙に視線を向けた。

　それからニヤリと笑う。

「その子が妹さんが言ってた、彼女さんかい？　随分とまあ、別べつ嬪ぴんさんだねぇ。羨ましい」

「ありがとうございます」

　店主の言葉に対し、愛理沙は律儀に頭を下げた。

　それから店主は綿あめを作り始める。

「綿あめは……そっちの彼女さんか。妹さんとは違って、兄ちゃんはもう買ってくれないもんなぁ」

「はは、申し訳ない」

　毎年妹が買っているので、それで勘弁してもらいたいものだ。

　少し待っていると、他の客と比べても一回り大きな綿あめが完成した。

　少しびっくりした表情で、おずおずと愛理沙は受け取る。

　綿あめを渡し終えた店主は、由弦に対してウィンクをした。

「高瀬川さんには、毎年お世話になっているからね。……来年もよろしくと、伝えてもらえないかい？」

　高瀬川家は祭りの運営に直接関わっているわけではない。

　が、一定の発言力や影響力がある。

　彼が由弦や彩弓の顔を覚えているのは、屋台を出す上で高瀬川に対して、毎年挨拶の手紙を出しているからでもある。

「祖父と父に、伝えておきます」

　由弦はそう答えると、愛理沙を伴って屋台を出た。

　それから近くにあった屋台で、フランクフルトを購入する。

「なあ、雪城。少し……綿あめ、もらえないか？」

「さっき、馬鹿にしたじゃないですか」

　冗談めかした口調と表情で、愛理沙は怒ってみせた。

　すまない、すまないと由弦が謝ると愛理沙は綿あめを差し出してきた。

「どうぞ」

「齧かじっていいのか？」

「私は気にしませんから」

　それはそれでちょっと複雑だな。

　と、そう思いながら綿あめの表面を口で齧り取る。

「ん……」

「どうですか？」

「砂糖だな」

「当たり前でしょう」

　愛理沙は呆れ声を上げた。

　それから由弦はフランクフルトを愛理沙に差し出す。

「食べる？　まだ、口をつけてないけど」

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　愛理沙は小さな口を開けて、フランクフルトの先端を噛かみ千切った。

　ペロッと、唇の表面についた油を舌で舐なめとる仕草はなぜか色っぽかった。

「どうだ？」

「美味しいです。ただ……」
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「ただ？」

「なんか、気恥ずかしいですね」

「だろう？」

　由弦と愛理沙は顔を見合わせて笑った。
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　その後、由弦はイカ焼きを、愛理沙はブドウ飴あめを購入した。

　リンゴ飴とは異なり、小さくて食べやすいということでブドウ飴は愛理沙に大好評だった。

「次は何を食べようか？　俺はそろそろ甘いモノかなと思っているんだけど……」

「あ、金きん魚ぎよ掬すくい……」

　愛理沙はか細い声を上げた。

　足を止め、じっと屋台を見つめる。

「やってみたい？」

「うん……でも、やったことなくて。難しい、ですよね？」

「何事も挑戦だろう」

　そう言って励ますが、愛理沙は随分と迷っている様子だった。

　はて？　やりたいならやればいいのではないかと思った由弦だが、すぐに合点がいく。

「飼えないなら、うちで引き取るから気にしなくていいよ」

「いいんですか？」

「うち、池があるからさ。昔、俺が捕まえた金魚は今でもそこを泳いでいる」

　金魚掬いの金魚は元々質が悪いのか、それとも追い回されてストレスをため込んでいるせいか、死にやすい。

　が、それを乗り越えた金魚はとにかく、しぶとい。

　平気で十年以上、生きるのだ。

　由弦が引き取ってくれるということで、安心した愛理沙を連れて、屋台へと向かう由弦。

　当初、新たなお客が来たと笑顔で「いらっしゃい」と言った店主だが、しかし来たのが由弦だと知った途端に顔を顰しかめた。

「っげ！　高瀬川兄か！　あんたら兄妹は出禁だと、言っただろ！」

　今まで訪れた屋台の店主たちはみんな由弦に好意的だったので、この店主の態度は愛理沙にとっては意外だったらしい。

　驚いた表情で由弦を見上げる。

「……何かしたんですか？」

「昔、金魚を乱獲し過ぎた」

「何匹くらいですか？」

「妹と合わせて百匹かな」

「それはまた……」

　今にして思えば、非常に迷惑な兄妹だろう。

　とはいえ、当時の由弦と彩弓は幼かったのだ。

　ちなみに後で由弦の父が金魚の代金を（百匹分の原価だけではなく、機会損失分も含めて）支払った。

「まあまあ……掬うのは俺じゃなくて、彼女です」

　由弦はそう言って、愛理沙の肩を叩たたいた。

　愛理沙はペコリと、お辞儀をした。

　これには店主も驚きで目を丸くする。

「へぇ……これはまた、随分と美人な子だ。こんな可愛い子なら、大歓迎……と言いたいところだが、実は金魚掬い名人とか、そういうオチはあるまいな？」

「彼女は金魚掬い、未経験者ですよ」

「……それなら、まあ」

　とりあえず納得してくれたようだ。

　店主はお金と引き換えに、お椀わんとポイを愛理沙に渡した。

　愛理沙は腕まくりをして、緊張した面持ちで水にポイを沈める。

　そして金魚の上で引き上げるが……

　破れてしまった。

「むむ……難しいですね。本当にこんな紙で掬えるんですか？」

「あんたの彼氏とその妹は、その紙でうちを潰しかけたよ」

　店主は気分よさそうに言った。

　愛理沙が本物の未経験者と分かったからだろう。彼からすれば、いい鴨かもだ。

　とはいえ、あまりお金を浪費させるわけにもいかない。

「お手本を見せたいので、やらせてもらえませんか？　お金、払いますよ」

「あんたはダメだ」

「掬った分は返します。あと、乱獲して弱らせるような真似はしません。……彼女にいいところを見せたいんです。協力してください」

「……しょうがねぇなぁ」

　根は気のいい人なので、〝彼女〟を持ち出せばあっさりと折れてくれた。

　もっとも、ここで言う〝彼女〟とは雪城愛理沙を示す代名詞であり、決してガールフレンドという意味ではない。

　だから由弦は決して嘘は言っていないのだ。

　由弦はポイを受け取ると、愛理沙にレクチャーを始める。

「垂直に上げたり下げたりすると、紙が破れる。だから水を切るようにして、引き上げる時も入れる時も斜めに動かすんだ」

　可能であれば尻尾を乗せないようにするべきだが、初心者の愛理沙には無理だと思われるので、初歩の初歩から教える。

　そして目の前で一匹、二匹と実践してみる。

「一緒にやってみようか」

「はい」

　愛理沙にポイを持たせ、由弦は彼女の背後に回った。

　手を握り、ゆっくりと動かして、金魚を掬う。

　これで三匹目。

「ちなみにこれも逃がさないとダメですか？」

「当たり前だろう」

　そう言われたので、三匹を放流した。

　それから新しいポイをもらい、愛理沙に持たせる。

「やってみて」

「はい……」

　いつになく真剣な表情でポイを持ち、ゆっくりと金魚へと近づける。

　狙うのは水面近くまで上がってきた個体だ。

　金魚の下へポイを潜らせ、掬い上げる。

　紙の上に金魚が乗った。

　すかさず由弦はお椀を出すと、愛理沙はその中に金魚を入れた。

「できました、できましたよ！」

　嬉しそうに笑う愛理沙。

　ニコニコとご機嫌だ。

　彼女は普通にしていても十分に美人で可愛らしいが……笑うと普段よりもずっとずっと魅力的な表情になる。

　由弦だけが知っている事実だった。

「ああ、できたな。さすが、雪城だ」

　由弦はポンポンと愛理沙の肩を叩いた。

　普段は気安く彼女の体に触れるような真似はしないのだが、今日は何となくそういう気分になり、流される形でやってしまった。

　一方で愛理沙の方も特に気にすることなく、むしろ嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「早く、やってくれねぇか」

　が、目を逸らしながらぶっきらぼうに言った店主の言葉で我に返った。

　愛理沙は僅かに頬ほおを赤らめ、由弦も気まずさから金魚へと視線を向ける。

　それから愛理沙は三匹の金魚を掬い、合計四匹を手に入れた。

　初めてにしては大戦果だった。
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　それから輪投げ、射的、ヨーヨー掬いなどのゲームをやって二人は祭りを楽しんだ。

　遊び終えると、今度は少しお腹なかが空すいてくる。

「こういうところの焼きそばとか、たこ焼きって、美味しそうに見えるよな」

「そうですね。……いい匂いがします」

　雰囲気と匂いと音に流される形で、二人は焼きそばとたこ焼きを一つずつ購入した。

　それから近所の神社近くの階段に腰をかける。

　そしてそれを半分ずつ、分け合う。

　もっとも、愛理沙が少食ということもあり、由弦の方がやや多めではあったが。

　焼きそばは化学調味料塗まみれの非常に健康に悪そうな味がしたが、これはこれで美味しい。

　やや塩分過多で、微妙に焦げてパリッとした部分があるのだが、そこがまたいいのだ。

　勿論、祭りのような場所で雰囲気に酔いながら、たまに食べるからこそ美味しく感じるのだが。

　たこ焼きは生地がふにゃふにゃで、ソース塗れになっていた。

　こちらもやや塩分過多だ。

　肝心のタコの部分は期待していなかったが、思っていたよりも大きかったので、このたこ焼きは〝当たり〟だろう。

　勿論、祭りのような場所で（以下略）。

「祭りで食べると、こういうのは美味しいよな。まあ、九割は雰囲気な気もするけど」

「そうですね。でも……鉄板の火力は家庭では出しにくいですし、あまり食べられない味なのは確かだと思いますよ」

　美味しいには美味しいが、やはりしょっぱい。

　由弦は屋台で買ったレモネードを口にする。

　ちなみにこれはレモン汁とシロップを混ぜ、氷を入れて、そこに三ツ矢サイダーを注いで作られたものだ。

　冷静に考えてみるとこれで三百円は高い気もするが、雰囲気に流される形で買ってしまった。

　味の方は悪くはない。三百円の価値があるかと聞かれると、それは別の話だが。

　一方で炭酸が苦手という愛理沙は、オレンジジュースを口にしていた。

　ペットボトルや缶ではなく、瓶びんに入っているので美味しそうに見える。

　もっとも、たぶん見えるだけだろう。

「高瀬川さん、あの……」

「炭酸、挑戦する？」

　由弦が尋ねると、愛理沙は小さく頷うなずいた。

「はい。その、でも初めてなので、あまり痛いのは……」

「もうかなり抜けてきたから、そうでもないよ」

　由弦はそう言ってプラスチックのコップを愛理沙に手渡した。

　艶っぽい唇をコップにつけて、一口飲む。

「どう？」

「ちょっと痛いですけど、味は美味しいですね」

「気に入ってもらえて何よりだよ」

　それから由弦は腕時計を確認する。

　花火が始まるまで、あと三十分程度だ。

　食べ終えた焼きそばとたこ焼きのゴミを一つにまとめ、立ち上がった。

「花火は家からでも見えるし、その方が落ち着いて見られると思う。だからその前までに帰ろうと思うんだけど、どうかな？」

「そうですね。……高瀬川さんのお家で見た方が、雰囲気的にも綺麗な気がします」

　愛理沙は同意するように頷いた。

　実際、花火が綺麗に見えるような場所には人が大勢集まるので、風情もへったくれもないのだ。

　もっとも、二人っきりの世界を作れるような恋人同士ならば話は別なのだが。

「あと寄れるのは一軒くらいかな。……何食べる？」

「高瀬川さんのお家に帰る途中、クレープ屋さんを見かけた気がします。食べてみたいです」

「いいよ。じゃあ、クレープを買って帰ろうか」

　二人は家に帰る途中にある、クレープ屋に足を運んだ。

　由弦はブルーベリー、愛理沙はストロベリーのクレープを購入する。

　そして当然のように、二人で一口ずつ分け合う。

　手を繋ぎ、クレープを食べながら道を歩く。

　あまりお行儀のいい行為ではないが、祭りの日だけは、こういうのは許されるのだ。

　クレープを食べ終わる頃、丁度家に到着した。

　辺りは随分と、暗くなっている。

　外門を潜ると……

　ワンワンと、再び犬の鳴き声。暗闇の中で目が光っているのは、少し怖い。

　とはいえ、犬は夜目が利くのでやってきたのが由弦と愛理沙だとすぐに理解した。

　尻尾を大きく振り、まるで十年ぶりの再会かのような勢いでかけてくる。

　二人は軽く四頭を撫でてあげてから、家の中に入った。
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　花火が始まるまで残り十分程度を切っていた。

　そのため由弦と愛理沙は花火が見える位置に面した縁側に腰を下ろしていた。

　ちなみに二人を邪魔してはいけないと勝手に判断した彩弓は、十メートルほど距離を取って座っていた。

　別に由弦と愛理沙は恋人同士ではないが……もし本物の恋人同士であれば、由弦は彩弓に感謝しただろう。

　気遣わなければならない時は、気遣える子なのだ。

　ちなみに彩弓はたった一人で寂しそうかと言えば、決してそんなことはない。

「っきゃ、もうー、こら、舐めない！　しょうがない子だなぁー」

　スパニッシュ・マスティフとイングリッシュ・マスティフの二頭と、戯れていた。

　二頭は最近、子犬を卒業したばかりで、まだまだ甘えたい盛りなのだ。

「あれ、凄いですね」

「どう見ても、肉食動物に襲われている子供だよな」

　どちらも『マスティフ』なだけはあり、体の高さは彩弓の半分以上、立ち上がった時は彩弓の身長を超え、そして体重は二倍近くあるのだ。

　じゃれつかれるだけでも大変だろう。

　そうこうしているうちに、彩弓の体がひっくり返った。

　白く長い脚の隙間から、ショーツが覗いている。

　妹のパンツなど見ても面白くはないので、由弦は視線を愛理沙へと移した。

「あれ、助けなくても……大丈夫ですか？」

「『待て』と命じれば待つように躾けられているから、安心してくれ。彩弓は好きでやっているんだろうさ」

　もっとも、「待て」と言われるのも時間の問題だろう。

　そんな風に思っていると、台所から母親の呼ぶ声が聞こえてきた。

「ちょっと、行ってくるよ」

「行ってらっしゃい」

　台所まで赴くと、少しだけ甘い匂いがした。

「スイカか」

　由弦がそう呟くと、皿を手に持った彩由が頷いた。

　大きな皿を由弦に手渡した。

　浴衣を汚さないようにという配慮か、小さくサイコロ状に切られている。

「はい、こっちが由弦と愛理沙ちゃんね。彩弓にも、来るように言って。それと犬を触ってたら、先に手を洗わせて」

「分かった」

　皿を二枚、縁側まで運ぶ。

　到着すると、すでに二頭の犬は彩弓から離れていた。

　心なしか、しょぼくれているように見える。彩弓に怒られたのだろう。

「おい、彩弓」

「あら、兄さん。どうしたの……あ、スイカじゃん」

「これは俺たちのだ。まず手を洗いなさい。それから自分の分は母さんから受け取ってくるんだ」

「はーい」

　パタパタと縁側を駆けていく彩弓。

　愛犬とはいえ、汚いモノは汚いのだ。

　彩弓を見送ってから、由弦は愛理沙のもとへと向かった。

「お待たせ、雪城」

「はい。スイカ、ありがとうございます」

　スイカを縁側に置き、爪つま楊よう枝じを使って二人で摘つまむ。

「このスイカ、凄く甘くて美味しいですね」

「そうだね。いいスイカだ」

　スイカの匂いに釣られたのか、スパニッシュ・マスティフとイングリッシュ・マスティフの二頭が二人の足元までやってきた。

　さらに秋田犬とジャーマン・シェパードの二頭までもが、こちらに対し、尻尾を振りながら近づいてくる。

「な、なんか、狙われてません？」

　慌てて皿を手に持ち、胸の高さまで上げる愛理沙。

　四頭に襲われれば、あっという間にスイカを奪われてしまうだろう。

　一方で由弦は冷静だった。

「人の食い物と犬の食い物とで、ちゃんと皿は分けているし、その辺は分かっているはずだから、大丈夫だ。それに、そろそろ彩弓か、もしくは母さんが犬用を持ってくるだろう」

　由弦の言葉通り、彩弓と彩由の二人が皿を持って現れた。

　彩弓が持っているのは、おそらくは自分用のスイカ。

　一方で彩由は大胆にスイカを四等分にしたものを四つ──つまりスイカ一個分──を大きな皿に入れて、持ち運んできていた。

　彩弓は自分の皿を縁側から少し離れた場所に置くと、口に指を入れて、指笛を吹く。

　すると由弦たちのもとに集まっていた四頭の犬が、あっという間に彩弓のもとへ駆けて行った。

「はい、待て！　いい子ね。今、あげるから」

　彩弓と彩由は二人で犬の前に、大きくカットしたスイカを置く。

　それから五秒ほど、待たせる。

「よし」

　彩弓が許可を出すと、四頭は一斉にスイカを食べ始めた。

　彩弓はそのまま縁側に座り、自分のスイカを食べ始める。

　一方で彩由はなぜかこちらにウィンクをしてから、台所へと去っていった。

「本当に……よく、躾けられていますね」

「だろ？　やっぱり犬が一番だよな」

「いえ、一番は猫だと思います」

「……そこは譲れないのか」

「譲れません」

　猫は確かに可愛いけど。

　でも、『待て』や『お座り』ができないじゃん。

　人間のパートナーはやっぱり、犬だと思うんだよね。

　というような持論を由弦が展開しようとした時。

　空から大きな音がした。

　見上げると、美しい花火が夜空を彩っていた。
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　次々と空へ打ちあがる花火。

　青や赤の光が、暗い空を明るく照らす。

「綺麗ですね」

　ぽつりと愛理沙は呟いた。

　由弦は花火から、愛理沙へと視線を移す。

　花火が打ちあがるたびに、芸術品のような容貌が明るく照らされる。

　目を細め、僅かに口元を緩め、ぼんやりと、しかし楽しそうに夜空を見上げている美少女の姿は、とても絵になった。

　庭園と花火と愛理沙。

　この三つを写真に切り取ることができたら、素晴らしい作品になるだろう。

「……高瀬川さん？　どうしました？」

「いや、綺麗だと、思ってね」

「花火が、ですか？」

「勿論、花火だよ」

　まさか「君が」などとは言えない。

　由弦は再び、愛理沙から花火へと、視線を移した。

　気づくと二人は沈黙していた。

　双方に会話はない。

　だが不思議と気まずさはなく、由弦はどこか心地よさを感じていた。

　最後に大掛かりな仕掛け花火が夜空を彩り、花火は終わった。

　メインとなる花火が終わったので、もう祭りも終わりだ。

　一時間ほどしたら、屋台は撤収の準備を始めることだろう。

「綺麗、でしたね」

「あぁ……」

　二人で無言で夜空を眺める。

　しばらくすると愛理沙は由弦の方を向いて、にこりと微笑んだ。

「今日は楽しかったです。ありがとうございます」

「俺もだよ。君と一緒に遊べて、楽しかった」

　由弦は素直な気持ちを愛理沙に伝えた。

　すると愛理沙は再び、視線を夜空へと向けた。

　花火が終わった後の夜空は、不思議と寂しく見えた。

「高瀬川さんのご家族も、みんないい人たちばかりでした。みんな、親切で、優しくて、明るくて」

「君が来て、ちょっと浮かれているだけだよ」

「そうかもしれません。でも……それでも、うちとは大違いです」

　どこか寂しそうに愛理沙は言った。

　その表情には羨望や、僅かな嫉妬の色があった。

　それから、愛理沙は由弦へと視線を移した。

　その瞳には迷いの色があった。

　不安と恐怖、そして罪悪感……様々な感情が混ぜこぜになっている。

　愛理沙は泣きそうな顔をしながら、しかし何かを決心した様子で、固く拳を握った。

「高瀬川さん」

「……どうした？」

「本当に……申し訳ありませんでした」

　そう言って愛理沙は由弦に頭を下げた。

　何のことで、愛理沙が謝っているのか由弦には分からなかった。

「何か、したのか？」

「……嘘を、つきました」

　小さな消え入りそうな声で愛理沙は言った。

　嘘をついた。

　つまり、由弦を騙したということだ。

　少しだけ由弦は身構える。

「何の嘘だ？」

　とんでもないような内容だったら、怖いなと由弦は少しだけ緊張する。

　そして緊張しているのは、愛理沙も同じだ。

「以前、お見合いの時に……養父に、無理矢理受けさせられたと、言いました」

　震える声で愛理沙は言った。

　確かに、彼女はそういうことを由弦に言った。

　だからこそ、由弦は愛理沙を守るために偽にせの婚約を結ぶことにしたのだ。

「本当は違うんです」

「……どう違うんだ？」

「養父からは……お見合いを受けてみないか、と言われただけなんです。強制されたわけじゃ、ないんです。でも、私……怖くて、それで、受けるって……自分で言ったんです」

　由弦の顔を見るのが怖いのか、愛理沙は顔を俯うつむかせた。

　表情は分からなかったが、僅かに涙ぐんでいることから、彼女が不安と恐怖に襲われていることがよく分かった。

「でも、やっぱり嫌で……断り続けたんです。それで……後がなくなっちゃって。だから、悪いのは、全部私なんです。私が自分で自分の首を絞めたんです」

　ポタポタと、縁側に水滴が落ちる。

　ぷるぷると、愛理沙の小さな肩が震える。

「これを言ったら……絶対、協力してくれないと思って。都合が悪いことを、隠しました。その後も……言い出せなくて。高瀬川さんのご厚意を利用する形になって、すみません」

　それから愛理沙は黙ってしまった。

　どうやら彼女の告白はこれで終わりのようだ。

　由弦は思わず、ため息をついた。

「何だ、そんなことか。……顔を上げてくれ」

　由弦がそう言うと、愛理沙は恐る恐るという様子で顔を上げる。

　彼女の美しい容貌は涙でぐしゃぐしゃになっていた。

　由弦は愛理沙に向き直り、彼女の肩に両手を乗せる。

「別にその程度のこと、気にしない」

　由弦はゆっくりと、丁寧にそう言った。

　すると愛理沙は表情を歪ゆがめる。

「で、でも……」

「そもそも、それは嘘とは言わない」

　由弦は愛理沙の声を遮った。

　それから愛理沙の目を見つめ、言い聞かせるように語る。

「君は精神的に追い詰められていた。少なくとも、養父の提案を拒否することができなかった。そういう精神状態だった。だから、君は養父の提案を受けるしかなかったんだろう？　それは一般的には『強制された』って言うんだよ」

　彼女の養父が、天城直樹がどういう気持ちで愛理沙に「お見合いをしてみないか？」と提案したのかは由弦は分からない。

　もしかしたら、本当に愛理沙の自由意志に問いかけただけかもしれない。

　愛理沙が本気でお見合いを望んでいると、思っているのかもしれない。

　こればかりは本人に聞いてみなければ分からないだろう。

　だが……結果的には愛理沙は、嫌々お見合いをする羽目になった。

　婚約や結婚を、無理矢理させられる状態に追い込まれたのだ。

「少し前にも言ったと思うけど、君は被害者だ。君は自分の行動に落ち度があると、思っているのかもしれない。実際に少しはあるのかもしれない。それでも、だからと言って、不幸にならなければならない道理はない。そして助けを求める権利がなくなるわけでもない」

　もし、怒ることがあるとすれば。

　由弦が不満に思うことがあるとすれば。

　それは一つだけだ。

「前にも言ったはずだ。君に助けを求められても、迷惑だとは思わないと。少しは頼ってくれ」

　愛理沙に言いたいことは、それだけだった。

　彼女は瞳を赤くし、涙ぐみながら、か細い声で言った。

「じゃあ、一つ、いいですか？」

「いいよ」

「……胸を貸してください」

　言われるままに、由弦は愛理沙を抱きしめた。

　愛理沙は由弦の胸に顔を押しつけ、ぐずぐずと泣きじゃくった。




　抱きしめてみて、改めて彼女が如い何かに小さく、華きや奢しやな体をしているのかが分かる。

　彼女の熱と柔らかさと、そして体の震えが伝わってくる。

　この小さな体で、ずっと耐え続けてきたのだろう。

　もしかしたら、彼女が罪悪感を抱きやすいのは、ある種の防衛本能なのかもしれない。

　自分が不幸なのは、理不尽からではなく、自分にも非があるからだと。

　そう納得しようとしてきたから……

　というのは考えすぎかもしれないが、どちらにせよ、彼女の気弱な性格と人との間に壁を作るような接し方は、抑圧され続けた家庭環境のせいだろう。

　由弦は愛理沙の頭を優しく、髪型を崩さないように、撫でた。

　こんなことで彼女の救いになるかは分からないが、それでも何かをしてあげたかった。




　しばらくして。

　愛理沙は由弦の胸から顔を上げた。

　瞳は涙で濡ぬれたままではあるが、先ほどよりも随分とマシな顔になっている。

　由弦の前で号泣したのが恥ずかしいのか、顔を赤らめている。

　気まずそうに視線を逸らし、黙りこくっている。

「雪城、気は済んだか？」

「……わがままを言って、いいですか？」

「いいよ」

「もう少し、こうさせてください」

　愛理沙はそう言って、再び顔を由弦の胸元に押し当てる。

　今度は顔を埋めるのではなく、ぴったりと頬を押し当てるような形だ。

「頭、撫でてください」

「承知しました、お姫様」

「……それ、言ってて恥ずかしくないんですか？」

「指摘された方が恥ずかしいって、言わなかったっけ？」

「……指摘されないのも、それはそれで恥ずかしいかと」

「君のお願いの方も、大概だと思うけどね」

　そう言いながらも、由弦は愛理沙の頭を撫でてあげた。

　サラサラとして、とても手触りがいい。

　強く抱きしめながら、いい子いい子と撫でていると、再び愛理沙は口を開いた。

「あの、高瀬川さん」

「今度はどうした？」

「……名前で呼んで、いいですか？」

「名前？」

「由弦さん、と、そう呼んでいいですか？」

　一瞬、由弦は面食らった。

　動揺からか、愛理沙の頭を撫でる手が止まってしまう。

　すると愛理沙は言い訳するように言った。

「だって、佐竹さんも、亜夜香さんも、千ち春はるさんも、由弦さんのことを下の名前で呼んでいるじゃないですか。……私だけ、苗みよう字じというのはちょっと、距離が遠いかなと」

　どこか拗すねるように愛理沙は言った。

　少し不安なのか、チラリと上目遣いで由弦を見上げてくる。

　由弦は再び愛理沙の頭を撫で始めた。

「いいよ。……代わりに愛理沙と、呼んでいいか？　みんな、名前で呼んでいるわけだし」

[image: ]

「はい。呼んでください」

　愛理沙は満足気に小さく頷き、目を瞑つぶった。

　そしてぎゅっと、お気に入りの毛布を放そうとしない赤子のように、両手で由弦の体を掴んだ。

「あのさ、愛理沙」

「……何でしょうか」

「いつまで、こうしていればいいかな？」

　愛理沙の頭を撫でながら、由弦は尋ねた。

　ずっと撫で続けるのも疲れるし、それに夜とはいえ、夏に体をくっつけ合うのは少し辛つらいモノがある。

　それに対する愛理沙の答えはこうだった。

「ずっと、私の気の済むまでです。ダメ、ですか？」

　由弦はため息をつく。

「仕方がないな。全く」

　由弦は愛理沙の頭を撫で続けた。
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　初めましての方は初めまして。お久しぶりの方はお久しぶり。桜さくら木ぎ桜さくらです。

　『お見合いしたくなかったので、無理難題な条件をつけたら同級生が来た件について』を手に取っていただき、ありがとうございます。

　このたびは恋愛物を書かせていただきました。すでに読んでくださった方はお分かりかと思いますが、この作品は主人公とメインヒロインの一対一の恋愛物となっています。こういう物語ではメインヒロインの可か愛わいらしさをいかにして読者に伝えるかが重要となりますが……果たして伝わりましたでしょうか？ 今後とも、主人公とヒロインの恋愛模様を見守っていただけたら幸いです。
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　この本に関わってくださった全ての方、何よりこの本を購入してくださった読者の皆様にお礼を申し上げさせていただきます。

　それでは二巻でまたお会いできることを祈っております。
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